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は じ め に

読書活動 は,子 どもが,言 葉 を学 び,感 性 を磨 き,表 現力 を高 め,創 造力 を豊か な もの

に し,人 生 をよ り深 く生 き る力 を身 に付 けてい く上で欠 くこ とので きない ものです。 この

思いの もと,読 書活動推進 に向けて様 々 な取組 が行 われてい ます。

平成11年8月,読 書の持つ計 り知 れ ない価値 を認識 し,国 を挙げて子 どもの読書活動

を支援す るた め,「 国際 子 ども図書館 」が開館す る平成12年(西 暦2000年)を 「子

ども読書年」とす る衆 参両議院 の決議 がな されま した。 さ らに,平 成13年4月 には,「子

どもゆめ基金 」が創設 され,民 間団体 の行 う子 どもの読書活 動等 に対す る助 成 が始 ま って

います。 「子 ども読 書年 」 を契機 と した,子 どもの 自主 的 な読書 活動 を推進 す る取組 の動

きは,平 成13年12,月 の 「子 どもの読書活動 の推進 に関す る法律 」の成 立,公 布 ・施 行

へ とつなが りま した。

この法律 の規 定 に基づ き,施 策 の総合 的かつ計画 的な推進 を図るため,平 成14年8月,

「子 どもの読書 活動 の推進 に関す る基本 的な計画」 が閣議決 定 され ま した。 この基本計 画

は,す べて の子 どもが あ らゆる機 会 とあ らゆる場所 において,自 主的 に読書活動 を行 うこ

とができるよ う,積 極的 にそのた めの環境 の整備 を推進す るこ とを基本理 念 としてい ます。

この基本計画 に従 い,各 都 道府 県 ・市町村 での 「子 ども読書推 進計画 」の策定 が進 み,ま

た4月23日 の 「子 ども読 書の 日」 にちなんだ読書推進 の催 しが 開催 され るな ど,子 ども

への読書機 会 の提供 ,関 係機 関や 民間 団体等が連携 ・協力 した取組,社 会的気運醸成 のた

めの普及 ・啓発等 の取組 が推進 され て きてい ます。

国立教育政策研 究所 教育課程研 究セ ンターで も,平 成14年 度 か ら 「生 きる力 をは ぐ く

む読書活動推進事業 」.を 実施 し,全 国で17府 県30地 域 を指定 し2年 間の実践研 究 を委

嘱 しま した。 この研 究では,子 どもた ちの読書活動 の推進 に学校 ・家庭 ・地域 社会 が一体

となって取 り組 む とともに,読 書 に関す る現状調 査 も実施 して子 どもたちの読書活動 の変

化を把握 し,読 書活動 を推 進 し,読 書習慣 を形成 す るために効果 的 な取組方 法 にっ いて研

究 していただきま した。

この 「平成14・15年 度生 きる力 をは ぐくむ読書活動推進 事業実践事例集 」 は,こ う

した指定地域 の2年 間の研 究成果 の概 要 をま とめた ものです。本 書 を活用 いただ くこ とで,

学校 ・家庭 ・地域社 会が 一体 とな って子 どもたちの読 書活動 を支 援す る体 制 が一層 充 実

し,子 どもた ちの読書習慣 の形成 に資す ることを願 ってお ります。

平成17年3月

国立教育政策研究所教育課程研究セ ンター長

折 原 守
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1

実 施 要 項



平成14・15年 度生きるカをは ぐくむ読書活動推進事業

(読書活動推進地域事業)実 施要項

1目 的

児童生徒の読書活動 に関 し,学 校図書館 を含 めた学校 にお ける学 習活動,公 共図書館

の活用,家 庭で の働 きか けな どを相 互 に連携 させ なが ら,学 校 ・家庭 ・地域 社会が一体

となった効果的 な取組 方法 につ いて実践 的な研 究 を行い,生 きる力 をは ぐくむ読書活動

の一層の推進 に資す る。

2読 書活動推進地域事 業の委嘱等

(1)国 立教育政策研 究所 は,全 国か ら10地 域 程度 を読書 活動推 進地域(以 下 「推 進地

域」 とい う。)と し,推 進地域 の所在 す る都 道府県教 育委 員会 に本事業 を委嘱す る。

(2)推 進地域 の範 囲は,複 数の小学校 区程度 とす る。

(3)推 進地域 の所在す る市町村教育委員 会(以 下 「推進地域 市町村 教育委員会 」とい う。)

は,原 則 と して,推 進 地域内 の小学校,中 学校,高 等学校,中 等教育学校,盲 学校,

聾学校及び養護学校 の 中か らあわせ て3校 程度以 内の推進協 力校 及 び協力機 関(公 共

図書館,公 民館(図 書 室)等)を 指 定す る。

3委 嘱の手続

(1)委 嘱 を受 けよ うとす る都道府 県教育委員 会 は,別 紙様 式 によ り希 望調書 を国立教育

政策研究所 に提 出す る もの とす る。

なお,委 嘱の希望 に当た っては,読 書活 動推進地域事 業 を実施す るた めに必要 な施

設 ・設備 の利 用がで き,か つ推進 協力校 その他関係機 関 ・団体 の協 力が得 られ る よ う

配慮す るこ と。

(2)国 立教 育政策研究所 は,上 記(1)に よ り提出の あった内容 を審査 し,本 事業 の委

嘱が適 当と認 めた場合,別 途 定め る実施計 画書の提 出を求め る。

(3)国 立教 育政策研究所 は,上 記(2)に よ り都道府 県教 育委員 会か ら提 出 された実施

計画書が適切で ある と認 めた場合 には,当 該都道府 県教 育委員 会 に対 し,実 践研 究 を

委嘱す る。

4指 定期間

原則 と して2か 年 とす る。

5事 業 の内容

推進地域 市町村教 育委員会 は,推 進 地域 において,「 生 きる力」 をは ぐくむ読書活動

を推進す る観 点か ら,学 校,家 庭,地 域社 会 が相互 に連携 し,児 童生徒 の読書 を進 め る

ための効果 的な取組 方法 について実践 的な研 究 を行 うもの とす る。

事業 の実施 に 当た って は,
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① 読 書に関す る現状 調査 を行 うとともに,読 書 活動 を推 進 した こ とによ る読書量の

増加 その他の具体的 な効果 の把握 を行 うもの とす る。

② 事業 の内容 には,他 の図書館(公 共図 書館,他 校 の学校 図書館),児 童 生徒 の保

護 者,地 域 の関係機 関 等,「 学校,家 庭,地 域 社会 」 の三者 の連 携 を含 む もの とす

る。

6事 業 の実施

(1)読 書活動推進会議

推進 地域市町村教 育委員 会は,学 校教育関係者,社 会 教育 関係者,児 童 生徒 の保護

者,企 業 関係 者,学 識 経験者 等か ら委員 を委嘱 して,読 書活動推進 会議(以 下 「推進

会議」 とい う。)を 設 置す る。

推 進会議 は,推 進 地域 における読書活動推 進 の各種 取組 が一体 の もの と して効 果的

に推 進 され るよ う,読 書 に関す る現状 につい て調査 を行 い,全 体計 画の策 定等 につい

て協議 し,読 書活 動 の推 進成果 について評価 す る。また,推 進協力校等 に対す る助言,

指 導及び調査 等 を行 うもの とす る。

(2)推 進協力校 等

推進 協力校及 び協力機 関 は,推 進会議の定 める ところに よ り,相 互の連携 を図 りな

が ら実践的研究 を行 う。

7事 業の運営

(1)推 進地域市町村教育委員会は,都 道府県教育委員会 との緊密な連携のもと事業を実

施す るもの とする。

(2)推 進地域市町村教育委員会は,各 年度終了後速やかに事業実施報告を,そ の所在す

る都道府県教育委員会に提出するものとする。

(3)都 道府県教育委員会 は,推 進地域市町村教育委員会か ら提出 された事業実施報告を

もとに実績報告書を作成 し,国 立教育政策研究所に提 出す るもの とする。

(4)都 道府県教育委員会が作成 した実績報告書については,国 立教育政策研究所におい

てその収録を編集 し,公 表することができるもの とす る。

(5)国 立教育政策研究所は,本 事業の円滑な実施に資す るため,連 絡協議会を開催す る。

8経 費

国立教育政策研究所は,予 算の範囲内で,各 年度毎に研究に必要な所要額を都道府県

教育委員会か らの請求 に基づいて支払 うものとす る。なお,都 道府県教育委員会 は,各

年度終了後速やかに別途定 める収支精算書 を国立教育政策研究所に提出す るもの とす

る。

9そ の他

国立教育政策研 究所 は,必 要に応 じ,こ の事 業の進捗 状況及 び経費 の処 理状況 につ い

て,実 態調査 を行 う。
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平成14・15年 度生きる力 をはぐくむ読書活動推進地域一覧
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本 太 小 学 校

大 貫 小 学 校

井ノロ小学校

永 明 小 学 校

第 一 中 学 校

波 田 中 学 校

諏訪南中学校

箕輸南小学校

志津南小学校

西本梅小学校

大 宅 中 学 校

新田南小学校

中央 小 学 校

湊 小 学 校

幸 小 学 校

瑞 穂 小 学 校

上南部中学校

清 川 中 学 校

円 城 小 学 校

矢 神1小 学 校

網 引 小 学 校

東 小 学 校

屋 代 小 学 校

大 島 中 学 校

三加茂中学校

春 日西小学校

大 津 小 学 校

吉 尾 中 学 校

西姶 良小 学校

川 崎 小 学 校

萩 島 小 学 校

小 谷 小 学 校

上木崎小学校

吉 野 小 学 校

中 村 小 学 校

豊 平 小 学 校

仁科台中学校

湖 南 小 学 校

箕輪 中部小 学校

南笠東小学校

川 辺 小 学 校

第十六中学校

大 浜 中 学 校

高 城 小 学 校

御 北 小 学 校

新 市 小 学 校

明 新 小 学 校

沖 浦 中 学 校

三 庄 小 学 校

須 玖 小 学 校

大津南小学校

北 山 小 学 校

天 願 小 学 校

大芦 小 学 校

文 蔵 小 学 校

米 沢 小 学 校

大町高等学校

諏訪西中学校

笠縫東小学校

高 城 中 学 校

戸 手 小 学 校

沖浦 小 学校

大 津 高 校

重 富 中 学 校

常盤北 小学校

協 力 機 関

市立図書館 ・蒲生公民館

町立図書館
9
北浦和図書館 ・市立教育訴
究所

移動図書館,中 央公民館,
地域の絵本サークル

町農村環境改善センター図書
室,町 立井ノロ公民館図書室

茅野市図書館及び公民館,八 ヶ岳
総合博物館,尖 石縄文考古館

'

図 書 館,PTA,ボ ラ ン

.テ イ ア

町立図書館

市立図書館,市 立風樹文庫

町 立図 書館,箕 輪町 連合P'

TA

市立図書館,お 話研究会

町立図書館

山科図書館 ・醍醐図書館

市立図書館

市立東図書館

市立中央図書館 ・鳳図書館

市 立 人権 文化 セ ン ター 「に

じの と しょか ん 」

市立図書館 ・細川町公民館

中央公 民 館,地 区公 民館,

保 育所,幼 稚 園

加茂川町図書館

嘉らめき広場●繭 瞬
網引公民館 ・新市公民館 ・
戸手公民館
可立図書館,図 書館協蔽会,お 話 し
広場,「 赤い風船」等地域読書活動

推進ポランティアグルーブ

町 立 図書 館,各 地 区公 民
・館

,読 書 をす す め る会,読

み 聞 かせ の会,PTA

三加茂町立図書館

春日市民図書館

町立図書館

町立図書館

町立図書館

市立 図書 館,児 童セ ンター
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III

平 成14・15年 度

実 践 事 例



埼玉県教育委員会

推進地域名 越 谷 市

1.推 進 地 域 の 概 要

(1)地 域 の概 要

越谷市は,東 京都心か ら25キ ロ圏内に位置 し,

埼 玉県南東部地域 の中核都 市 と して着実 に発

展 を続 けている。昔か ら 「水郷 こ しがや」と呼

ばれ,古 利根川,綾 瀬川,元 荒川,葛 西用水 な

ど多 くの河川や用水が流れ,豊 かな 自然環境 に

恵まれてい る。 現在,人 口31万 人,小 学校29

校 ・中学校15校,「 第3次 総合振興計画」に基

づ き,「 市民 との協働に よるまちづ くり」を基

本に,「 水 と緑 と太陽に恵 まれたふれ あい豊か

な自立都 市」を目指 してい る。

(2)推 進 協 力 校 の 概 要

1

2

3

学校名

越谷市立荻島小学校

越谷市立蒲生第二小学校

越谷市立南中学校

児童・生徒数

630

525

570

学級数

19

15

18

① 荻島小学校

明治6年 開校で今年130周 年を迎えた。学区は,

農村地域と新興住宅地 とか らなる。学校図書館

は,昭 和62年 に2教 室分の広 さで設置され,「ブ

ックワール ド」とい う愛称を付け,夏 休みの地

域開放では多くの利用がある。

② 蒲生第二小学校

開校昭和44年,東 武伊勢崎線蒲生駅より歩い

て7分 の住宅街にある。 「歌いっぱい,本 いっ

ぱい,汗 いっぱい」を学校の特色に掲げ,ハ ー

モニーに感動し楽 しく歌える子,読 書の楽 しさ

に共感する子,運 動遊びの楽 しさを味わえる子

の育成を目指 している。

③ 南中学校

開校昭和22年,JR武 蔵野線沿いに広がる田

園地帯に位置する。 「本 と緑 と歌声のあふれる

学校づ くり」を学校の特色テーマ とし,心 の教

育のための朝の10分間読書活動の推進 と,歌 声

のあふれる学校づくりに力を入れている。

(3)協 力機 関等

① 市立図書館

蔵書総数約52万 冊,視 聴覚ライブラリーとし

ても機能 している。催 し物の開催,配 本サービ

ス等の活動も行い,ホ ームページでの蔵書検索,

新刊案内検索ができる。

② 蒲生公民館 ・荻島公民館

市民の学習活動,教 養,文 化創造をはじめ,

スポーツ ・レクリエーション活動,地 域のコミ

ュニティー活動や福祉活動の拠点 として活用さ

れている。

2実 践 研 究 の 概要

(1)研 究の内容

① 読書に関する現状調査

② 学校 ・家庭 ・地域社会が連携した読書活動

(2)推 進事業の体制

① 推進協力校 小学校2校 ・中学校1校

② 協力機関 越谷市立図書館 ・荻島公民館 ・

蒲生公民館

③ 協力団体等 文教大学教育学部助教授 ・学校

(3)研 究の成果

図書館活用推進委員 ・越谷市教

育研究会図書部会 ・読み聞かせ

ボランティア ・文教大学ワンダ

ーキ ッズお話部会 ・推進協力校

保護者代表

① 朝の読書活動による効果

② 読み聞かせやブックトーク等による効果

③ 図書ボランティア活動による効果

④ 市内小中学校への情報発信

(4)今 後の課題

① 児童生徒の積極的読書活動の推進

② 小 ・中学校児童生徒の読書活動を通 した交流

推進

3.実 践 研 究 の 内容 及 び 成果

(D読 書に関する現状調査

推進協力校において,平 成14・15年 度の2回

にわた り読書に関す る現状調査を行った。 この

調査か ら,児 童生徒の実態と推進事業の成果と

して次のような結果が得 られた。



校3年 生の平均21.7冊 で,昨 年度平均7,4冊 の3

倍 となった。そ の他 の学年 では,あ ま り成 果が

見 られなかった。

平成14年 度調査 か ら

(2)学 校 ・家庭 ・地域社会が連携 した読書活動

① 一斉読書

推進協力校3校 において,朝 の一斉読書 に

取 り組んだ。荻 島小学校は,毎 週金曜 日業 間

休み15分 間,蒲 生第二小学校 は,毎 週 月曜 日

朝10分 間,南 中学校 は,毎 朝10分 間の全校一

斉読書 を行 った。

特 に,毎 朝の読書活動 を継続 して行 った南

中学校 においては,平 成14年 度の年間読書時

間の合計が34.2時 間になった。15年 度 も継続

して取 り組む ことによ り,次 のグラフで示す

とお り,1か 月 に読んだ本 の冊数0冊 の生徒

が13%か ら7%に 減少 し,2～5冊 読 んだ生

徒が40%か ら58%に 増加 した。

① 一 日に読む時間帯

小中学生 ともに 「朝の読書の時間」に読むと

答えた人数が多い。一方で,わ ずかだが,帰 宅

後に読書の時間を取るようになってきたことが

分かる。

平成15年 度調査から(小 学校)

② 二 日の読書量(学 校のある日)

朝の読書活動の定着により,一 日の読書の時

間が小 ・中学生ともに30分前後確保されるよう

になってきた。

平成15年 度調査か ら(小 学校)

③ 読 んだ冊数(10A22日 ～11A21日)

調 査期間 中,一 番 読書 量が多かったのは小学



④ 小中学校の交流

中学校の生徒か ら,小学校5・6年 生におすす

めの本を紹介してもらい,学 級 ごとに紹介文を

掲示した。紹介された本を読んだ児童が感想や

お礼の手紙を送るという活動を展開した。

⑤ 図書ボランティア活動

ア 夏季休業中の 「わくわく図書室推進事業」に

おける読み聞かせや本の貸出

越谷市では,全 小中学校において,保 護者ボ

ランティアを募 り,夏 休みに図書室の開放を行

っている。図書の貸出だけでなく,読 み聞かせ

や図書の整理など読書活動の推進に協力を得て

いる。

イ 親子読書

小学校におい

ては,学 年PT

Aで 親子読書に

取 り組み,読 書

の楽しさを共有している。

(3>成 果 等

① 朝の読書活動により本に親しむ機会が定着 し,

朝のスター トの集 中力を高めることができた。

② 読み聞かせやブック トークによ り,物 語の世

界を楽しむことができ,読 書の幅を広げること

ができた。

③ 保護者や地域の協力と連携によ り,図 書ボラ

ンティア活動による効果が高まっている。読み

聞かせ,図 書室の整理,移 動図書館の貸出,夏

休みの図書貸出など様々な協力を得ている。

④ この2年 間の取組を 「読書活動推進のてびき」

として,市 内44小中学校に情報発信をした。

.今 後 の課 題 等

2年 間の取組によ り,読 書活動の定着が図られ

てきた。今後は,読 書の質の向上 と量の拡大を目

指 し,児 童生徒の積極的な読書活動の推進を図 り

たい。また,教 職員の協働体制を構築 し,小 ・中

学校の読書活動を通した交流を深めていきたい。

保護者や地域社会との連携 も更に深めていきたい

と考える。

4

② 読み聞かせやブック トーク

荻島小学校では,全 職員による読み聞かせの

ほか,読 み聞かせボランティア 「あいのみ文庫」

による読み聞かせを行った。お話朝会,特 設お

ぎしまお話ランド,昼 休みの自由参加読み聞か

せなど,様 々な設定でお話の楽 しさを味わわせ

ることに努め,児 童にとって待ち遠しい時間と

なった。

また,「 読書月間」を設け,全 校読書の時間

の増設や,お 話朝会での読み聞かせなどにも取

り組んだ。

蒲生第二小学校では,「 越谷おはなしの会」

による読み聞かせを各学級で年2回 行った。さ

らに水曜日の昼休みには,低 中高に分かれての

読み聞かせや,市 立図書館司書によるブック ト

ークも学期に1～2回 行い児童の読書意欲を高

め た 。

このほか,3学 期に 「校内音読発表会」を開

き,学 年や学級 ごとに国語教材文を音読 して,

日本語のリズムや響きを楽しむことにも取 り組

んだ。

③ 図書委員会活動

小学校では,図 書委員による大型絵本を使っ

ての読み聞かせ,手 作りしおりを作ってのプレ

ゼント,年 間多読賞の紹介や受賞者の発表など

に取 り組んだ。中学校では,学 校図書館の環境

整備に力を入れた。学校図書館の広報誌発行や

書籍 ・絵本作 りの紹介,文 豪新聞の発行など学

校図書館活用の意識を高める活動に取り組んだ。



埼玉県教育委員会

1推進繊 刷 吹 上 町1

1.推 進地域の概要

(1)地 域の概要

吹上町は,首 都圏より50㎞圏内で,町 の中

央をJR高 崎線と国道17号 線が縦貫 し,鉄 道

で1時 間 と東京への通勤距離圏にある。

町内を西か ら東南に流れている元荒川は,

江戸時代初期までは荒川の本流であり,そ の

荒川の流れによって造 り出された 自然堤防の

上に形成 された集落が本町の始ま りである。

本町では,「 水 と緑 ・人にや さしい文化都

市」の実現に向け,様 々な施策に取 り組んで

いる。 また,昭 和60年 玉0月1日 には 「教育の

町」を宣言 し,以 来一人一学習をモ ットーに,

町を挙げて明るく生 きがいのある生活の向上

と郷土吹上の発展を目指 し様々な活動を続け

ている。

(2)推 進協力校の概要

1

2

3

4

5

6

学校名

吹上町立吹上小学校

吹上町立小谷小学校

吹上町立下忍小学校

吹上町立大芦小学校

吹上町立吹上中学校

吹上町立吹上北中学校

児童・生徽

659

200

539

1ss

418

425

学緻

21

7

16

6

14

12

① 吹上小学校

創立114年 目の町内の中心校 として,教 育

目標 「夢いっぱい 輝 く瞳 光る汗」の下,

確かな学びの力の育成に取 り組んでいる。

② 小谷小学校

平成14・15年 度文部科学省か ら 「学力向上

フロンティア事業」の指定を受け,学 力向上

の推進に取 り組んでいる。

③ 下忍小学校

開校130周 年を迎えた歴史 と伝統のある学

校で,子 どもたちの明るくさわやかなあい さ

つ ・校庭で運動する元気な姿 ・美 しい歌声の

ひろがる学校である。

④ 大芦小学校

学ぶ意欲や学び方 ・豊かな心等を中心 とし

た 「生きるカ」の育成を目指 し,学 習指導の

改善に取 り組んでいる。

⑤ 吹上中学校

緑豊かな中に,天 体 ドームのある校舎 ・不

易流行庭園 ・大空の像等伝統 と落ち着きのあ

る学校である。 「継続はカな り」を校訓とし

て,意 欲的に教育活動に取 り組んでいる。

⑥ 吹上北中学校

緑豊かな潤いのある教育環境の整った学校

である。教育目標 「夢 ・学 ・恕」の下,全 教

育活動を通 して,「 自ら学ぶ意欲 を育てる指

導と評価の工夫」に取 り組んでいる。

(3)協 力機関等

① 町立図書館

② 子 ども会連絡協議会

③ 読み聞かせボランティアグループ

2.実 践研究の概要

(1)研 究の内容

① 吹上町読書活動推進会議の設置

○ 地域読書活動推進部会

地域での活動をとお して,子 どもたちの

読書意欲の向上を図る。

○ 学校読書活動推進部会

学校における読書に関する取組の充実を

図る。

○ 家庭読書活動推進部会

家庭での読書習慣の確立を図る。

② 読書に関する現状調査の比較

(2)研 究の成果

① 地域読書活動推進部会の取組

ア 読書推進講演会の実施

○平成15年3月1日(土)

講獅:秋 葉 恵子氏

(元東京子 ども図書館職員)

演題:「 子 どもたちの読書意欲を高める」



エ わた しの1冊 の紹介

オ 吹上町特別研究員制度による,「児童生

徒の主体的な読書を促す指導法の工夫」の

研究発表会の実施(2年 間継続)

カ 「子 ども読書の 日」を学校だ よりや各学

年の月行事予定表等で保護者 ・地域へ啓発

③ 家庭読書活動推進部会の取組

ア 乳幼児向けブ ックリス トの作成

イ10か 月児相談時における読み聞かせの

実施

欄 融.,愚:… 訂 ・ら:』 、'"て 、,鼻i;;惹顛

④ 読書活動推進 リーフレッ トの作成

⑤ 児童生徒及び保護者 ・地域の方の読書に関

する意識 ・実態の把握

(3)今 後の取組

① 学校 ・家庭 ・地域が一体となった継続的な

読書推進活動の実施

② 児童生徒及び保護者 ・地域の方の読書に関

する意識 ・実態の変容の把握

③ 司書教諭を中心とした,校 内での読書活動

推進に関する指導体制の充実

④ 学校図書館支援員配置の継続や,保 護者に

よる学校図書館ボランティアの協力による環

境整備の充実

⑤ 子 ども読書の日や読書週間の効果的な活用

3.実 践研究の内容と成果

(1)具 体的な取組及び取組の成果

① 読書に関する現状調査の結果か ら

(第1回:平 成15年2月 実施,

第2回:平 成15年10月 実施)

○平成15年11,月1日(土)

講師:ミ ステ リー作家 北村 薫 氏

演題:「 読む こ と,書 くこと」

イ 本の リサイクル市の実施

○平成15年11月1日(土)

② 学校読書活動推進部会の取組

ア 図書委員会による読書集会 ・しお りコン

クールの実施

イ 学校図書館支援員によるパネルシアター

の実施

ウ 朝の一斉読書の実施

各学校 とも,全 校一斉に読書をする時間

を設定 し,教 員と児童生徒が一緒に読書を

している。



読書の大切 さは理解(読 書 は大切 だ と思

う:94.8%)し て いるが,実 際は家族 で一

緒に本 を読んだ り,本 の話 をす ることは少

ない。

今後,「 子 ども読 書 の 日」や読 書週 間の

中に,家 庭読書の 日(11月1日)を 設 け る

ことに よ り,よ り一層 の充実を図 る。

Q:あ なたは,町 立図書館や他の公立図書館を

よく利用 しますか。(保 護者や地域の方)

昨年度 と比較す ると,わ ずかであるが,

利用が増加傾向にある。町全体での取組の

成果である。今後は町立図書館等の主催の

催 しについて,町 の広報紙を活用 してより

一層PRし ていきたい。

4.今 後の課題等

①2年 間の取組によって,大 きな成果を上げ

るまでにはいた らなかったが,今 後も読書推

進会議のネッ トワークを活用 して,地 域の方

への啓発活動に取 り組んでいきたい。

② 中学生,高 校生 と年代が高くなるに連れて,

本を読まない子が増加傾向にあるので,学 校

図書館教育等の充実をより図 りたい。

Q:あ なた は,本 を読む ことが好 きですか。

※ 「はい」 と答 えた児童生徒学生の割合

第2回 調査結果 小639,1%

か ら 中237.9%

高230.8%

Q:あ なたは,1か 月間にお よそ何冊の本を読

みますか。

※ 「0冊」 と答えた児童生徒の割合

中学生 計小学生 計調査時期

21.1%4.4第1回 調査

18.8%2.1第2回 調査

各学年 とも 「0冊」 と答えた児童生徒の

割合が昨年度に比べて少なくなっている。

また,昨 年度の同学年の児童生徒 と比較し

ても減少傾向にある。

本年度昨年度

ノ」、4.1.2%ノJ、3:2.7%

ノJ、6:2.0%!」、5:5.6%

9.5中2中1:10.3%

Q:あ なたは,昨 年度 より本を読む機会(冊 数)

が増えましたか。(本 年度のみの調査)

小学生,中 学生,高 校生ともに,本 を読

む機会の増加が見 られた。各学校の読書推

進の取組の成果である。

Q:あ なたは,心 に残っている本を読んだ時期

はいつですか。(保 護者や地域の方)

小学校や中学校時代に心に残 るよい本に

ふれあっている。小 さいころから本に親ま

せることが大切である。

Q:家 族 で一緒 に本 を読んだ り,共 通 の本 の話

をす るこ とがあ りますか。



域事業」の実践協力校になって以来,蔵 書の

データベース化,コ ンピュータによる日常業

務管理を進 めている。

④ 文蔵小学校

平成9年 「自ら学ぶ心豊かな子の育成」 を

目指 し,「 学習 ・情報センター としての学校

図書館 を活用 して」をテーマに研究を始めた。

「学校図書館情報化 ・活性化推進モデル事

業」に取 り組み,平 成11年 度には東部地区学

校図書館活用フォーラム会場 となった。

⑤ 常盤北小学校

学校図書館は本を中心 とした図書室 と情報

機器 を中心 と したメデ ィアルームがつなが

ってお り,学 習情報センター として同時に使

用できる。

「学校図書館情報化 ・活性化モデル地域事

業」によ り,平 成10年 度か ら蔵書のデータベ

ース化を進 め,施 設の特色を生か した実践 を

行っている。

(3)協 力機関等

① さいたま市立教育研究所

「学校図書館 コンピュータシステムの構築」

は重点事業の一っであ り,市 内小 ・中学校の

学校図書館 の情報化を推進 している。

② さいたま市立北浦和図書館

(学校図書館支援センター)

学校図書館支援センター(現 在,さ いたま

市立の公共図書館6館 で運営)は,公 共図書

館 と学校 図書館 のネ ッ トワー クの窓 口とし

て,教 科 関連資料の収集貸出 ・レファ レン

ス ・資料 リス トの作成を始め,学 校訪問 ・学

校招待等,広 く学校図書館活動に協力してい

る。

埼玉県教育委員会

推 進 地 域 名 さ い た ま 市

1,推 進地 域 の概要

(1)地 域 の概 要

さいた ま市 は,平 成13年5月 に浦和,大 宮,

与野の 旧3市 が合併 して誕生 した 市 で,人 口

は105万 人 を越 え,合 併か ら約2年 を経 た平

成15年4月1日 に全国13番 目の政令指 定都

市に移行 した。

政令市 移行 を機 に,文 教都 市 と しての更 な

る飛躍 を 目指 し,「 潤 いの あ る教 育 ・文 化 の

創 造」 を推進 してい る。

(2)推 進協 力校 の概 要

学級数児童数学校名

25769さいたま市立常盤小学校1

24817さいたま市立本太小学校2

18561さいたま市立上木崎小学校3

22787さいたま市立文蔵小学校4

12346さいたま市立常盤北小学校5

① 常盤小学校

学校図書館 「ときわっ子本の国」が平成9

年度 にオープ ン。その後,「 学校 図書館情報

化 ・活性化モデル地域事業」 「学校図書館資

源共有型モデル地域事業」の実践協力研究校

とな り,蔵 書のデータベース化,コ ンピュー

タによる 日常業務管理を進めている。

② 本太小学校

学校図書館 「ブ ックラン ド」は平成10年 度

にオープン。文部省 「学校図書館情報化 ,・活

性化モデル地域事業」実践協力校,平 成11

年度 は東部地区学校図書館活 用 フォーラム

会場校 となり,平 成12年 度 には 「読書活動

優秀実践校」として表彰 される。

③ 上木崎小学校

平成5年 の埼玉県図書館協議会授業研究会

開催をきっかけとし,学 校図書館教育にカを

入れ,「 学校図書館情報化 ・活性化モデル地



〈各推進協力校の企画〉

◎ ～お はな しテ ー マパ ー クへ よ

うこそ ～4/21～4/26

「おは な し世界 一周 」 と題 し,

読 書集 会や 休 み 時間 を使 って

の読 み 聞 かせ,ブ ック トー ク

等

◎ 土曜 の学校 図書館 開放4/26

お はな し会 の開催

常盤小学校

◎読書まつ り4/23

◎土曜 日の学校図書館開放4/26

地域ボランティアによる大型

絵本の読み聞かせ

学校ボランティア,教 職員 に

による影絵の国

本太小学校

◎ 図書館 フェステ ィバル

4/23^一4/30

PTAに よる読 み聞 かせ,パ

ネル シア ター

上木崎小学校

◎読書まつ り4/23

読書郵便ボランティアの紹介

ボランティアによる読み聞か

せ

文蔵小学校

◎親子 で楽 しむ読 書の 日4/22

大型絵本 の読み 聞かせ,エ プ

ロンシア ター

常盤北小学校

※読書活動実態アンケー トか ら

推進協力校5校 が連携 して行った 「子 ども読

書の 日」の取組を経た後,推 進協力校5校 の保

護者を対象 として,こ れまで取 り組んできた家

庭 ・地域 と連携 した子 どもの読書活動とあわせ

て,子 どもの読書活動の実態についてアンケー

ト調査を行った。

2.実 践研究の概要

(1)推 進協力校5校 の連携による 「子 ども読書

の 日」の取組

「親子で楽 しむ子 ども読書の 日」を推進協

力校5校 の共通テーマ とし,5校 が連携を深

め,平 成15年4月23日 を中心とした 「子 ど

も読書の 日」の取組 を企画,実 施 し,成 果に

ついて考察する。

(2)推 進協力校の特色ある読書活動の実践

これまで実施 してきた各推進協力校の特色

ある読書活動を発展 させ,家 庭 ・地域 との連

携を深めたものとし,そ の成果について考察

する。

(3)「読書活動推進のてびき」の発刊

各推進協力校の取組 とその成果を 「読書活

動推進のてびき」にまとめ,市 内全小 ・中学

校に配布 し,そ れぞれ の実践を共有化する。

3.実 践研究の内容及び成果

(1)平 成15年4月23日 「子 ども読書の 日」の

取組 について

共通テーマ「親子で楽 しむ子 ども読書の 日」

の下に,各 校では4月23日 の 「子ども読書

の 日」を中心 とした取組 を企画,実 施 した。

共通のポスター,し お りを制作するとともに,

学校 図書館ボランティアの導入,保 護者の参

加の呼びかけなどを通 して,地 域全体で取 り

組んでいる雰囲気を高めるよ う図った。

また,学 校図書館資源共有型モデル地域事

業 による蔵書の共 同利用 のシステムを活用

し,必 要な図書資料や大型絵本等を相互に貸

借 し,各 学校図書館 の読書環境を充実させ る

よう図った。

〈調査時期〉 平成15年5月

〈調査対象〉

推進協力校5校 の2～6年 生の保護者



《本太小学校》

○ 学校での読書関連行事,春 の 「さくら読書ま

つ り」,秋 の 「もみ じ読書まつ り」を通 して

の読書への誘いを行 った。

○ 保護者のボランティア活動(月1回 の読み聞

かせ),家 庭読書推奨 を行 った。

○ 近隣の公民館で活動 している民間の団体 「ぶ

んぶん文庫」による読み聞かせ,人 形劇な ど

の地域 との交流を行った。

《上木崎小学校》

○ 児童による異学年間による本 の読み聞かせ

交流会を開催 した。

○ 地域のボランティアグループによる放課後

の 「おはなし会」を実施 した。

○ 保護者 に親子で読む本 として学校 図書を貸

し出 し,親 子読書を推進 した。

《文蔵小学校》

○ 日常的に,校 内で友達や先生に本の内容を紹

介 した りする「読書郵便」が行われてきたが,

それを家庭に広げるとともに,読 書郵便ボラ

ンティアを募 り,地 域に読書郵便を広げた。

《常盤北小学校》

○ 地域のボランティアによる 「お話 し会」を学

期に1回,各 学年で実施 した。

○ 保護者 を対象に した読み聞かせの意義や ポ

イン トなどの講習会 を開催 した。

4.今 後の課題等

この研究の成果 を踏まえ,本 市が進めている

学校司書の全校配置,学 校 図書館支援センター

との連携や学校図書館の資源共有化を十分に生

かして,全 小 ・中学校で家庭 ・地域 と連携 した

子 どもの読書活動の推進 を図っていく必要があ

る。

アンケー ト結果から,全 体 としては,子 ども ・

家庭 ともに,子 どもの読書活動に対する意欲の

高ま りが見 られ るが,こ れ も日常的な学校 と家

庭,地 域が連携 した読書活動推進の取組の基盤

があることにより「子 ども読書の日」の取組が,

子 どもの読書活動の推進に一層の効果を上げた

もの と思われる。

(2)各 推進協力校における家庭 ・地域 と連携 し

た子 どもの読書活動の推進について

《常盤小学校》

○ 児童の家庭での読書を定着 させ ることと,保

護者 の読書に対す る意識 を啓発することを

ね らい として親子読書を計画 し,実 施 した。

○ 保護者 による学校図書館ボランティア「ヨム

ヨムサポー ター」が活動 し,読 書環境の整備

を図った。



千葉県教育委員会

i進 地域名i富 漸 大佐和地区1

i.推 進地域の概要

(1)地 域の概要

富津市大佐和地区は,も ともと読書活動の

盛んな地域で,特 に吉野小学校は,昭 和40年

代の家庭教育学級 を母体 とした母親文庫の発

足,昭 和58年 の第32回 読売教育賞の受賞 と特

色ある読書教育を進めていた。

しか し,本 市に公共図書館の設備がない,

地域内に書店が少 ない といった現状や,社 会

におけるメデ ィアの多様化 といった問題に伴

い,最 近は本地域 も読書活動が盛んであると

は言い難い状況にあった。

(2)推 進協力校の概要

1

2

3

学校名

富津市立吉野小学校

富津市立大貫小学校

富津市立大貫中学校

脳 ・生緻

263

387

378

学級数

ii

15

12

① 吉野小学校

昔ながらの農業生産地。地域の人々は穏和

で教育に対す る関心が高い。

② 大貫小学校

海岸に面 し,商 店街 ・住宅地 ・田園地帯に

囲まれている。地域の人々は協力的である。

③ 大貫中学校

素直な生徒が多 く,穏 和で明るい。地域の

教育に対す る関心は高く協力的である。

(3)協 力機関等

・富津市立吉野小学校PTA

・富津市立大貫小学校PTA

・富津市立大貫中学校PTA

・吉野小 読み聞かせ お話の会「絵本の森」

・大貫小 「お話 し会」読み聞かせサークル

・「ミニ ミニ図書館」プロジェク ト

・吉野小学校家庭教育学級 「ゆめクラブ」

・大貫小学校家庭教育学級 「あゆみ」

・大貫中学校家庭教育学級 「ふれ あい」

2.実 践研究の概要

① 読書活動推進会議 を核 とした読書活動推進

サポー トチーム作 りの推進

「生きる力をはぐくむ読書活動」推進の会

を開催 し,推 進体制の確立 ・取組の方向性 と

事業計画の確認を行 うことができた。

② 学校 ・家庭 ・地域社会が連携 した読書イベ

ン トの開催

吉野小学校を中心に学校 と家庭 ・地域社会

が連携 して 「読書まっ り」を2回 開催 した。

その結果,児 童のみならず地域全体の読書に

対する意識の高揚を図ることができた。

③ 学校教育部会による児童に対する読書教育

の推進

読書活動年間計画及び吉野小課題図書ブッ

クリス トの作成や読書活動の検証授業等を行

うことで,児 童の読書に対する関心を高め,

読書量を向上させることができた。

④ 図書整備部会による図書 リサイクル活動の

推進

「読書まつ り」において 「ふる本交換会」

を開催 した。地域の方から寄付された古本を

参加者に無料配布することで,地 域全体の読

書に対する意識 の高揚を図ることができた。

⑤ 読書ボランティア部会による児童 ・地域に

対する読書活動の推進

絵本読み聞かせサークル 「絵本の森」によ

る児童に対す る本の読み聞かせや社会人講師

としての国語科授業 ・読書活動への参加,図

書室環境ボランティアによる図書室の環境に

関するア ドバイスや図書の修繕活動等の取組

を通 し,児 童の読書に対す る関心を高めると

ともに,保護者への啓発を行 うことができた。



⑥ 読書に関する現状調査

本事業開始当初,第1回 読書まつ り後,第

2回 読書まっ り後の計3回,吉 野小学校の全

保護者 と全児童を対象に,読 書に関する現状

調査を行った。その結果,保 護者や児童の読

書の傾向や読書に対す る意識の持ち方等を把

握することができた。

3.実 践研究の内容及び成果

① 読書活動推進会議を核 とした読書活動推

進サポー トチーム作 りの推進

平成14年11月30日(土),吉 野小学校体育館

にて 「生きる力をはぐくむ読書活動」推進の会

を開催。参加者は,吉 野小保護者,大 佐和地区

読書推進会議構成員,吉 野小職員。本事業の趣

旨 ・内容,読 書の必要性をより多くの保護者に

伝えるために,授 業参観後に推進の会を設定 し,

保護者が参加 しやすいよ うに配慮 した。

推進の会の主な内容は以下のとお り。

・代表校あい さっ ・委嘱状交付並びに教育長

あいさつ

・本事業にっいての説明

・講演会演題

「子どもたちに読書を ～今,私たちにできること～」

講師

全国図書館協議会読書教育推進委員長

徳永 隆憲 先生

この取組 により,推 進体制の確立 ・取組の方

向性 と事業計画の確認を学校 と地域 ・家庭 との

間で行 うことができた。また,講 演会は,読 書

のすばらしさや必要性を再認識 し,読 書に対す

る関心を高めるよい機会 となった。

② 学校 ・家庭 ・地域社会が連携 した読書イ

ベ ン トの開催

平成15年6,月29日(日)と11月22日(土)の

2回,吉 野小学校 にて読書 まつ りを開催。 どち

らも,保 護者だけでなく地域の方も自由に参加

・参観できるよ う設定。授業参観 ・読み聞かせ

会 ・ふる本交換会 ・ミュージカル公演 ・講演会

等を行ったこともあ り,両 日とも多数の参加を

得ることができた。 「読書に関す る現状調査」

の結果か らも分かるように,児 童 ・保護者の読

書に対する意識を高揚 させ ることができた。ま

た,本 地域全体への読書の啓発にもっながった。

読書 まつ りの内容 は以下 の とお り。

〈第1回 読書 まっ り〉

・全校児童 による詩 の群 読 の発表

・クラスご との発表(ブ ック トー ク ・読み聞

かせ ・語 り等)

・図書整備部会 を中心 と した図書の リサイ ク

ル活動(ふ る本 交換会)

・読書 ボランテ ィア 「絵本 の森 」 による地域

を対象 に したお話 会

・ミュー ジカル公演 「オ ズの魔 法使 い」

〈第2回 読書 まっ り〉

・読書授業実践発表

・読書啓発パンフレッ ト配布(研 究のまとめ

の報告を兼ねる)

・講演会

演題 「親子で知ろ う 読書の楽 しさ」

講師 児童文学作家 村中 李衣 先生

なお,2回 目の読書まつ りでの講演会は,吉

野小学校と大貫小学校との共催によるもので,

両校の児童 ・保護者を対象に,会 場を公民館の

大ホールに移 して行った。低学年の部と高学年

の部による2部 構成で,読 み聞かせや大型絵本

によるゲームを通 して読書のすばらしさを語っ

ていただき,両 校の児童 ・保護者の読書に対す

る関心を高めることができた。



③ 学校教育部会による児童に対する読書教

育の推進

④ 図書整備部会による図書の リサイクル活

動の推進

⑤ 読書ボランテ ィア部会による児童 ・地域

に対する読書活動の推進

各部会の取組の具体的な内容は以下のとお り。

〈学校教育部会 〉

・読書活動年間計画の作成

・吉野小課題図書ブ ックリス トの作成

・図書室の整備

・図書に関す る掲示物の作成

・千葉県立中央図書館の図書利用'

・読書活動の検証授業

〈図書整備部会 〉

・「読書まつ り」において 「ふ る本交換会」

を開催

○地域に呼びかけ,古 本の寄付を募 る

○大人向け,子 ども向けに分類

○ 「読書まっ り」参加者に無料配布

残 った図書の中か ら一部を図書室へ

〈読書ボランティア部会〉

(絵本読み聞かせサークル 「絵本の森」),

・児童に対す る本の読み聞かせ(月2回 程度)

・社会人講師としての国語科授業 ・読書活動

への参加(読 み聞かせのモデル等)

・「絵本の森だより」による児童 ・家庭に対

する読書の啓発

・「読書まっ り」でのおはなし会

(図書室環境ボランティア)

・図書室の環境に関するア ドバイス

・図書の修繕活動

は

・図書台 帳の管理(ラ ベ ル貼 り ・コン ピュー

タへ の入 力等)

以上の取組は,児 童の読書の関心を高める上

で有効であった。また,こ れ らの取組を授業参

観で保護者や地域に公開したり,そ の様子をP

TA広 報等で広めた りすることで,保 護者への

啓発 とい う点でも有効であった。

1⑥ 読書に関する現欄 査

平成14年7月 の第1回 現状調査 では,保 護

者 ・児童共 に半数以上 が 「読 書は好 き」 と回答

し,90%近 くが 「読書 は大切 」 と回答 してい る

ことか ら,本 地域 の読 書への関心は高 い と言 え

る。 しか し,保 護者 の約30%に 不読者 が見 られ

る。 また,保 護者 の読 書への関心が高 い程,児

童 も読書好 きになる とい う傾 向が見 られ た。 こ

の結果,学 校 と地域 ・家庭が更に連携 して,児

童だ けでな く保護者 に対 して も呼びか け,本 地

域全体 の読書量 を向上 させ る必要が あ ることが

明 らかになった。 以上か ら,平 成15年 度,2

回 の読 書まつ りを開催 す るに至 った。

第1回 読 書まつ り後 の現状調査で は,保 護者

の80%と 児 童の95%が 「読書 まつ りで古本 をも ら

った」 と回答 し,さ らに保 護者 の67%と 児 童 の

88%が 「もらった古本 を読んだ(読 んでい る)」

と回答 した。

また,第2回 読書まつ り後の現状調 査で は,

「本屋 に行 くよ うに なった」 「図書館 に行 く よ

うに なった」 「本 を読 む よ うになっ た」 とい う

回答が,そ れぞれ 「保護者10→21%,児 童20→

45%」 「保護者8%→11%,児 童14→26%」 「保

護者48→54%,児 童67→77%」 と2回 目の現 状

調 査 よ り更 に増 えた。

以上か ら,学 校で読書 の機会 を増 や した り,

地域 を挙げて読書 に親 しむ機会 を設 けた りす る

ことは,地 域全体の読書 量や読書 に対す る意 識

を高 める上で有効で あった といえ る。

4.今 後の課題等

「読書まっ り」を始めとした学校 ・家庭 ・地

域社会が連携 して行 う読書活動の継続 と,よ り

効果的な連携の仕方の追究が,本 地域における

今後の課題であると考える。



神奈川県教育委 会

1擁 地域名1中 井 町

1推 進地域の概要

(1)地 域の概要

中井町は,神 奈川県の南西部に位置する面積

約20k㎡,人 口約10,300人 の緑豊かな町である。

町の北部に東名高速道路秦野中井インターチェ

ンジがあり,東 京都心からは約1時 間(都 心よ

り70km圏 内)の 距離にある。

明治41年 に,中村 と井ノロ村が合併して中井

村となり,昭 和33年 中井村誕生50年 を契機に

単独で町制を施行 し,現 在の姿になった。

昔から農業が盛んで,酪 農や ミカン,煙 草,

野菜の栽培などが営まれてきたが,昭和40年 代

以降,宅地の造成や企業の進出が進み,近年は,

急速に都市化が進展している。特にインターチ

ェンジ周辺には,本 町の特徴である緑豊かな自

然との調和を目指 した開発事業 「グリーンテク

なかい」(工業団地)が 完成,流 通関係や研究開

発型の企業が進出し,独 創的なまちづくりを進

めている。

(2)推 進協力校の概要

1

2

3

4

学校名

中井町立中井中学校

中井町立中村小学校

中井町立井ノロ小学校

中井町立井ノロ幼稚園

園児。児童 ・生徒数

298

275

as1

53

学級数

10(1)

i2(1)

11(2)

2

平成15年5月1日 現在。Oは 特殊学級数。

① 中井中学校

町のほぼ中央の丘の上に位置 し,周 囲を豊か

な自然に囲まれ,運 動施設が備わった町中央公

園が隣接している。

男子ソフトテニス部の平成15年 度全国大会への

出場など,勉 学 ・スポーツ ・文化活動と多方面

で優秀な成績を修めている。平成13年 度から,

毎日の朝読書を実施している。

② 中村小学校

平成11年,校 舎の大規模改造によりオープン

スペース型の校舎を新築し,広 々とした空間を

活用 した開放的な教育を実践 している。平成

13・14年度には文部科学省 「歯 ・口の健康つく

り推進指定校」実践研究協力校として実践に励

み,平 成15年 度には優良校 として表彰された。

司書教諭配置校。

③ 井ノロ小学校

東名高速道路秦野中井インターチェンジに近

く,交通量が多い幹線道路脇に位置しているが,

学校から少 し足を伸ばせば,自 然に恵まれた地

域である。平成14年 度県から愛鳥モデル校の指

定を受け,学 校近 くの厳島湿生公園をフィール

ドに環境教育を中心とした総合的な学習の時間

の推進に取り組んでいる。

④ 井ノロ幼稚園

井ノロ小学校に隣接 している。園児は毎 日保

護者によって送迎されるので,保 護者 と教職員

との連携が深い。地域の高齢者との交流や畑で

の野菜作 りなど,人 や自然との交流を大切にし

た指導を推進 している。平成14年 度絵本コーナ

ーを開設 し,絵 本の貸出業務も開始した。

(3)協 力機関等

① 井ノロ公民館

各種教室 ・講座 ・講習会等を主管 し,町 民に

役立つ実生活に即する教育,学 術及び文化に関

する各種の事業を行っている。町図書室の管理

や運営も行 う。

② 農村環境改善センター

農業の健全な発展と町民の社会的,文 化的生

活向上を推進 し,あ わせて地域連帯感の高揚を

図るため設置された。町図書室の管理や運営も

行 う。

③ その他

社会教育委員会議 ・青少年指導員連絡協議

会 ・子 ども会育成指導者連絡協議会 ・生涯学習

推進員連絡協議会 ・町PTA連 絡協議会の各団

体の代表の方々の協力をいただいた。

2実 践研究の概要

本教育委員会では,各 家庭で活用されていない

書籍を回収する 「書籍 リサイクル運動」,夏季休業



当日町農村環境改善センターに回収した書

籍は,中 学生ボランティアと青少年指導員が

整理 した。

[書籍 リサイクル運動の結果]

協力者:27自 治会,生 涯学習推進員,子 ども会育

成指導者,青少年指導員,子 ども会員107名,

中学生ボランティア8名

書籍寄贈者:106名,寄 贈された書籍:1642冊

(3)な かい文庫

書籍 リサイル運動で

寄贈された書籍は,「な

かい文庫」と名付け,

町農村環境改善センタ

一並びに井ノ ロ公民館 内に くなかい文庫〉

設置 した書架(町 購入)に 並べ,貸 出 ・返却 自由

な書籍 として町民に活用 いただいた。

(4)読 書活動推進指導員の配置

図書館司書資格保有者 を非常勤職員 として雇

用 し,曜 日を割 り当て,幼 稚園 ・学校は もとよ

り町図書室に も派遣 した。

(5)楽 しい読書の学習会

(平成15年4月12日 開催)28名 参加

蔵元和子氏 を講師 として招き,「 ブ ック トー

ク」 「ス トー リーテ リング」「アニマシオン」など

の手法について学習会を開催 した。

(6)読 書活動推進標語 ・ポスターコンクール

(平成15年9月 締切 ・11月 展示)

本コンクールは,町 内在住の

小 ・中学生対象に募集した。標

語の部は小学校低学年 ・中学年

・高学年以上の3部 門,ボ スタ

ーの部は小学校3年 生以下と4

年生以上の2部 門からそれぞれ

優秀作品3点 ずつを選出 し,10

月27日 からの読書週間に合わせ,町農村環境改

善センター玄関ホールに展示 した。

また,各 部門の最優秀作品を一っにまとめた

「中井町読書の日制定」啓発ポスターを作成 し,

各自治会の看板や学校等を始めとした公共施設

をは さんで募集 した 「読書活動推進標語 ・ボスタ

ー コンクール」等の事業を通 して
,児 童 ・生徒が

読書への興味 ・関心を高めるよう働 きかけた。

また,「本の読み聞かせ,

ブ ック トーク,ス トー

リーテ リング,ア ニマ

シオン」等 の学習会を

通 して,教 員,保 護者

〈書籍リサイクル運動〉 やその他町民が 自信を持っ

て児童 ・生徒の読書活動推進に当たれるよう取 り

組んできた。平成15年 度の後半では,毎 年11月

3日 を 「中井町読書の 日」と定め,読 書活動推進

標語 ・ポスターコンクールの優秀者の表彰や学校

等における読書活動推進の取組等の発表を行った。

学校等では,日 ごろの 「朝読書」「本の読み聞か

せ」に加え 「子 ども読書の日」「読書週間」にちな

み,各 学校や学年の実態に応 じた取組がなされた。

また,幼 稚園や小学校では,図 書館の整備や本

等の読み聞かせを行 う保護者ボランティアを募っ

たところ数名ずつ程度の応募があり,特 に図書館

の整備では町教育委員会が派遣する読書活動推進

指導員(図 書館司書有資格者)と 連携をとりなが

ら活動することができた。

このような事業を展開する中,そ の成果を月々

行 う調査やまとめの調査により評価した。

3。 実 践研 究 の 内容 及 び成果

(1)本 の読み聞かせ勉強会

(平成15年2月16日 開催)

保護者等36名の参加。当日は,中 学生も4名

参加した。

読書研究家であ り文教大学講獅 の蔵元和子

氏を講師 として迎え,本 の読み聞かせについて

講演会を開催した。

(2)書 籍 リサイクル運動

(平成15年3月15日 開催)

各家庭から寄贈された書籍を貸出・返却 自由

な図書として活用するため,ま た,回 収作業を

通 して子ども会員と地域の方々との交流を深

めるために,本 運動を実施 した。



の日」を理解している児童 ・生徒及び保護者は

全体の20%前 後しかいなかった。機会を見ては

周知を図る必要がある。定められてから2年 た

った時期の理解度がこの程度であることを考え

ると,新 規事業の周知については,か なりの工

夫が必要であると考える。

また,同 じまとめのアンケー トでは,児 童生

徒自身も,ま た保護者からも読書量が多くなっ

たという回答が多数を占めていたが,左 のグラ

フのように月々行った読書量調査か らはそれを

裏付けるデータは得 られなかった。小学生の「学

校での平均読書回数」が,2月 に比べ5月 大き

く増加しているのは,朝 読書の回数が今までの

週1回 から平成15年 度より2回 になった表れで

あると考える。

4.今 後の課題等

子どもの読書活動を推進するためには,子 ども

の内面に迫る取組が必要であり,1年 や2年 で成

果が表れるのは難しい。新たな取組 も考慮 しつつ,

これまで2年 間の取組は今後の推進活動でのべ一

スとして変容を見極めたいと考える。

本事業の調査では,子 どもたちは時間を確保 し

さえすれば読書をするとい う傾向がっかめた。例

えば,「中井町読書の日」のある時間帯に,町 内一

斉に読書をするというような設定をしていくこと

も一つの方法として考えることができる。

また,本 事業では,「学校,家 庭,地 域社会が一

体となって」がキーワー ドであり,初 年度に町を

挙げて 「書籍 リサイクル運動」を展開 した。 とて

も大きな労力を必要 とした活動であったが,そ の

成果はあまり見えなかった。今,子 どもたちが地

域社会で活動する時間は限られている。学年が上

がるにつれ,子 どもを束縛するものが多くなる。

学校週5日 制でゆとりが生まれたはずであるが,

子どもたちの現実はどうであろうか。そのような

中で,子 どもの読書活動を推進するために,地 域

社会がいったいどんな役割を担 うことができるの

か,試 行錯誤を繰 り返しながら追究できたらと考

える。

内に掲示 した。

(7)「中井町 読書の 日」の制定 と記念事業

(平成15年11,月3日 開催)

読書週間の中の11月3日 を「中井町 読書の

日」と定め,記 念事業を通 して町民の読書活動へ

の興味 ・関心の高揚を図った。記念事業前半式

典の部では,中 井町長 ・町議会議長 ・教育長 か

ら,標 語 ・ポスター コンクール優秀者へ表彰状

の授与を行 った。

また,後 半 ア トラクシ ョンの部では,幼 稚園 ・

小学校 の教諭が読書活動推進の取組を発表 した。

(8)ブ ックスター ト事業

(平成15年12月7日 ・16年2月4日 開催)

本事業は,「子育てを支援 し,ひ とづ くり ・ま

ちづ くりの運動の一環 と して事業の推進にあた

る。」とい う目的の下,保 健福祉課 と連携 をとり

なが ら,今 年度(平 成15年4月2日 以降)生 まれ

た子 どもを対象 と して始めることとした。

(9)読 書調査か ら

詳細については紙面の都合上割愛す るが,ま

とめのア ンケー トの第1発 問では,「子 ども読書



生活 をた くま しく生きる」の具現のために
あいさつ

「挨拶 ・清掃 ・黙想 ・合 唱」の4っ の柱 と「時

間 ・給食:・読書 ・全校集会 ・下駄箱 ・ごみ拾

い」を重点に据え,読 書を教育を支える重要

な活動 と位置付けている。

② 永明小学校

茅野市の中心に位置する。地域や保護者の

学校への関心 も高く協力的。設立2年 目の読

み聞かせボランテ ィアや17年 目を迎えるボラ

ンティアサークル 「紙ふ うせん」は読書活動

を支えている。読書活動の推進のため,校 内

職員組織を整え実践にカを入れている。

③ 豊平小学校

八ヶ岳山麓に残 る縄文遺跡文化の中心地に

位置 し,豊 かな自然や環境を生か した体験的

学習に重点をおき,地 域 との連携を大切にし

ている。

④ 米沢小学校
ひら

「自らや り遂げ,心 拓 く子」を目指 し,地 域

との連携を大切に実践を積み上げている。朝

の十分間読書,読 書ボランテ ィア及び全職員

による朝の読み闘かせ,図 書館を利用 した課

題解決学習に力を入れて取 り組んでいる。

(3)協 力機関等

茅野市図書館 ・公民協働 の読書推進組織
ど

「読書の森 読 り一むinち の」

2.実 践研究の概要

① 読書に関す る現状の調査

ア 乳幼児から始まる全市的な,連 続的 ・発

展的な読書活動と成果

イ 永明中学校の実践か ら見た成果

② 学校 ・家庭 ・地域が連携 した取組

ア 公民協働の全市的な活動の成果

イ 小 ・中学生の参加 と広がる読書活動

ウ 読書ボランテ ィアの活動

③ 学校図書館の情報センター機能を活用 し課

題解決力/情 報活用力を伸ばす実践

ア 協力校米沢小学校の事例

一
i進 繊 名1茅 野 市

1推 進地域の概要

(1)地 域の概要

長野県中部の東 よりに位置 し,八 ヶ岳,蓼

科,白 樺湖な どの観光 リゾー ト地を有する人

ロ約5万6千 人の高原の町。当市では,様 々

な事件が次々と起き,憂 慮すべき現状にある

世相や子育ての環境 を,読 書の楽 しみや読書

のカを生かすことで根源的に改善 し,未 来に

夢をつなぐまちづくりと生きる力を持った児

童生徒の育成が可能になるのではないかと考

え,市 民と行政のパー トナーシップによる全

市的な読書推進活動に取 り組んでいる。平成
ど

12年7月 に「読書の森 読 り一むinち の」

(公民協働の読書推進組織)を 立ち上げ,乳 幼

児期からの連続的 ・継続的 ・発展的な読書推

進活動に力を入れている。

〈公民協働の全市的読書推進活動(茅 野市)〉

(2)推 遡 力校の鞭

① 永明中学校

茅野市の市街地にあり,教 育目標 「自らの



・父親 が絵本に 関心 を もつ よ うになった。似

下略)

アの② 朝の 『絵本 の時間』(保 育 園)

g:00～g:30日 課 に位 置付 い た 『朝 の

読書』(小 中高等 学校)

平成15年

王]
4刻

0
J

0

小

8校

1

0

平成13年《実施校の変化》

中

1校

0

3

小

5校

2

1

校 種

5日 完 全 実施(教 員同席}

"(教 員不在あ り)
一

4日 実施

001

3.実 践研究の内容及び成果

① 読書に関する現状の調査

ア 乳幼児か ら始まる全市的な,連 続的 ・発展

的な読書活動 と成果

《活動 》

3日 実施

《小学校9校 中学校4校 》

○ 全市的な読書推進活動の進展の中で,市 内

のすべての小 ・中 ・高等学校が朝の読書を日

課 に位置付け成果を上げている。

《生徒の変容》

☆ 小学校

・落ち着いた学校生活のスター トがきれる。

・読書への興味が増 し図書館に来て本を読ん

だり利用する児童生徒が増えた。
こ い

・読 むカ(速 読 ・語彙 ・読み きる)が 付 いた。

・本 を通 した異 年齢 交流 が広が った。

☆ 中学校

・授 業の開始 がスムー スになった。

・本屋 に立ち寄 る生徒が増 えた。

・教員 も真剣 に読書に取 り組む ようにな った。

・読 書 時 間だ けで な く学 校 生活 が 落 ち着 い

た。(ア ンケー ト回答 上位 か ら)

イ 永明 中学校の実践 か ら見た成 果

赤 ちゃん に絵 本 を贈 る ファー ス トプ ックプ

ゼ ン トか ら始 ま り,現 在 市 内17保 育園 の 「朝

の絵本 の時間」 また,市 内9小 学校,4中 学

校,2高 等学校 の全学校 ・全学級 で 「朝の読

書」が実施 され てい る。

《成果 》

アの① ファー ス トブ ックプ レゼ ン ト事業

☆茅野市 のす べての赤 ちゃんに絵 本 をプ レゼ ン

トす る。

・平成12年8月 か ら 出生届 時1冊

・平成13年4月 か ら 上記 に加 え4か 月健診

時 に1冊 の計2冊

永明 中学校は,平 成9年 か ら 「朝の10分 間

読書」 を継続 し7年 目を迎えてい る。

《成果》(永 明中学校研 究のま とめよ り)

○ 平成9年 よ り8:15～25(毎 朝)

師弟 同行で漫画 ・雑誌 ・教科 書以外 の本

(読書時 間の確保 動 か ら静の時 間へ)

☆ 平成15年 ア ンケー ト・

・この時間を とて も楽 しみ に している50%強

・この時 間が 自分 に とって 「必要」 「とて も

必 要」(61%強)3年 生は69%

〈4か 月健診 児時の絵本 プ レゼ ン ト〉

※既 に4,000冊 を越す 絵本が手渡 され た。

☆プ レゼ ン トを受けた子 どもたち(母 親)の 変容

(アンケー ト14年12月 …15年10月)

250家 庭 中185家 庭回答 《数字は回答数》

・本 を もら うこ とで子育 て を応援す る環境 を

感 じ取 り,育 児 に希 望を持っ親 が増えた。

(62…81)

・絵 本を じっ と見た り絵 に反応す る子 どもの

姿か ら,親 も積極 的 にかか わ ろ うとす る よ

うにな った。(59…102)

・本 好 きな子 どもが増 え,兄 弟 姉妹間で読み

聞かせ を楽 しむ姿が増 えてい る。(32…72)

・本 を選ぶ視 点がで きた。
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なっている。

・保育園の育児や学校教育のオアシスとなって

いる。朝の読み聞かせや読書が子 どもたちの

心に静寂の中で内省 と反省,緊 張 と集中を生

み出 し,同 時に潤いを生む時間を作 り出して

いる。数字で表す ことはできないが,子 ども

たちの変化は大きい。

・基礎学力の向上が うかがえる。聞くカ,読 む

カ,語 彙力など,い ろいろな場面で成長が と

らえられ る。

イ 小中学生の参加 と広がる読書活動

お話会や 中学生 と小学生の交流活動,市 民

とともに進める読書活動への児童生徒の参加

を通 して,主 体的な活動を育てた。

(事例)協 力校 永明小学校

・姉妹学級への図書委員会による紙芝居,姉 妹

学級によるペアー読書,永 明中図書委員会,

地域ですすめるお話会での児童による読み聞

かせやパネルシアター ・影絵 ・紙芝居等の発

表など。子 どもたちが自らが表現 に参加す る

ことで,読 書を楽 しむ姿勢や行動力が高まっ

てきた。

※ 生活の様子や生活記録か ら

・10分間の読書が呼び水にな り,自 分 自身の

読書活動が活発にな り,休み時間や家庭で

の時間に読書を取り入れ るようになった生

徒が増えた。

・教科学習とは一線を画 した 「自由読書」を

楽 しむ生徒が増えた。

・新入生はアニメのノベライス版や部活動の

技術書が多いが,学 年が上がるにつれて長

編や文学作品に傾倒する生徒が見 られ読書

の幅が広がる。

《課題》 読書傾向 と個に応 じたかかわ り

読ませ っぱなしではいけない

学級差 ・実践の継続・質を高めること

② 学校 ・家庭 ・地域の連携 した取組

ア 公民協働の全市的な活動の成果

茅野市の施策3本 柱は環境/福 祉/教 育。

教育分野の柱に読書が据え られ,公 民協働で

子 どもたちの心の育ちを応援す る読書活動

(「読書の森読 り一むinち の」の活動)を 進
'め

ている。読書ボランティア活動 ・赤ちゃん

の絵本研究 ・ブ ックリス トの選定 ・読み聞か

せや紙芝居などの実践 ・市内各所でのお話会

など地域の連携 を大事にした活動を進 めてき

た。

アの1保 育園や学校を支える読書活動

○ 朝の読書見学会の実施

全市的に毎 日継続されている園児 ・児童 ・

生徒の 「朝の読書」(絵 本の時間)の 様子を市

民 ・教育委員会 ・読書ボランティアなどが,

計画 を立てて見学する機会を設けた。

(17園 ・13小中学校 ・2高 等学校 のすべて)

《見学会参加者の感想のまとめから》

・子どもたちは,(幼 児から高校生まで)次 第に

本を読むことが(お 話を聞くことも)好 きに

なっている。乳幼児期か らの連続的な活動の

中で,様 々な本と出会い,本 を通して心を耕

し(知性 ・感性 ・情緒)こ とばを磨 く(思 考 ・

表現 ・コミニューケーション)大 切な時間と



ウ 読書ボランティアの活動

市内is小 中学校の読書ボランティアの存在

平成13年6校 一ラ 平成15年 度10校 に

・月1回 の朝の読み聞かせ ・読書旬間中の 『お

話の部屋」(米 沢小)

・朝読書時間に週1～2回 読書ボランティアが

読み聞かせに入る。読書ボランテ ィアサーク

ル「紙ふ うせん」年6回 のお話の部屋(永 明小)

・朝読書の各学級読み聞かせ と月一回の休み時

間読み聞かせ。 また,図 書館内外の装飾やい

す ・棚などの整備を行 う。活動の後に,子 ど

もたちの様子や図書館の選書等について職員

と意見交換 している。子 どもたちの変容は著

しく,意 欲的な姿が見られ るようになった。

(豊平小学校)

読書ボランティナは15年 度 になって広が

り,学 校における読書環境の一っ として効果

を上げている。

③ 学校図書館の学習情報セ ンター機能を活用

し課題解決力/情 報活用力 を伸ばす実践

《学校図書館資源共有型モデル地域事業》

(平成13～15年)の 中での研究

☆協力校 米沢小学校の事例

匹 牲 総合的な学習の時間
《野ロ英世ってどんな人?》

開校130周 年記念事業の一っ として,そ れま

で図工準備室に置かれていた野口英世像(塑 像)

が恒久化 され ることになった。 この像は昭和28

年当時の児童 と教員が 「野 口英世のよ うな人に

な りたい」 とい う願いを持って製作 したもので

あり,その願いを新たに探る学習に取 り組んだ。

児童は英世についてはなにも知 らず,図 書館

で調べることになった。 しかし,自 校の図書館

には,関 係の書籍は2冊 程度 しかな く行き詰ま

った。そこで,茅 野市では,図 書館物流システ

ムが稼動 し始めたことを知 り,英 世に関する本

を市内各校から集めて調べ学習を進めた。

・身近なところにあった像をきっかけに意欲的

に学習に臨んだ。一ゆ 何度も何度 も本を読

返す姿か ら。

・調べ方を学ぶことで追究が深まった。._w

調べ学習の過程に沿った学習が進んだ。

・課題(人 物像 ・業績 ・考え方 ・生い立ち ・支

えた人々な ど)を 共有できたことにより,有

効な資料の選び出 しができた。一→ 困った

ら図書館に行き調べようという意識が高まっ

た。

・調べたことをもとに発表 した り話 し合った り

することを通 して,英 世の生い立ちや生涯や

人生観 を,自 分の生き方に照 らして考え学習

を深めることができた。一 調べたこと(事

実)に 基づいて 自信を持って発表できるよ う

になった。

0学 校図書館資源共有型モデル事業(平 成13

年度～平成15年 度)の 取組か ら

4ま とめと今後の課題等

茅野市における 「生きるカをは ぐくむ読書活

動の推進」は,市 の教育施策の重点に位置付け

られた活動であり,本指定事業(平 成14,15年 度)

で終わるものではなく,今 後に継続 してい く。

児童生徒の読書量や図書館の貸出数などは,飛

躍的に増加 しているが,読 書活動ではぐくまれ

る生きる力は,10年 後,20年 後を見通 して質的

にとらえることが求められ る。読書環境の向上,

市民と行政の協働による位置付けの明確な読書

推進活動,特 に,乳 幼児 ・保育園(幼 稚園)・ 小

中学生 ・高校生を結ぶ日常的な読書活動な ど,

大きな成果が期待できる段階に来ていると当市

では評価 している。

学校図書館の環境が整い,全 市的な読書推進

活動が継続す るので,今 後 も引き続 き成果 を見

極めなが ら事業を推進することが課題である。

一29一



2.実 践研究の概要

(1)読 書活動推進のための支援及び活動の普及

① 「読書活動推進会議」が中心となり,15の

ポランティアサークルの活動を支援。

② 平成16年4月 から 「ブックスター ト」支援

事業 を市民と行政 との協働によ りスター トす

るために学習会を開催。

(2)推 進校 における読書活動の推進

① 「読書活動推進の会」が中心 となり,児 童

生徒の読書状況の実態調査 を実施 し,反 省と

分析の上で今後の読書活動を推進 していく指
み いだ

針を見出す。

②PTA講 演会との共催で 「生きるというこ

と」をテーマに自作朗読コンサー トを開催。

(3)読 み聞かせについての研修会等の開催

① 教育機関等で読み聞かせ活動を行なってい

る。ボランティアの養成 を目的 とした養成講

座や研修会や一般市 民を対象 とした学習会を

開催。

(4)フ ォーラムの開催

① 読書活動推進会議を中心に読み聞かせボラ

ンティア代表者会,市 立大町図書館等協働で

「子 どもと本のつ どいinお お まち実行委員

会」を立ち上げ,『BookBook2003』 を開催。

<小 中学生が選んだ好きな本 コーナー>

3.実 践研究の内容及び成果

(1>読 書活動推進のための支援及び活動の普及

① 読み聞かせ活動が年々盛んにな り,今 年度

は3サ ークル増え,15の 読み聞かせボランテ

ィアサークル,105名 の登録がある。幼児教室

か ら中学校 まで週1回 か ら月1回 の定期的な

活動を行っている。

一
推進地域名 大 町 市

1.推 進地域の概要

q)地 域の概要

大町市は長野県の北西部 に位置 し,西 は北

アルプスが連なっていて市街地の標高が700

m余 りと高 く,気 候は内陸性で寒暖の差が大

きい。また,豊 富な水資源 に恵 まれ,一 時は

アル ミニウムや繊維の工場が稼 動 し活気 に

盤れていたが,近年は撤退が続き若者の市外

へ の転 出もあ り,こ れか らは産業の育成 と魅

力ある町づ くりが課題 とな っている。

(2)推 進協力校の概要

クラス数児童 ・生徒数学 校 名

14401大町市立大町第一中学校1

18467大町市立大町西小学校2

20590大町市立大町北小学校3

① 大町第一中学校

「ゆとりと充実」を目指す二学期制の実施

単元評価カー ドを作成 し,学 習の到達度を

示し,ま た,自 分 の目標 に向かって努力 した

人を認め合 う 「向上の証」の表彰 を行って い

る。

② 大町西小学校

子 ど もたち にや る気 と自信 ・達成感 を

「公開授業」を行い,国 際交流集会や外部

講師を招き広 くいろいろな人か ら学ぶ ことを

大切にしている。

③ 大町北小学校

福祉の心を学ぶ,ふ るさとに学ぶ。

昭和53年 開校以来,さ まざまなボランティ

ア活動 を続 けている。

(3)協 力機関等

・読書活動推進会議

・読書活動推進の会

・市立大町図書館

・読み聞かせポランティアサークル



②2歳 児健診時 に絵本の読み聞かせを行なっ

ているが,4月 か ら 「ブックスター ト」事業

を行なうため,先 進地茅野市社会教育委員の

本間佐男先生を講師に学習会を開催 した。ま

た,乳 幼児期か ら本と親子で触れ合う時間の

大切さを伝 えて絵本を手渡すため,読 み聞か

せボランティアの研修会も行った。

(2)推 進校における実態調査の実施

① 推進校における読書旬間の取組 とアンケー

ト調査による具体的な方策 ・結果
一実態調査のまとめ一から

《興味,関 心》について

読書機会を多 く設定 していくことが重要にな

ってくる。

(保護者)

問:お 家の方の読書は1週 間に何時間 くらいしますか?

①1時 間未満

②1時 間～

③2時 間～

④3時 間～

⑤4時 間～

小5男

56.3

25.0

9.4

o.o

9.4

小5女

69.2

25.0

9.4

o.o

9.4

中2男

44.4

33.3

22.2

o.o

o.o

中2女

50.0

o.o

16.7

16.7

16.7

匿窯…欝灘 素 藤 ヨ
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ssz
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小掌生

ti
慧'

解 霧
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②
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團
③ ・ ④

(単位:%)

*保 護者の読書量は 「1時間未満」が半数にの

ぼ り,少 しの時間親子で本に親 しむ時間を持

つ努力をしていくよう働きかけていきたい。

《読み聞かせ》 について

1問錘 齋 みT,お 子さんは読書恭好き^Y

大好き

小学生

9.9

中学生

9.5

小学生

cHls>

22.6

中学生

(H14)

腰窯 聞器窯 警網
L一, 詞

0丙 ほ昨年との差

0

0

0

④

小5男

6.1

(一13.3)

63.6

(+24.4)

好き

あまり好きでない

47.9

31.0

47.6 33.9

27.3

(一11.4)

o.o

(一3..2)

小5女

20.5

(一10.3)

きらい

わからない

4.2

53.8

(+5.1)

20.5

(+2.6)

5.1

(+2.5)

中2男

8.3

(+0.s)

o.o

(一15.4)

50.0

(+3.8)

25.0

(一5.8)

中2女

7.0

o.o

(一5.3)

50.0

33.3

o.o

4.8

38.7

3.2

3.2

(+2.6)

(単位:%)

*小 学生では読書好きな児童が8割 を超えるが

保護者は6割 弱と思っている。また,中 学生

でも6割 弱の生徒が好きである。読書習慣が

身に付くように,読 書時間の確保など家庭 ・

学校 ・地域での働きかけが大切である。

《読書量》について

*中 学生では不読者数は増加傾向にあるが,読

書旬間後には半減していることもあり,「読書

のすすめ」 により歯止めがかかった。中には

空いた時間をうまく利用 している生徒 もお り

ia.s

(一18.0)

31.3

(+20.8)

一31一

(単位:%)

*「 読み聞かせ」をしてもらうのが好きな小学生

は7割,中 学生でも5割 に達し昨年と比較して

微増しており,読 書機会を増やすよう発信する。

*「 読み聞かせ」はフォーラムや子育てセ ミナ

ー ・リーダー研修会な ど学校や地域で行い
,

子 ども同士のコミュニケーションを取 る絶好

の機会である。大人が対する時よ り楽 しんで

お り,少 子化時代に異年齢との交流は貴重な

時間を過 ごす機会でもある。

《読書指導》について

*学 年に関係な く読書量 には個人差があるが

「読書のすすめ」の効果を実感 している。

*日 ごろの推進活動が読書を浸透させる手段にな

る。



}月 別貸出冊数及び利用人数
i

io月

11月

北 小

冊数

227

309

延人数

197

275

西 小

冊数

455

429

延人数

235

213

一 中

冊数

30

43

延人数

24

39

*読 書旬問中の学校全体 の取組が効果を上げ,

貸出冊数や利用人数の増加につながった。

《学校 ・家庭 ・地域社会の連携の取組》について

*参 観 日等で保護者に対 して読み聞かせ活動の

啓発を行い,家 庭で の読書が習慣化するよう

に繰 り返 し呼びかけていく。

*ボ ランティアによる読み聞かせ活動を推進する

ように,公 共施設(図 書館 ・公民館 ・児童館)な

どを利用しやすいように働きかけることが重要。

② 大町北小学校のPTA講 演会との共催
たいほく

*市 内6校 の小中学校のPTAに 呼び掛け,大北地
きたあずみ

方の教職員で形成される 「北安曇朗読研究会」

の講師である尾崎美千代先生の 『生きるとい

うこと』をテーマにした自作朗読コンサー トを

開催 した。これを開催することによ り三者の協

力体制の確立 と読み聞かせ活動の事例発表によ

る読書推進の啓発を行うことができたと考えら

れる。

(3)読 み聞かせ活動の研修会等の開催

① 「読み聞かせの輪を広げる学習会」を2回 開

催し,『紙芝居』の効用や 『昔話』がいかに子

どもに影響を与えるかなど興味深い講演会 と

なり多くの方の参加を得た。また,・読み聞かせ

サークルの事例発表は各サークルの情報交換

の場であり,ネ ットワーク作りの一助にな り読

み聞かせの輪を広げることにつながった。

② 「ボランティア養成講座」を前 ・後期計8

回開催 し,理 論面 ・実践面等多くのことを学

ぶことにより,レ ベルアップを図るとともに

地域での読み聞かせ活動に生かされた。

③ 「ボランティアのための研修会」を5回 開

催 し基礎部分での技術向上を図った。フォー

ラム後の研修会では民話 を勉強 していきた

いとの希望から 「大町の民話」を取 り入れて

関心のある内容で好評を得た。

(4)フ ォーラムの開催

① 実行委員を中心にサ ン ・アルプス大町の全

館を使用 し,～ 絵本の世界へあそびにおいで

～(副 題)の 楽 しい絵本の世界を作 り上げた。

『小中学生が選んだ好きな本』約200冊,r読

んでもらいたいお薦め絵本』約300冊,『 どん

ぐりと山猫』の原画な どた くさんの絵本を展

示し多数の一般参加の方 に関心を持ってもら

うことができた。

② 市内で活躍 している"童 謡の会""手 作り絵

本の会""高 校の影絵サー クル"の 協力を得,

わらべ歌を歌い,手 作 り絵本 ・点字絵本にふ

れ,影 絵を見るなど地域 との交流もできた。

③ 市内中高生による読み聞かせは異年齢間の

交流が行なわれ るとともに,中 高生の読書へ

の関心,意 識の向上につながった と考える。

4.今 後の課題等

(1)年 々,読 み聞かせ活動の気運が高まってき

ているが,定 着するために公民館を中心に 「お

はな し会」を開催 し,地 域での読み聞かせ活

動を推進していく。

②4月 から始 まる 「ブックスター ト事業」は

関係機関との連携を取 りなが ら,将 来の読書

習慣を形成するための一歩にしていく。

(3)市 内6校 で 「読書推進の会」を中心に読書推

進活動を継続 し,三 者の連携により読書時間

の確保や読書環境の充実 を目指 し進めていく。

(4)大 町市全体で子 どもの読書活動を推進 して

いく上で,読 み聞かせボランティアの技術向

上やネッ トワーク作 りを強化 して,読 書環境

の充実の一助 となるよう講座 等を開催する。

(5}来 年度のフオーラムは図書館 を会場に開催

期間を一定期間設ける。ゆとりある時間の中

でた くさんの絵本とふれ,子 ども同士の読み

聞かせ体験が異年齢間の交流にな り,健 全育

成につながるものと考え,「 生きる力をはぐく

む読書活動」の一環となるように計画する。
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町立図書館司書

小・中図書館 司書

図

書

小 ・中司書教諭

読書グループ

学

校

2.実 践研究の概要

① 「ブ ックタウン波田Jの 具現を目指す 「子

ども読書活動推進計画」を策定す る。家庭に

おける乳幼児期か らの読書活動を向上させ る

ために,啓 発資料を作成 し,そ の資料に基づ

いて啓発活動を展開する。

② 地域社会における読書活動を向上 させ るた

めに,町 立図書館を核 とした読書関係行事の

年間計画を立て,そ の計画に基づいて読書関

係行事を展開する。(波田町読書週間,子 ども

読書の日,本による自然観察会,図 書交換会,

巡回図書館など)

③ 保育所 ・小学校 ・中学校 ・養護学校におけ

る読書活動を向上させるために,発 達段階に

応 じた指導資料を作成 し,そ の資料に基づい

て読書関係行事を展開する。(発達段階別推薦

図書 リス ト,読 み聞かせ ・語 り聞かせ,10分

間読書,本 の紹介,読 書意欲の高め方)

3.実 践研究の内容及び成果

(1)読 書活動推進会議 による取組

① 読書の啓発資料づ くり

家族みんなで読書に親 しんでもらうための

啓発資料 として 「家族みんなで読書のすば ら

しさを」 と題 した

リー フレ ッ トを作

成 し,町 内 の全家

庭 へ配布 した。

長野県教育委員会

1縫 地域名1波 田 町

1推 進地域 の概要

(1)地 域 の概 要

波 田町は,松 本 平の西端 に位置 し,北 アル

プス を源 とした梓 川 流域 南岸 に広 が る緑 豊

かな河岸段 丘上に開 けた,人 口15,000人 余

りの町 であ る。近 年,松 本市 のベ ッ トタ ウン

として人 口が増加 す る中,住 民一 人一人 が豊

かな 自然 にふれあい,は ぐ くみ あい,明 日を

語 り,住 んで よかった と実感 でき るよ うな町

づ くりを推進 してい る。

(2)推 進協 力校 の概 要

学級数児童 ・生徒数学校名

29926波 田町立波田小学校1

16517波田町立波田中学校2

① 波 田小学校

町 の中央 に位 置 し,赤 松の林 と,そ の下陰

に咲 くつ つ じの群 落 に 囲 まれ て い る 自然 豊

かな学校 であ る。 県内で も有数 の大規模 校で

あ り,「 まつ かぜ プ ラン」 の も と,歌 声 の響

き合 う学校 づ く り,読 書活動 の充実,花 壇づ

くり,子 どもと教員の心のつ なが りを大切 に

した教 育を通 して,子 どもの心を育て,感 性

を磨 き合 ってい る。

② 波 田中学校

学校 目標 「やかたづ くり」(や さしさ ・か し

こさ ・た くま しさ)で 願 う生徒 を具現す るた

めに読 書活 動や体験的な活動 を通 じて,自 分

自身 の生 き方 を見つ め,よ りよく問題解 決 し

てい くカを育て る,授 業改善 を推 進 してい る。

(3)協 力機 関等

波田町立図書館

波田町読書活動推進会議(4部 会)

学識経験者

乳幼児保育者

養護学校教諭

保

育

所

社会教育委員

小・中学校PTA

企業関係者

家

庭

地

域



◇ 教職員対象のアンケー ト結果か ら

・休み時間にも本を読む児童の増加

・読書量と図書館利用の増加

・落ち着いた1日 のスター トと,教 室内の学

習する雰囲気の向上

・集中力や持続力の向上

〈中学校〉生徒が読書の喜びを味わえるよ

うにするための,朝 読書の支援の在 り方

・朝読書と朝学活の関係(日 課の見直し)

・図書館を利用できる時間帯の拡大

・図書の紹介活動の場の積極的な設定

・司書教諭,学 校司書が積極的に各学級に入

り,生 徒への助言

(3)学 校における読書調査(比 較)

町内小学校2年 ～6年 を対象に,実 践研究

に取り組む前 と後とを比較 した,読 書調査結

果の一部を紹介する。

ア 本を読むのが好きですか。

ウ1日 に読 む時間。

考察〕

・本を読むのが好きな児童が調査前より増 え

内容としては,町 民から寄せ られた読書の体

験談をは じめ,読 書のすすめや音読のよさな

どを掲載 し,図 書館の活用や家庭での読書を

呼びかけている。

また,乳 幼児 ・保育園児のいる家庭用 とし

て,リ ーフレッ ト 「本は楽 しい」を作成 し,

保育園や町立図書館にある絵本を紹介 し,読

み聞かせの留意点等を紹介 している。

② 読書啓発 リーフレットを活用した講座の開催

小学校 ・中学校 ・保育園等において,保 護

者を対象 とした読書啓発講座を実施 し,各 家

庭での 「テ レビ ・ターンオフタイム(テ レビ

のスイ ッチ を切 る時間)」 や 「ノーテ レビデ

ー」を決めて,家 族で読書タイムをとること

を勧めた。

〈中学校保護者を対象とした講座〉

(2)学 校での読書に関する取組

① 朝読書の実施

〈小学校〉通常の朝読書に加えて,学 級 ご

とに,町 内の読書ボランティアによる読み聞

かせ ・語 り聞かせを週1回 取 り入れる。



読書を通 して考える力,豊 かな感性,思 いや

りの心などをはぐくんでほしいとい う願いを込

めて,町 ぐるみで子 どもの読書活動の推進を図

るために実施 し,大 変好評であった。

子 どもたちの 目ごろの読書への取組の発表や,

読み聞かせの重要性などの講演 に,220名 以上

の参加者は充実 した時を過 ごす ことができた。

"ブ
ックタウン波田"を 目指す取組の着実な

一歩となったと思われる
。

4今 後の課題等

・子どもたちの人間形成に大きな影響を与える

質の高い内容の本に出会えるように,中 学生

向けの推薦図書 リス トを整備す る。

・保護者の読書にかかわる姿勢が子どもに影響を

与えることから,保 護者自身の積極的な取組を

支援す るための学習会や啓発に力を入れる。

・「家庭教育講座」等を利用 して,子 どもの読書

の必要性 と,そ のために,子 どもをTVや ゲ

ームなどのメディアか ら解き放つことの大切

さを訴える啓発 を継続する。

・町立図書館を地域の読書活動の拠点として,

図書館の専門職員が核 となり,「ファース トブ

ック」をはじめ,読 み聞かせや読書に関す る

講演会等を随時開催 し,家 庭 ・地域 ・学校の

連携を図るネ ッ トワークの構築を進めていく。

今まで,そ れぞれの立場での読書活動の推進

であった ものが,2年 間の読書活動推進事業の研

究成果 として,学 校 ・家庭 ・地域が相互に連携

して活動できるようになってきた効果が大きい。

児童生徒はもちろん,保 護者の読書への関心

が高ま り,町 全体の読書に対する姿勢や気風が

向上してきているように思われる。

今後も,「読書の喜び ・楽 しみを味わえるよう

にする」「読みたい と思 う本 と出会えるようにす

る」環境の整備 ・充実を図 り,読 書活動を継続

することにより,子 どもたちの生活に読書が浸

透 し,豊 かな心 と生きるカを身につけた子ども

たちの育成に努めたい。

ている。15年 度は,「いいえ」か ら 「はい」

と好転 した児童が15%ほ ど増加 している。

・休 日のみ読書をしていた児童が,週 に3日

以上読むようになってきた。

・1日 に読む時間が朝読書の時間帯のみだっ

た児童が,30分 以上読めるようになった。

(4)町 民全体への啓発活動

① 波田ケーブルテ レビを利用 した啓発活動

・地域全体へ読書関係行事の紹介

・読書活動推進会議より活動報告

② 波田町教育フェスティバルにおける読書活

動の事例発表及び講演会

平成15年 度波田町教 育 フェステ ィバ ノ

『読書活動を盛んにして心を育てよう』

【小学生】・読書感想文 ・本の帯を作ろ う

・ポスターによる本の紹介 ・作家 と作品及び感想

【中学生】・読書意欲を高めるために

・3年 生の取組 に学び更に上を目指す

・読書活動を支 えて(司 書教諭)

【高校生】・朗読(梓 川高校放送部)

「流れる星は生きている」藤原てい作

【お とな】波田町読書活動推進会議の活動報告

【講 演】飯 田市立上郷図書館 館長 下沢先生

演題 「一緒に楽 しもう本の世界を」



長野県 育委員会

推進地域名 諏 訪 市

1推 進地域の概要

(1)地 域の概要

推進地域である,中 洲 ・湖南地区は,諏 訪

市の西側 に位置する。御柱で有名 な諏訪大社

上社を中心に,古 くからの住民が住んでお り,

住民同士のつなが りも強い。 しか し最近では

もとは田畑だったところにどんどん住宅やア

パー トが建て られ てお り,人 の出入 りも激 し

くなってきている。市役所や市の中心部か ら

はちょっと遠 くなるが,諏 訪インターチェン

ジがあるため,大 型店や企業なども多い。

読書関係の施設 としては,市 立の図書館か

らは離れてい るが,中 洲地区に,岩 波書店の

本がほぼすべてそろっている諏訪市立信州風

樹文庫 とい う小 さな図書館があ り,子 ども向

けの図書室も備えている。

(2)推 進協力校の概要

1

2

3

学 校 名

諏訪市立中洲小学校

諏訪市立湖南小学校

諏訪市立諏訪南中学校

児 童 ・生徒数

602

375

434

学級数

21

15

14

① 中洲小学校

諏訪市内で一番大きい小学校である。急激

に人 口が増えている地区にあるため,ク ラス

数 も徐々に増 えつつあ り,校 舎の増築 も行わ

れた。読書に関しては,昨 年度か ら,読 書ボ

ランティアの活動開始 と他校 に先駆けての学

校司書の専任での配置により,環 境が整え ら

れつつある。 また,隣 接する信州風樹文庫 に

は,学 校帰 りに寄る子 どもも多い。

② 湖南小学校

諏訪市の西の端にある小学校で,規 模は中

洲小 よりも小 さい。昨年度よ り,朝 の読書,

読み聞かせボランティアの活動が始まった。

子 どもが自分一人で行ける場所 に図書館 ・書

店な どの読書関係施設がない。

③ 諏訪南中学校

創立18年 目の,諏 訪市で一番新 しい学校で

ある。朝の読書は平成15年 度から始め,定 着

している。中洲小の近 くに位置 し,中 洲小の

卒業生はすべてここに進学する。

(3)協 力機関等

① 諏訪市立信州風樹文庫

岩波書店 か ら出版 され る昭和22年 以降の

全図書を所蔵する 日本で唯一の図書館である。

岩波書店創 立者,岩 波茂雄氏が中洲地区の出

身であった とい う縁で,昭 和22年,地 元の青

年たちの良書 に接 し勉強 したいとい う熱意 に
こた

応え,岩 波書店が全 出版物の寄贈を約束 し,

今に至っている。本の貸出だけではなく,様 々

な講座,読 書会等が行われている。

また,隣 接する中洲公民館にあった図書室

を,風 樹文庫新築の際に移転 し,「 おはな し

広場」 として運営 している。岩波書店以外の

児童書 も多数所蔵 してお り,定 期的におはな

し会等 も開催 されている。

② デイサー ビスセ ンター西山の里 「なか よし

広場」建物の中にある,多 世代交流室 「なか

よし広場」 において,定 期的におはなし会な

どがボランテ ィアによって開催 されている。

なかよし広場は,小 さな子どもか ら高齢者 ま

で利用で きる施設で,遊 具 ・おもちゃなどが

あり,主 に小 さな子連れの親子や,小 学生な

どが放課後等に利用 している。

2.実 践研究の概要

① 読書ボランティアの養成講座の開催(学 校,

家庭,地 域社会を対象に)

・読み聞かせやブ ック トーク,紙 芝居な どの実

践的な講座を開催 し,ボ ランティアや教育現

場で活用 してもらう。

・平成15年 度は全6回 講座を計画 した。

② 読書ボランテ ィアの学校での受入

・学校側での受入体制を整えてもらい,定 期 的



にボランティアが入れる環境を作る。

③ 読書ボランティアの地域での活動

・風樹文庫やなか よし広場,各 地区の公民館

等でのおはな し会 を支援す る。

④ 学校での取組(学 校図書館の整備,図 書館

教育の充実)

・司書教諭 と司書 を中心に,朝 の読書の推進,

図書館利用の呼びかけ,図 書館の環境整備

等 を行 う。

⑤ 読書に関す る現状調査

・3校 全員にアンケー トを実施 し,読 書に関す

る意識の変化 を見 る。

・各校の図書館利用の統計

3実 践研究の内容及び成果

(1)読 書ボランテ ィアの養成講座の開催

① 具体的な取組及び取組の留意点

・ 「子 どもと本 をつな ぐ」をテーマに,な ぜ

読み聞かせが必要か,読 み聞かせの留意点

は何か,な ど理論や心構 えをふまえた上で

の実践的な講座を計画 した。読み聞かせの

ほかにも,お はな し会などでよく行われ る,

パネルシアター,ブ ック トー ク,紙 芝居の

講座 を個別に設け,明 日か らでもす ぐに使

えるような内容を 目指 した。

開催 日

s/is

7/3

7/17

7/31

講座名/内 容説明

読み聞かせ,こ こがポイン ト

読み聞かせ とは?読 み聞かせの留意点

は?絵 本の選び方は?

実際に絵本を読んでみましょう。

お互いに読みあ うことで,自 信 も技術 も

高まります。

楽 しくパネル シアター

講師によるパネルシアターの実演 と,実

技指導です。

ブ ック トークで広がる本の世界

小学校高学年～中学生を対象にしたブッ

ク トークをお楽 しみ下さい。

8/28

ii/ls

おはなし会を開こ う

参加者による,朝 の読書の時間を想定し

たおはなし会です。

紙芝居講座～楽 しさは今 も昔も～

講師(右 手和子先生)に よる紙芝居の実

演 と,実 技指導です。

◎ 成果 等

・6講 座 で延べ160名 が 参加 した(1講 座平 均

26人)。

・実際 に学校 な どで読み 聞かせ の ボラ ンテ ィ

アを して いる方が積極 的 に参加 して くれ た。

他に も教員,学 校 図書館 司書,公 共 図書館

司書 な どが参加 した。 参加 者 同士 のっなが

りもでき,情 報交換 な ど交流 の輪 が広が っ

てい る。

・受 講者 の声 か ら

「自分 の活動が,こ れ でいい か な と思 うこ と

が多か ったが,今 回の講座 では勇気 が持 て

た」

「い ろい ろ 自分 の知 らな い新 しい本 な ど知

る事 がで き,よ か った。又,勉 強 で き る機

会 を作って欲 しい 」

「読 み 聞かせ て も ら うと楽 しい,と い うこ

とを原 点 に頑張 ってい きたい」

「実 際に翌 日紙芝居 をや ってみ た。す ぐに実
うれ

践できて嬉 しかった」など

(2)読 書ボ ランテ ィアの学校 で の受入

① 中洲小学校

・ボ ランテ ィアは平成14年 か ら新 しい体制 で

発足 し,現 在26名 の会 員が い る。年 間 を通

して,週 に2回 の朝読 書の 時間 に,毎 回4

人が クラスに入 る よ うにな ってい る。

・ス ケジ ュール の取 りま とめは 司書が行 って

い る。保 護者 がほ とん どとい うこ ともある

が,数 を重ね る ごとに教 職員や 子 どもた ち

とも親 しくなって きて い る。



・読書旬 間にはPTA役 員 と協力 して,お は

な し会 を開催 している。他に学校独 自の地

域公 開講座でも,読 み聞かせ講座 の手伝い

をして もらっている。

② 湖南小学校

・ボランティアの発足は今年度か ら。朝読書

の時間に月に1度 クラスに入って もらって

いる。今年度は全8回 の活動 をした。会員

は現在26人 。

・月1度 の活動のほかに,発 足会,情 報交換

会,3月 にはおっかれ さま会 として,会 員

同士の交流や研修の場を設けている。

・スケジュールな どの連絡は司書教諭が行 っ

てい る。

③ 諏訪南中学校

・ボランテ ィアの活動は行っていない。

◎ 成 果 等

司書や 司書教諭,ボ ランテ ィア と,読 み 聞

かせ の回数 が昨年 よ りも増 えてい る。 回数 だ

けで な く,い ろいろな人が入 るこ とで,選 ぶ

本 もバ ラエ テ ィに富む とい うよさもあ る。 ま

た,ボ ラ ンテ ィアは保護者 が 中心 なので,家

庭 で の読 書 にもつ なが る。

(3)読 書ボランテ ィアの地域での活動

① 信州風樹文庫 「おはなし広場」

・毎月ではないが,お はなし広場ではボラン

テ ィアによる読み聞かせ の会が行 われてい

る。今年度は7回 行った。対象は中洲小の

小学生で,年 度始めに学校に案内チラシを

配っている。参加人数は数人の時もあれば,

50人 ほど集まるときもある。

・おはなし広場 として図書の購入な ども行 っ

ている。

・他に 「子 どもの本の読書会」 もほぼ毎月行

われ ている。(会 員のみ)

② デイサー ビスセンター西山の里 「なかよし

広場」

・月 に1～2回 程度 ,読 み聞かせ,紙 芝居,

ペープサー トなどがボランテ ィア(2サ ー

クル)に より行われている。

・諏訪市図書館の司書によるおはなし会 も開

催。

③ 湖南地区の公民館での活動

・田辺読み聞かせの会 によるおはなし会

田辺地区公民館にて,8,月,12月 の2回 開

催。

・熊 さんの会 によるおはな し会

大熊地区公民館にて,土 曜 日に不定期で開

催。

④ 湖南小ボランテ ィア有志によるおはな し会

・ 「おつきゆきえさん絵本の会」を開催

講師を招き,小 学校低学年 ・高学年の部は

西山の里のなか よし広場にて,大 人の部は

湖南公民館で行った。有料にもかかわ らず

大勢の参加があった。

・ 「大人のための絵本の時間」を開催

湖南小にて行 った。

◎ 成果等

湖南地 区では学区内でのおはなし会が盛ん

に行 われ るよ うになった。読み聞かせ講座に

も多数の参加があり,そ れをきっかけにサー

クル同士の交流も生まれた。講座で情報交換

をして,お 互いのおはなし会 を訪れ,輪 が広

がっている。

(4)学 校での取組(読 み聞かせボランティアの

ほかに)

① 中洲小学校

・司書が専任 になったことで,朝 の読書や,

各クラス週に1回 の 「図書館の時間」での

読み聞かせ の機会が増えた。

・今年度 より,本 の リクエス トを開始 した。

自校だけでなく,他 校や市立図書館か らも

予約 して借 りられ るため,児 童 の読書の要

求にこたえることができた。



※ リクエス ト集計(提 供できたもののみ)

申込件数

865

自校 図書

802

他校図書

52

市図書館

11

・クラス単位の読書活動を行った(司 書の支援)

1年

2年

4年

5年

パネル シアター 「たぬきのいとぐるま」の

製作,発 表

大型紙芝居 「いつ もちこくのおとこのこ」の

製作,参 観 日や終業式での上演

姉妹学級(2年)と 仲良し読書

(パー トナーの子に絵本を読んであげる)

中洲タイム(総 合学習)で,中 洲保育園 との

交流(絵 本 ・紙芝居 ・遊び)

事前に司書か ら読み聞かせ ・紙芝居の実技指

導を受け練習。

1年 生にも披露。

・図書委員会 での活動 では,委 員会のグルー

プ活動の一つ として 「おはなし」を取 り入

れた。絵本の読み聞かせ と紙芝居を発表 し

た。年4回 は集会室で行い,毎 回50～70人

が参加 した。読書旬 間中には,体 育館で全

校を前に,ペ ープサー トと大型紙芝居の上

演を した。 限 られた時間で練習 ・リハーサ

ルを行ったが,本 番ではしっか り表現でき,

参加者に喜んでもらえた。絵本や紙芝居の

選択は,司 書が候補作品を選び,そ の中か

ら配役 を委員が決めた。終了後委員か らは

もっとや りたいとい う声が多かった。

② 湖南小学校

・司書が専任にな り,司 書教諭も動ける体制

になったので,読 み聞かせや利用指導の機

会が増え,図 書館の時間 も充実 してきた。

・職員読み聞かせ講習会 として,読 書ア ドバ

イザーの講師をお迎え して研修を行った。

教職員 とボランテ ィアが対象。年度の早い

時期(6月)に 行 うことで,そ の後の活動

に役立った。

・児童会ひまわりっこ集会(地 域開放講 座)

の一環として,読 み聞かせ コーナーを開催。

保護者有志 と地域の方(読 み聞かせボラン

ティアサークル)に よる読み聞かせを行 っ

た。

・低 ・中 ・高学年別のおはなしのへやを開催。

講師は上郷図書館長下沢洋子 さん。

・地元の昔話の語 り 「飯 田美智子 さんおはな

し会」の開催。

・学社融合公開授業として,戦 争 をテーマに

司書教諭 の戦争に関す る本のブ ック トーク,

続けてボランティアによる戦争体験談,さ

らに戦時中の食事を再現 して食べる,と い

う授業を行い,地 域に公開 した。

・湖南小 に隣接す る諏訪西中学校1学 年によ

る読み聞かせ訪問。中学生が国語の授業の

一環 として,読 み聞かせを行った。事前に

講師を招いて研修 をした後,グ ループごと

に小学校全クラスを訪問。1時 間のプログ

ラムを行 った。

・PTA図書部による大型紙芝居ゐ製作,上 演。

冬の読書旬間中に行った。

③ 諏訪南中学校

・司書は半 日勤務だが専任にな り,司 書教諭

も動ける体制になったので,利 用指導 など

図書館教育に力を入れ ることができた。

・図書館利用指導の授業⇒ 司書教諭が空き

時間を使い,「 図書館オ リエ ンテーシ ョン

(貸出返却方法・十進分類法図書の配架)」,

「情報のあつめ方(検 索ゲーム)」,「 ブ

ック トー ク(総 合的な学習の時間や特別活

動に合わせて)」 等 を行った。

・朝読書の啓発⇒ 一昨年度か ら始 めている

が,改 めて,「 朝読書通信」などで朝読書

の意義を職員と生徒に知 らせた。 また,マ

ンネ リ化を防ぐために,短 いブック トーク

を行 った。司書教諭 と司書で学年を分担 し,

同じテーマ ・同 じ原稿で,同 じ種類の本を

紹介 した。



・本の紹介活動⇒ 図書館の中に本の紹介 コ

ーナーを設け,様 々なテーマで本 を紹介 し

た。学校の本だけでなく,諏 訪市の他校の

図書館や市立 図書館か らも借 りて集 めてい

る(市 内学校図書館ネ ッ トワー クを利用)。

本は図書館通信を配布 して紹介 している。

生徒がよく見てお り,教員にも好評だった。

5月

7月

9月

10月

10月

11月

11月

12月

2月

調べ学習に使 える本

絵本 日本語版 と英語版

夢を与えてくれる本

国語教科書関連図書

性教育の本

職業調べの本

福祉,人 権に関わる本

修学旅行の本

芥川賞,直 木賞関連作家の本

・保護者への学校図書館の本の貸 し出 し⇒

専門的な事柄が分か りやす く読みやす く書

かれている本や,思 春期の子 どもたちの気

持ちが描かれている本が多い中学校図書館

の利点 を生か して,保 護者への本の貸出を

始めた。特に 「性教育」などは,親 も正確

な知識がなく,ま た子 どもとどのよ うな話

題で話を していけばいいのか悩んでいるこ

とが多いので,学 校図書館の本が役に立つ

のではないか と思われ る。方法は,参 観 日

を中心に貸出 ・返却を行い,普 段でも生徒

を通 した り,司 書がいれば貸出を可能 とし

た。まだたくさんの利用はないが,PRを 更

にす ることで広めていきたい。

・職員研修を夏休み中に行った。 自校図書館

を知 り,調べ学習で付けるべきカ について,

実際に先生方に調べ学習をして実感 しても

らった。 これ以降,む やみに 「図書館へ行

って調べて来なさい」とい う先生方が減 り,

生徒にテーマを絞って調べる事柄をはっき

りさせてから図書館を利用させ る先生が増

えた。

・読書会の開催

「おつ きゆきえさんによる 『宮澤賢治朗読

会』」1学 年十保護者

「ア リス館 後路編集長による公開授業」

1年3組(子 どもの本研究会主催)

関連 した本を借 りる生徒 もお り,物 語 の世

界に浸 ることや,科 学絵本など物語以外の

本の面 白さが伝わったよ うに思われる。

◎ 成果等

学校によって差はあるが,司 書教諭 と司書

により,小 学校では,ボ ランティアの協力で

の読み聞かせや授業,中 学校では調べ学習を

中心に図書館に親 しむという方向で,様 々な

活動を行 った。 これ らは今のところ,児 童 ・・

生徒及び教職員に好意的に受け入れ られてお

り,来 年度以降も続け られ定着するように思

われ る。

4.今 後の課題等

・著 しい成果は現れなかったが,こ れか らの活

-動の基盤はできたと言える
。

・読み聞かせボランティアの定着により,学 校

や地域での読書活動をさらに広めていきたい。

特に中学での読み聞かせ の機会を少 しずつで

も作って行 きたい。

・学校では,司 書が専任で入 り,司 書教諭 も動

けたので,生 徒の要望に以前 よりも対応す る

ことができるようになった。今後は,さ らに

綿密に読書指導や利用指導を行い,本 や図書

館に親 しむよ うにしていきたい。

・今回,学 校 ・地域 ・家庭 の三者が連携す る,

とい う条件があったが,家 庭への働 きかけが

不十分であったよ うに思 う。その点 を,今 後

どうするかが課題である。



(2)推 進協力校を中心 とした実践

推進協力校では,「 読書の習慣化」 「親子読

書の普及」とい う課題を受 け,各 校の実態に基

づいて実践を進めた。

回数は異なるが,「 朝の読書の時間」がすべ

ての学校で位置付けられ,読 書の習慣化には向

上が見 られた。また 「親子読書カー ド」等も工

夫され,特 に小学校において読み聞かせの良さ

が実感できたとい う声が多く寄せ られた。

(3)協 力校 ・関係機関 ・地域 と連携 した実践

町の移動図書館 「ドリーム号」,地 域のボラ

ンティアによる学校での読み聞かせ,未 就学児

の子育て学級や集 団検診時の読み聞かせな ど,

学校,地 域社会,家 庭の連携による取組が実践

され,特 に保育園入園前の幼児への読み聞かせ

は,若 い母親への啓発になった。

一
箕 輪 町推進地域名

1推 進地域の概要

(1)地 域の概要

箕輪町は,南 アルプス と中央アルプスに抱か

れた長野県伊那谷北部に位置す る田園工業 と

して発展 している町である。昭和30年 に三町村

が合併 して 「箕輪町」が発足 し,人 口は増加の

一途 をたどり平成9年10月 には2万5千 人 を

超えた。近年,首 都圏を中心 とした先進開発型

企業の進出が活発 とな り,産 業分野の先端技術

が集結 し,ハ イテクタウンへ と変貌 している。

今後に向け,農 商工の調和 と住む人々が主役

の町づくりを基本に,夢 とロマンあふれ る未来

型環境の整備を創造 している町である。

(2)推 進協力校の概要

3.実 践研究の内容及び成果

(1)実 態調査から

下のグラフのように二年間の実践から読書習

慣が定着 してきたことが うかがえる。

学級数児童・生徒数学 校 名

21666箕輪町立箕輪中部小学校1

12391箕輪町立箕輪北小学校2

693箕輪町立箕輪南小学校3

6189箕輪町立箕輪東小学校4

6121箕輪町立箕輪西小学校5

z1794箕輪町立箕輪中学校6

(3)協 力機 関等

・箕 輪町立図書館

・箕 輪町子 どもセ ンター

ほとん ど読書 をしない子が減ってきたこと

が,こ の取組の成果であろ う。読書時間や,読

みきった本の冊数な どの調査でも,ほ ぼ同 じ傾

2.実 践研究の概要

(1)実 態調査からの推進計画の作成 と見直 し

協力校の小2,小5,中2の 児童生徒 と保護

者への実態調査から,読 書の習慣化と親子読書

の定着が課題 と分かり,特 にその2点 を推進の

柱 として活動を展開 した。

その結果,2年 目の同じ調査で児童生徒の読

書の習慣化には向上が見られた。反面大人への

啓発 にはまだ時間がかかることが課題 として

残 された。



が,毎 月 のテー マにあわせ て,休 み 時間に,本

の読み聞かせ を行 ってい る。

〈 「おはな しの部 屋」読み聞かせ(箕 輪南 小)〉

'『この本 読んで』は ,図 書委員がお昼 のテ レ

ビ放 送で,新 着図書やテーマ に沿 った図書 の紹

介 を行 ってお り,子 どもたち も とて も楽 しみ に

してい る。

(3)協 力 校 ・関係機 関 ・地域 と連携 した実践

ア 読み 聞かせ ボ ランテ ィア

箕輪西小学校 では,町 の読み 聞かせ ボラ ンテ

ィア 「せせ らぎ会」 の皆 さん に来て いた だ き,

低 中,高 学年に分かれて,本 の読み聞 かせ や

紙 芝居 を して いただいている。 また,保 護 者の

有志 が,町 図書館 の協力 を得て,文 庫活動 を行

っている。その メンバー によ り,毎 年 「お 話広

場」 が行 われ る。本 の読 み聞かせ,詩 の群 読,

劇,パ ネル シアター な ど趣 向を凝 ら した 内容 で,

児童 は心待 ちに してい る。

向が見られ る。

(2)推 進協力校 を中心 とした実践

ア 朝の10分 間読書

推進協力校の内3校 は毎 日,そ の他の3校 も

週1～2回,朝 の10分 間読書を実践 している。

各校 とも,次 の4点 を踏まえて取 り組んでいる。

・10分間だけ読む=時 間厳守

・好 きな本を選ぶ=読 みたい本を選ぶ段階か

ら大切な読書指導

・教員 も一緒に=雰 囲気づくり

・感想文や記録を求めない=じ っくり本に親

しむ機会 とす る。

4.今 後の課題等

この二年間の取組で確実に子 どもは本好 きに

なっている。ただ し,「 親子読書」等では,家 庭

間の対応の差が大きく,子 どもから家庭や地域 も

含 めた読書活動の推進には更に啓発活動が必要

郭 転 ス

〈 朝の読書(箕 輪西小)〉

全校全職員が本 に集 中する時間を持つ こと

で一 日の落ち着いた学習の始ま りにっながる

とい う担任の声が多い。

イ 家庭読書へのよびかけと実践

箕輪中部小学校では,14年 度から毎週土曜 日

を 「家庭読書の 日」・と位置付け,家 族 と一緒に

20分間本に親 しむことを呼びかけた。家の人に
の ゆ

本 を読んでもらった り,逆 に家の人に読んであ

げた りと家族 ぐるみで本 に親 しむ機会 となっ

ている。箕輪南小学校では,一 年生入学直後か

ら家の方に絵本 の読み聞かせ をお願い し,子 ど

もに読んだ本 を記入 させ,カ ー ドが終わるたび

に,司 書の先生の手作 りの賞状を渡 していった。

1年 時に読書習慣 を形成することが本好 きな

子 どもを育てていくと,家 の方にも好評である。

ウ 子 どもが運営する読書の 日

箕輪南小学校では,毎 月23日 ころを 「読書の

日」 として,図 書委員が企画 し運営 している。

『お話の部屋』は,図 書委員2名 と職員1名



した学習に幅広 く発展 させる取組も行ってい

る。

④ 玉川中学校

朝の会で読書 を始めて2年,生 徒の読書活

動が活発になってきた。図書委員会を通 じて,

全校生徒の読書の啓発 を行 っている。「いき

いきと学び合い,き たえ合 う,心 豊かな生徒

の育成」を実現すべ く研究実践を進めている。

(3)協 力機関等

・草津市立図書館 ・南草津図書館

・草津市PTA連 絡協議会

・草津市お話 し研究会

週1回,図 書館での読み聞かせ

市内の学校での読み聞かせ活動

2.実 践研究の概要

(1)読 書に関する現状調査

ア 学校図書館の利用状況や読書に関する意識

調査を実施 し,課 題と方策 を明らかにする。

(2)学 校,家 庭,地 域社会が連携 した取組

ア 学校の読書を家庭でも続 ける方策を探る。

イPTAを 中心にした図書館ボランティアや

読み聞かせボランティアの活動の充実を図る。

(3)市 立図書館との連携

ア 草津市立図書館 と学校との連携の在 り方を

研究する。

イ 草津市お話し研究会の協力を得,豊 かな読

書活動を組み入れた授業づ くりを進める。

(4)読 書活動推進会議の開催(年 間3回)

ア 事業の概要説明(第1回)を 受け,各 校の

読書活動の推進状況について交流 した り,草

津市立図書館 との連携等について協議す る。

イ 学校図書館におけるコンピュータ活用につ

いて各校の実践を報告 し合う。

滋賀県教育委員会

塵 繊 名i草 津 市
1.推 進地域の概要

(1)地 域の概要

草津市の人 口は114,136人(平 成16年3月

1日 現在)で ある。今年度,市 立渋川小学校

の新設によって13小 学校(児 童数6,655人),

6中 学校(生 徒数2,887人)と な り,今 後 も

増加の傾向を示 している。各小学校区は自治

会単位に通学区域になってお り,学 区ごとに

学校と地域と家庭が連携 ・融合して子 どもの

健全育成を進め,大 人と子 どもが学び合う「地

域協働合校」事業を展開するなど,生 涯学習

社会づくりを進めている。

(2)推 進協力校の概要

学級数児童・生徒数学 校 名

8150草津市立志津南小学校1

18511草津市立南笠東小学校2

22609草津市立笠縫東小学校3

12391草津市立玉川中学校4

① 志津南小学校

小規模校のよさを生かして,地 域との連携を

密に教育課程を編成している。授業では読み聞

かせを多 く取 り入れ;朝 の10分間を 「マイブッ

クタイム」と名付け読書を行っている。読書ボ

ランティアとの授業づくりも熱心である。

② 南笠東小学校

自治会が4年 前に組織され,地 域活動が活発

に行われている。学区をビデオで紹介したり民

話を掘 り起こしたりすることで地域の活性化に

取り組む自治会と連携し,民 話を紙芝居にした

り,老 人クラブと交流したりするなど,地 域の

教材を生かした取組を展開している。

③ 笠縫東小学校

今年度第63回 全国美術教育展文部科学大臣

賞を受賞 した。8度 目になるこの受賞は,春

秋の全校をあげた作品制作の結果である。そ

のうちの1回 は物語 を絵 にする学習を行って

お り,日 ごろか ら進めてきた読書活動をこう



親子読書を行い,学 校 と家庭 との連携を図

った。

・中部地区学校図書館活用 フォー ラム分科会

会場校として授業公開を行 った。

(ウ)笠縫東小学校

・市立図書館の貸出制度を活用 して学級文庫

の充実を図った。

・毎朝5分 間,読 み聞かせ を行った。

・読書週間を設定し,下 学年への本の紹介,

幼稚園への読み聞かせを行った。

・読書カー ドに絵を書く取組,お 話を絵にする

取組を毎年行っている。そのことが夢のある

絵につなが り,数 々の受賞 に結び付いた。

・読書が教科学習に反映されるよう工夫した。

(エ)玉川中学校

・朝の読書を(BTTタ イム)と 名付け,ク

ラシックの音楽を聴きなが ら毎 日読書か ら

スター トする習慣が定着 した。

・図書委員会がアンケー トを実施 した り本の

感想の紹介を行った りす ることで朝の読書

をサポー トしている。

・家庭科や総合的な学習の時間で紙芝居作

り,保 育園での読み聞かせ を行うなど,教

科等の学習へと,読 書活動が広がりを見せ

ている。

・地域ボランティアが学校図書館の充実のため

図書委員とともに図書の整備を行っている。

イ 取組の留意点

○ 学校 と家庭における読書活動につなが りを

もたせる。

OPTAを 中心にした図書館ボランティアや

読み聞かせボランティア等 の活動を支援

し,学 校と地域社会が連携する。

(5)研 究協議会の開催

推進協力校(4校)及 び推進地域(草 津市

教育委員会)の 取組報告 を行う。指定授業の

内容にも触れた研究協議では他地域における

情報 も得 られ,こ れを契機 に,学 年 ・学級で

読書 に対する興味や関心 を一層高めることが

できた。

3.実 践研究の内容及び成果

(1)具 体的な取組及び取組の留意点

ア 各校の取組

(ア)志津南小学校

・市立図書館の貸出制度を活用 して学級文庫

を充実させ,オ ープンスペースを利用した

読書コーナーを設置した。

・地域 ボランティアによるお話 し会 を開催

し,国 語の授業にもボランティアが参画 し

た(地 域と連携 した読書活動の展開によ り,

情操 をはぐくむ ことをね らいとした)。

・上学年の児童が,下 学年の児童に読み聞か

せを行っている。

・地区公民館に子 どもたちが集まり,本 を読

んだ り本の情報を得ることができるよう,

自治会館のボランティアとの連携を図 り,

図書コーナーを設置した。

(イ)南笠東小学校

・ワークスペースを活用 し,子 どもの身近な

ところに学習につながる本を設置した。

・国語の時間に,市 立図書館 「お話し研究会」

によるブック トークや読み聞かせを行った。

・保護者ボランティアが学校図書館の運営に

参画 し,地 域や保護者と連携した読書活動

を推進 している。

・学校から読書活動に関する発信 を行い,家

庭や地域への啓発 を図った。授業参観 日に



うかがえる。推進協力校の報告には,他 に次

のような声があった。

・いつも本をそばに置いて時間をみつけて本

を読む姿が見 られるようになった。

・親子読書等を通して
,学 校と家庭の読書が

つながるようになった。

・国語の学習等で
,読 書で培った力が発揮 さ

れるようになった。

・人の話が しっか り聞けるようになった。

イ 学校,家 庭,地 域社会が連携した取組

読書活動充実月間 を設けて家庭と学校の読

書活動を結ぶ取組を進めた学校では,親 子で

読書に取 り組むな ど,家 庭における読書活動

が広がる素地が作 られっつある。また,読 書

の好きな保護者や地域の方々がボランティア

として学校図書館の運営に参画してくださり,

家庭や地域の側か ら読書活動に関する様々な

工夫が示されるなど,児 童生徒の学習にもよ

い影響を与えている。

4.今 後の課題等

これか らも,学 校,家 庭,地 域社会の連携 を

さらに進めるために,次 の取組 を継続 ・発展さ

せていきたい。

・地区公民館における読書啓発……地区公民館

を活用した読書活動の啓発と推進を行 う。

・地域の読書ボランティアとの連携……学校の

読書活動を地域にも広げ,地 域の読書環境 を

整えていく。

・幼小中の連携……保護者 とともに
,読 書好 き

の子 どもを長 いスパンで育成していく。

・中学校区における読書活動の充実……中学校

区の中にある幼稚園,各 学校,公 民館,ボ ラ

ンティア等が連携を図 り,読 書活動を広域に

推進する方策を探っていく。

○ 市が進める子 どもと大人の学びあい事業

「地域協働合校」の趣旨を生かした取組を

各校の年間指導計画に取 り入れ,読 書活動

の充実に努める。

○ 市立図書館 との連携を深める。単元構成等,

内容のある活動になるように工夫 を凝 らし

た。

(2)成 果等

ア 読書に関する現状調査

5月 と1月 に読書に関するアンケー ト調査

を行い,読 書に対する思い,学 校図書館の利

用,全 校読書の定着等について比較 した。

1月

(%)

5月

(%)

33.529.1とて も好 き

51.053.8まあまあ好き

11.612.1あ ま り好 きでない

3.95.0ぜんぜん好きでない

① あ なたは,読

書が好きですか 。

2.21.7毎 日(5回 以上)

19.510.82～3回

15.019.81～2回

40.037.5たまに

23.030.2ほとん ど行かな い

② あなた は,週 に

どれ くらい図書室

に行 きますか。

29.523.6とて も好き

35.634.9まあまあ好き

26.028.1あま り好 きでない

10.613.4ぜんぜん好きでない

③ あなた は,本 を

読み 聞かせて もら

う の が 好 き で す

か。

35.433.0とて も好 き

41.942.3まあ まあ好 き

11.817.8あま り好 きでない

9.86.9ぜんぜん好きでない

④あ なたは,は げ

みタイ ムの全校 読

書が好きですか。

この結果から,読 書が 「とても好き」 と答

えた子どもが4%増 え,図 書室に 「ほとんど

行かない」子 どもが7%余 り減少す るな ど,

読書活動推進の効果が表れているとみること

ができる。

また,「 読み聞かせをしてもらうのがとて

も好き」な子どもが約6%増 えているが,推

進協力校か らの報告の中に 「読み聞かせをし

てもらう楽しさを知った子どもたちが,今 度

は下学年や就学前の子 どもたちに知 らせよう

とする活動が生まれていった」というものが

あ り,子 どもが実際に変容 していった ことが



まだ,目 を離す と,読 書か ら遠 ざかってい

く児童が いるの も現 実で,継 続 的な指導を

続けている。

(3)協 力機関等

園部中央図書館

2.実 践研究の概要

① 読書活動推進 に関する取組

読書活動の推進 と して,週1回,朝 学習

の時間に全校児童が読書 をす る 「朝読書」

を実施。 また月1回,低 学年は放課後 に,

高学年は総合的な学習 の時間に,「 読み聞か

せ」 と 「自由読書」 を実施 し,夏 季休 業中

な ども図書室 を開放 し,読 書活動の推進 を

図った。

蔵書や本 の貸 出手続 きをシステム化す る

ことで,図 書 の検索,借 りた 図書の傾 向等

が把握できるようになった。

さらに読書活 動を推進す るため,週1回

の朝読書 をできれば毎 日,月1回 の読み聞

かせ を月2回 に増やす ことで,た だ単 に読

書 をす るので はな く,読 書 を通 じて 「自

分」を見付けられ るようにしたい。

また,他 校学校 図書館や公立 図書館の蔵

書につ いて も検索 できるよ うに し,必 要な

時に必要な図書 を手に入れ られ る環境 を整

えたい。

京都府教育委員会

1推進繊 名i園 部 町

1.推 進地域の概要

(1)地 域の概要

推進地域は,市 街地か ら少 し離れた地 域

で,推 進協力校の周辺には田畑が広がって

いる。生徒数 も減少傾向にあ り,全 校児童

数が100名 にも達 していない。

そ の反面,地 域 との結び付きは強 く,読

書活動においては,「 学校」「家庭」「地域社

会」 「行政」が連携 して,読 書指導員の配置,

公共 図書館の職員やお話ボ ランテ ィアな ど

による読み聞かせ等の取組を実施 してお り,

年 々,読 書 に対す る関心が大変高 まってき

ている。

(2)推 進協力校 の概要

学徽児童 ・生徒数学校名

659園部町立川辺小学校1

798園部町立摩気小学校2

775園部町立西本梅小学校3

① 川辺小学校

保護者やボ ランティアによ り,低 ・高学

年 に分かれて読み聞かせが行われ,児 童が

読書に関心を示すようになってきた。

また,読 書の推進策 として,毎 月テー マ

を決 めて,本 をロビーに提示 し,本 に 目を

向ける環境整備 も行っている。

② 摩気小学校

朝朗読やボ ランティア等 による読 み聞か

せ により読書に関心を持たせている。

また,学 校図書館 の環境整備や,授 業で

の図書室利用によ り,図 書室 を身近に感 じ

られ る環境整備 も行っている。

③ 西本梅小学校

環境を整えることができてきた。 しかし,

読 書 に関す る関心が高まって いるものの,



3.実 践研究の内容及び成果

① 実践校3校 による連携 した活動の実施

実践校による

読書活動に関す

る研修会を実施

し,図 書の貸 し

出し冊数や,読

書指導員の配置

に係 る効果 について調査するほか,児 童の

読書意欲や状況について取 りまとめた。

結果,図 書の貸 出し冊数 は,事 業実施前

の平成13年 度の4倍 を超えてお り,読 書活

動の推進が図られている ことが分かる。

また,読 書指導員の配置 につ いては,よ

かった とす る意見が多 く,そ の内訳は次 の

とお りとなった。

実 際,読 書指導員 の配置によ り全校児童

の42%が,以 前よ り本 を読むよ うになった

と答えている。

② 学校 ・家庭 ・地域社会が連携 した取組

図書館 に購入する図書を,児 童 と保護者,

そ して教員が一緒 になって選書することで,

本に興味を持ってもらう取組 を実施。また,

PTAや 地域のボラ ンティア と提携 して,

ブ ック トークや大型紙芝居等 も行った。

今後 は,学 校,家 庭,地 域社会が どの よ

うな形で連携すれ ば読書活 動 の推進が図れ

るか検討 し,よ りよい方向 を見付 けたい。

③ 読書指導員 ・読み聞かせボランティアの派

遣

読み聞かせボ ランテ ィアの派遣 によ り,

読 書への関心 を促進 した。 また,読 書指導

員 の派遣 によ り,読 みた い図書,調 べ学 習

に必要な図書 を速やか に見付 け られる環境

が整備された。

.り二■ ほ 、 一棚 躍監

今後 は,読 書指導員 の配置 をよ り一層充

実す ることによ り,読 書や 図書そのものの

相談も行えるよ うにしたい。



② 講演会の実施により読書活動の大切 さを認

識

常葉学 園大学助教授 村上淳子先生 によ

る講演 「本ではぐくむ生

きる力」を聞いた。

講演の中で,「 読

書活動を推進するに

は,図 書室が充実 し

ている ことが大切で

ある。つま り,調 べ

学習 に利用 される図

書 が 充 実 して お り,話 がで き る 「人」 が 図

書館 に いる こ とが理 想 で ある。」 と語 られ た。

また,ブ ック トー ク のポ イ ン トと して,

「心 を こめ て読 む こと」 「間 を とって読 む こ

と」 が 大 切 で,教 育 と して は,子 ども に落

ち着 き を持 たせ,聞 く力(集 中力)を 付 け

る こ とを しな け れ ばな らな い と話 され た。

4.今 後の課題等

読書活動が,よ うや く定着 しようとしている

時期であり,読 書嫌いな児童も,こ れ らの活動

により少 しずつではあるが,関 心を持ち始めて

いる。

今後 は,い かに読書活動に関するこれ らの事

業を継続す るかが重要である。また,読 書活動

を通 じての他学年,他 校児童と交流が行える場

づ くりや内容の充実が必要である。併せて,公

立図書館や家庭,地 域社会 との連携強化 も重要

である。



京都府教育委員会

推進地域名 京 都 市

1推 進地域の概要

(1)地 域 ・協力校の概要

山科盆地の北東部に位置 し,古 くからの農

村地帯ではあるが,最 近は転居者も多 く,宅

地化が進んでいる。

1

2

学校名

京都市立大宅小学校

京都市立大宅中学校

児童 ・生徒数

894

430

学級数

27

13

(2)協 力機 関等

・京都 市 山科 図書館

・大宅小 学校PTA

・大宅 中学校PTA

2.実 践研究の概要

① 読書に関す る実態を把握す るために実態調

査のアンケー トを実施 した。結果,児 童 ・生

徒の読書量が不足 している実態が判明 した。

ただ し,平 成13年 度 と15年度 との調査を比較

す ると,1か 月間に本を一冊も読まなかった

生徒数は年々減少 してお り,中 でも15年 度は

前年に比べ,26.8ポ イン ト減少 した。

② 「読書の楽 しさ」 を児童 ・生徒に理解 させ

るために,読 書講演会を実施 した。

③ 地域図書館 との連携 については,山 科図書

館の館長を招き,図 書館の利用法や役割につ

いて講演会を開催 した。

④ 小 ・中学校とも朝の10分 間を使い,朝 読書

を実施 している。その一環 として,中 学校の

生徒が小学校の1年 生 と育成学級の児童に本

の読み聞かせを行 った。

あなたは,こ の1か 月 に何 冊,本 を読 み ま し

たか。(マ ンガや アニ メを除 く)

平成13年度

平成14年度

平成15年度

0冊

73.0%

61.0%

34.2%

1冊

8.8%

18.0%

29.8%

2冊

5.7%

6.896

15.3%

3冊 以上

12.0%

13.030

19.6%

無回答

0.3%

0.5%

1.0%

(読 書 ア ン ケ ー トよ り)

3.実 践研究の内容及び成果

① 具体的な取組及び取組の留意点

・児童 ・生徒の読書に対す る関心や
,本 を読

んだ冊数,学 校 図書館の利用状況を調査 し

た。

・読書に関心を向けさせるために,図 書館や

掲示板等において図書に関す る掲示物を掲

示 し,学 校図書館便 りを定期的に児童 ・生

徒に発行 した。

・中学校 において山科図書館の館長を招き,

図書館の利用法や役割 にっいて講演会を開

催 した。 また,中 学校の図書委員が山科図

書館を訪問 し,そ の活動にっいて話をお聞

きした。

・学校の文化祭 の中で,ブ ック トーク等 を行

った。

② 成果

・調査結果から
,読 書量に極端な差はあるが,

児童 ・生徒の読書に対す る関心は確実に向

上 している。

・取組の当初の読み聞かせか ら自由読書に移

行 しても,児 童 ・生徒は熱心 に読書に取 り

組めるようになった。



4.今 後の課題等

① 児童 ・生徒の読書活動を習慣化 させ,自 発

的な読書活動を促すためには,学 校での読書

指導や読書環境を充実 させることが重要であ

り,引 続き,朝 読書や読み聞かせ等の取組 を

継続 していく。

② 地域図書館の利用 についても,図 書館の広

報活動等を通 じて,地 理的条件を補 うために,

移動図書館等 も考慮に入れた広い視野で,今

後一層の利用 を促進 していく。

③ 親子読書や読み聞かせ会等の取組について,

今後,家 族のつなが りや地域 との交流を深め

ることができる取組 となるよう,充 実 させて

いく。また,早 急 な結果を求めるだけでなく,

現在の児童 ・生徒が将来親 となった ときに,

わが子に読書のすば らしさを伝 えることがで

きるような,人 生 をより深 く生きる力を身に

付けるための読書活動を生涯 学習か らの視点

も踏まえ,一 層推進 していく。



豊中市教育委員会

推進地域名 豊 中 市

1.推 進地域の概要

(1)地 域の概要

昭和11年 に豊中市制がスター トして以来,本

市は今年で70周 年を迎える。本市は,東 西6㎞,

南北10.3㎞ と南北に広がる面積36.61㎡ 人口約

39万人の大阪都市圏の典型的な近郊住宅都市で

ある。

市内には小学校41校,中 学校18校 合わせて

59校 があ り,推 進協力校として小学校2校,中

学校1校 を指定するとともに,全 ての公立小中

学校で児童生徒の読書活動の効果的な取組を推

進している。

平成15年 度には,小 中学校47校(平 成14年

度40校)に 市独自で学校図書館司書を配置,残

りの12校 についても司書資格を有する者を非

常勤職員 として配置し,市 内全校における学校

図書館教育の充実を図っている。また,本 市教

育委員会が司書教諭発令を行い,学 校図書館司

書等との連携を軸にした学校図書館教育を進め

ている。

今年度,公 共図書館1館 が新たに開館し,全

9館 による図書検索システムが起動している。

各学校か らの公共図書館へのリクエス トや公共

図書館相互の物流(資 料運搬)シ ステム,さ ら

には公共図書館と学校図書館を結ぶ物流システ

ムも新たに1コ ース増やし連 日稼動させるなど,

児童生徒や市民に対する読書環境の向上に努め

ている。さらに,学 校図書館の蔵書補充 として

公共図書館か ら主に絵本 ・読み物の長期貸出

(1年 間200冊)や,短 期貸出(1か 月100冊)

を効果的に行っている。

また,昨 年度に引き続き,豊 中市立小中学校

における学校図書館教育の充実と,本 市教育の

発展に寄与することを目的に,小 中学校長,公

共図書館,学 校図書館教育担当者(司 書教諭),

学校図書館 司書,教 育委員会事務局の代表で構

成する 「学校図書館教育推進会議」を開催 して

いる。

(2)推 進協力校 の概要

1

2

3

学 校 名

豊中市立東豊台小学校

豊中市立新田南小学校

豊中市立第十六中学校

児童 ・生徒数

454

706

527

学級数

15(ll

21(1)

18(3)

① 東豊台小学校

市で33番 目の小学校として昭和49年 に開校

した。

平成7年 度に学校図書館専任嘱託職員が配置

され今年度で9年 目を迎える。

学校教育の軸として学校図書館が位置付いて

おり,朝 の時間や図書の時間では,保 護者や教

職員が児童に読み聞かせを行う等,読 書活動の

充実を図っている。

さらに,各 教科はもとより,総 合的な学習の

時間においては身近にある学校図書館が,学 習

センターの役割,機 能を果たしている。

② 新田南小学校

平成6年 度,学 校図書館専任嘱託職員を配置。

以来10年 間,学 校図書館の運営整備,利 用指導,

読書指導等について実践研究を積み重ねている。

研究テーマも「楽 しく利用できる学校図書館」

か ら 「学習活動と結びついた学校図書館 をめざ

して」へ,そ して最近では情報センターを目指

した広が りと深まりを見せている。また,平 成

13年度か らは,学 校図書館専任嘱託職員を 「総

合的な学習の時間」研究推進委員会に加え,各

教科等の学習 と学校図書館教育との関連やねら

いを明確にし,そ の研究成果を各学校に情報提

供するなど本市学校図書館教育の先進校として

各学校の範となっている。

③ 第十六中学校

平成9年 度に学校図書館専任嘱託職員を配置。

朝の読書の時間を週1回 設定し,全 校一斉に10

分間の読書を実施するとともに学期1回 の読書

推進月間を設けている。また,学 校図書館,並

びに学級文庫の充実を図るなど,読 書環境を整



え,'生徒に読書活動をとおして幅広い人間性 を

培 うことを目指した図書館教育の推進を行って

いる。

(3)協 力機関等

・豊中市立公共図書館9館

・豊中市教育センター

・豊中市小中学校学校図書館教育推進会議

・教育委員会事務局

・小中学校長会

2.実 践研究の概要

① 第1回 豊中市読書活動推進会議を実施

1年 次の研究の成果と課題を整理 し,本 年度

の具体的な取組を検討する。

推進協力校における平成14年 度実施 「読書に

関わる調査結果」の考察を行う。

② 第2回 豊中市読書活動推進会議を実施
かか

推進協力校における平成15年 度 「読書に関わ

る調査」の実施に向けた調査内容と考察にっい

て検討。また,調 査結果の反映の方法について

学校図書館教育の充実面と家庭,地 域 との連携

面か ら検討する。

③ 学校図書館推進会議(4回 実施)

平成14年 度の取組(経 過)に 基づき平成15

年度の学校図書館教育の推進に向けた研修,学

校図書館の環境整備等の充実を図るための取組

について検討する。

④ 学校図書館司書連絡会(毎 月1回 実施)と 学

校図書館司書研修会(年6回)

日常業務の標準化及び効率化等を目指 し,情

報交換や資料作成等を行う。また,そ の専門性

を向上させるための研修を行う場を実施 してい

る。

⑤ 教職員対象の研修会を実施

学校図書館教育推進に向けての研修会 「学び

をゆたかにする学校図書館 一司書教諭(学 校図

書館教育担当者)と 学校司書の連携一」,「いま

学校図書館教育に求められているもの」をテー

マにした学校図書館教育研修会を行 う。さらに,

他の市から 「学校図書館教育の推進を図るため

の学校体制づくり」について実践報告を受け,

各学校における図書館教育の実態に基づいた

分科会協議を実施する。

⑥ 学校図書館教育充実にための方策についての例

示

学校図書館教育推進のために

現状と課題

▼

①連携 ・i交流
・司書教諭 と学校 司書

・司書教諭(担 当者)間

②校内研修の充実

・連携の在り方

・授業と学校図書館のつながり

③学校図書館教育の充実
・単元指導計画の作成

・小学校国語科との連携

④校内体制づくり

嚇 こかかわる打ち合わ

せの時間確保
・教職員と学校司書のパイプ役と

しての司書教諭(担当者)

目的や課題解決

・ 司書教諭と学校司書との

パートナーシップの確立

・ 教職員の学校図書館利用

に関する意識鵬 揚

・ 学習指導計画づくりへの

一

・ 学校図書館教育活用の情

繍

司書教諭の校務分掌への

位置付けによる機能化

児童生徒にどのような力を育てるのか

3.実 践研究の内容及び成果

① 学識経験者(大 谷女子大学 現:京 都産業大

学 西川信廣教授)の 指導による学校図書館の

あるべき姿についての検討,研 究

・研修計画

司書教諭と学校司書の連携

学校図書館の果たす役割

② 研究協力校における学校図書館教育の現状 と

課題の共通理解

①,② についての協議 研究の結果を 「学校

図書館教育推進のために」の例示 として各学校

に配布する。
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本推進会議は,子 どもを読書好きにする方策

として①学校教育での取組 ②家庭 との連携の

2っ を考えた。

学校教育が行う取組としては,現 在行ってい

る朝の読書活動,図 書の時間,読 み聞かせ等を

より充実させるとともに,学 校図書館を活用し

た調べ学習の充実等があると考えている。

家庭との連携については,保 護者啓発を読書

環境づ くりの重要な要素の1つ と考え,次 のよ

うなアンケー トを実施 し,研 究を進めた。

【設問】本や読書のことでお子さんと話し合われる

(話題になる)こ とがありますか。

(単位:%)

難
よくある

撒

凌まりない

な い

とても好き

38.1

57.1

4.8

0

まあ好きなほう

13.6

65.9

20.5

0

あまり好きでない

8.3

45.8

41.7

4.2

きらい

0

55.6

11.1

33.3

よくある

撒
あまりtdい

な い

とても好き

35.9

48.7

10.3

5.1

まあ好きなほう

5.3

65.8

27.6

1.3

あまり好きでない

0

42.1

52.6

5.3

き らい

0

44.4

33.3

22.2

よくある

騰

あ美り勧 》

な い

とても好 き

50.0

37.5

6.3

6.3

まあ好きなほう

14.9

53.2

25.5

6.4

あまり好きでない

2.7

35.1

56.8

5.4

きらい

0

23.1

53.6

23.1

この表か ら,保 護者が子どもに読書や本の話

題 について話し合うことが,子 どもが読書好き

になる有効な手段の一つであると推察される。

例えば,3年 生の読書好きの子どもについては,

保護者が読書の話題を提供 していると答えた割

合が高く,5年 生,中 学1年 生についてもその

ような傾向にある。一方,あ まり本を読まない

子や本を読むことを嫌う傾向がある子どもにつ

いては,保 護者 と子 どもとが読書について話し

合っていない傾向を示 している。

近年,子 どもの読書離れが進んでいる中,1

日の読書量も少なくなっているといわれている

が,本 市では下記のアンケー ト結果から家庭で

の読書の時間が約30分 得 られていることが分

かった。これは,学 校での各教科をはじめとす

る総合的な学習の時間における資料活用等を通

じた読書量の増加もあったことが考えられる。

また,家 庭での保護者の読書時間も約30分 を

占めることから保護者による読書環境づくりが

大きく関係してくると思われる。

【設問】あなたは,1日 に何時間くらい本を読みま

すか。

3年 生保護者(単 位:%)

0分

30分くらい

1時 間

2時 間

3時間以上

とて も好き

10.0

60.0

30.0

0

0

まあ好きなほう

18.2

68.2

13.6

a

0

あまり好ぎrtaい

25.0

58.3

12.5

4.2

a

きらい

55.6

33.3

11.1

0

0

5年 生保護者

0分

30分く敷}

1時 間

2時 間

3時 間以上

とても好き

12.8

79.5

7.7

a

0

まあ好きなほう

29.3

50.7

16.0

4.0

a

あまり好きてない

24.3

59.5

13.5

z.7

0

き らい

33.3

55.6

11.1

0

a

中1保 護者

0分

3D分くξい

1時 間

2時 間

3時間以上

とて も好 き

13.3

66.7

13.3

s.z

0

まあ好きなほう

29.8

57.9

8.5

4.3

a

あまり好きT7dい

38.9

47.2

5.6

8.3

0

き らい

38.5

46.2

7.7

7.7

0



児童 ・生徒 (単位:%)

0分

30分くξ炉

1時 間

2時 間

3時 間以上

3年

io.o

59.0

18.5

6.5

5.0

5年

14.5

52.5

18.9

10.0

2.5

中1

19.5

52.0

18.0

6.5

Z.5

子どもが読書について興味関心を持つためには,

当然のこととはいえ,保 護者が子どもに本について

の話題を提供することが,重 要な要素であると考え

た。そ こで,本 推進会議 としては,読 書環境づくり

の一環として保護者啓発を重要な要素と考え,学 校

図書館教育推進会議と協力,連 携し,「学校図書館教

育推進のために」の例示に情報発信の重要性を位置

付けた。

4.今 後の課題

① 読書効果の分析

② 各学校における司書と司書教諭の連携の在 り

方

③ 学校図書館を利用した授業 についての教員の

意識改革

④ 保護者啓発

⑤ 市内情報システム(蔵 書管理システム)の ネ

ットワーク化

⑥ 学校司書の全校配置

⑦ 公共と学校間等の市内資料運搬システムの充

実

【参 考 】

年度

平
成十

五
年
度

実施時期

7月3日

7月14日

10月30日

11月4日

11月27日

12月5日

1月16日

1月23日

2月26日

2月1日

～13日

2月23日

～25日

3月8日

～15日

計画事項

①会議等実施

第1回 学校図書館

教育館推進会議

第2回 学校図書館

教育館推進会議

第1回 豊中市読書

活動推進会議

第3回 学校図書館

教育推進会議

第2回 豊中市読書

活動推進会議

第4回 学校図書館

教育推進会議

②研修会等

学校図書館教育

研修会

学校図書館教育

研修会

学校図書館教育

研修会

③調査等

アンケー ト実施

アンケー ト集計

アンケー ト集約

分析

摘 要

出席者23名

参加者101名

出席者21名

出席者8名

出席者21名

参加者90名

参加者106名

出席者6名

出席者19名

推進協力校3校

作業者1名

事務局7名



大阪府教育委員会

推進地域名 寝 屋 川 市

1.推 進地域の概要

(1)地 域の概要

地域は,山 の手の住宅街の寝屋川市立東小学

校区及び寝屋川市駅前を校区にもち,店 も多く,

官庁街 を抱える中央小学校区である。

(2)推 進協力校の概要

1

2

学校名

寝屋川市立東小学校

寝屋川市立中央小学校

児童・生徽

686

626

学級数

21

20

両校 とも読書活動に取 り組み,総 合的な学習

の時間の取組として,図 書室を利用した り,地

域にある公立図書館 とも連携し活動 している。'

㈲ 協力機関等

・東図書館

・東小PTA

・中央小PTA

2.実 践研究の概要

① 読書に関する現状調査

② 校内での読書活動推進 に関する指導体制の

充実

③ 各学校と地域の図書館 とが更 に連携を深め,

読書活動の機会の充実

④ 学校 ・家庭 ・地域社会が連携 した取組

3.実 践研究の内容及び成果

(1)読 書に関する現状の把握

昨年度 と比較す るため,平 成14年 度におい

ては,推 進協力校の小学校5年 生(207人)の

児童,平 成15年 度 においては,小 学校6年 生

(110人)の 児童を対象に読書に関するアンケ

ー ト調査を実施 した。

① 月に何冊 ぐらい本を読みますか。

読書冊数

平成14年 度

平成15年 度

平成14年 度

平成15年 度

0冊

7a

7

6～9冊

7

7

1～2冊

25

47

10冊 以上

2

7

3～5冊

59

32

② 月に何 日ぐらい本を読みますか。

読書 日数

平成14年 度

平成15年 度

毎 日

5

11

時々

45

33

たまに

50

56

③ 本を読むことは好きですか。

好ききらい

平成14年 度

平成15年 度

平成14年 度

平成15年 度

たいへんすき

16

17

き らい

2

8

わ りあいす き

53

52

あまりすきでない

29

23

④ 図書館(公 立図書館な ど)を利用 しますか

読書 日数

平成14年 度

平成15年 度

毎 日

5

11

時々

45

33

たまに

50

56

・この調査 で ,5年 生か ら6年 生にな る と月 に本

を10冊 以 上読む児童が3倍 にな って いるが,2

冊以下 の児 童 も半数 を超えて いる。

・毎 日読書す る児 童が倍増 して いるが ,た まに読



学校だよ りやPTA総 会等様々な機会を利用し,

児童や保護

者に周知し,

参加する児

童 ・保護者

も増えてき

ている。

・新しい本や好きな本の紹介を図書室だより等で

啓発 している。

・全教職員 による環境整備,十 分類のラベル帖,

書棚の分類表示など学習コーナーの整備を行っ

ている。

・児童集会やロング休憩時での大型紙芝居,学 校

図書館での図書委員 による読み聞かせを行って

いる。

・これ らの活動を通 して,読 書に対する興味,関

心が高まり,お 話の会や,紙 芝居などに参加し

たり,学 校図書館や公共図書館を訪れる児童が

増えてきている。また,本 を毎 日たくさん読む

児童も多くな り,読 書活動の活性化が少しずつ

進んでいる。

(3)各 学校 と地域の図書館 との連携 を更に深め,

読書活動の機会を充実

・「総合的な学習の時間」等で校区探検を行 った。

その際,地 域の図書館の仕事や利用の仕方,施

設の内容等を図書館 を訪問して調査した。その

ことを通 して,図 書館をよく理解するとともに,

親しみを感 じ,よ く利用した り,図 書館につい

て様々な ところで広報するようになった。

・「総合的な学習の時間」等で様々なことを調べ

るため地域の図書館 を利用した。そこでは,本

だけではな く,コ ンピュータ等も利用し調べ学

むと答えている児童 も増えている。

・70%ぐ らいの児童が,本 を読むのが好きと答え

ており,昨 年度とあま り変わ らない。

・図書館を時々利用 している児童は昨年に比べ増

えている。

・これ らの結果か ら,学 年が上がると,本 をたく

さん,毎 日読む児童の割合は増えるが,反 対に

本に興味を示 さない児童も増えるなど読書に対

する意識が2分 化されてきている。これは,様

々な取組の成果として,読 書に関心をもつ児童

が多 くなってきている一方でテレビやゲームな

ど他のことに興味が移ったり,日 々の生活の中

で多様な活動が増えてきた りして,本 に興味を

示 さな くな る児童 もいることを示 している。

(2)校 内での読書活動推進に関する指導体制

の充実

・「司書教諭Jを 中心に,授 業に読書活動を取 り

入れている。その時間に,読 書指導やお話の会,

紙 しばい等 を実施 し,読 書や聞き取 り等に対す

る児童の興味 ・関心 を高めるよう努めた。

・「総合的な学習の時間」等で調べ学習を行 う際

「司書教諭」

の適切なア ド

バイスで調べ

学習が進み,

調査,ま とめ,

発表の充実へ

とっ な げ て

い くことがで きた。

・放課後 ,読 書 ボ ランテ ィアの方 に定 期的 に来校

して いた だ き,「 お話 の会 」 を開催 して いる。



とが課題である。

・地域で児童や保護者を始め
,地 域の方々がお互

いに連携を深めることができるように,土 曜 日

や水曜 日に学校図書館 を開放 したが,参 加者を

増やすためにも,魅 力のある取組,地 域の方々

が訪問しやすく,児 童 とも交流を図 りやすい曜

日,時 間帯を検討す ることが課題である。

・授業に読書活動を取 り入れているが,そ の充実

に努めていく。

・地域の図書館 との交流を学校 として図ってきた

が,ま だまだ一部にしか広がっておらず,そ の

広が りの充実を図る。また,そ れぞれの児童や

保護者に図書館の良さを周知 し,図 書館に対す

る興味 ・関心を高め,自 ら図書館へ出向いて,

読書活動や調べ学習等 を行う児童を増やす こと

が課題である。

習に大変役立った。

(4)学 校 ・家庭 ・地域社会が連携 した取組

図書室 を地域の幼児か ら高齢者 まで一緒 に

利用 してもらい,読 書活動への興味 ・関心を高

めてもらうとともに,交 流の場 として利用して

もらうため,1年 目は土曜 日に2年 目はお話の

会の後 の水曜 日に学校 図書館 を地域に開放 し

た。学校だよ りや地域の懇談会等様々な機会を

利用し,広 報活動に努めた。もっと参加を増や

すためにも,魅 力のある取組や利用 しやすい時

間や曜 日の検討をすることが必要である。

(5)読 書講 演会

2月14日(土)に 地域 の方,保 護 者 ・児 童,教

職員対 象の読者講演 会 を開催 した。講師は漫才

師 のち ゃ らんぽ らん ・大西 浩仁 氏で,「 絵 を

見て子 どもの心 の中を のぞ く～絵 と本の楽 しさ

～」 とい う演 題で講演 をして も らった。 この 中

で,絵 と本 とのかか わ り,絵 本か ら本へのつな

が りな ど,本 の楽 しさ を語 って いた だき,今 後

の読書活動 に役立つ もの とな った。

4.今 後の課題等

・読書 に対 して様々な取組を行っているが,学 年

が上がるにつれて読書量が少なくなっている。

平成15年 度中央小学校が大規模改修によ り図書

室の利用が少なかったことも影響 しているかも

しれない。来年度はもっと読書の機会を多 くし,

読書にほとんど興味 を示さない児童を減 らす こ

とが課題である。

・ボランティアの方にお話の会を行ってもらって

いるが,こ れを児童や保護者だけではなく,地

域に周知を図り,地 域の幼児から高齢者まで多

くの方々に参加 してもらうような工夫をするこ



館(堺 市立図書館)の 活用等 に力を入れてき

た。

③ 大浜中学校

大浜中学校は,湊 小学校校区であり,や は

り地域 と密着 した学校 であ り,本 事業を受け

へい

た ことを契機に,朝 の読書や話芸家の招聴な

ど興味関心を高めるための工夫 を凝 らしてき

た。

㈲ 協力機関等

堺市立中央図書館 ・堺市立鳳図書館

2.実 践研究の概要

① 読書に関する状況調査の実施

(平成14・15年 度)

☆読書量 ・読書傾向 ・学校図書館 ・市立図書館

の利活用 ・読書 と生活 との関係な ど

② 学校 における読書活動の取組 〈{湊小1の様子〉

堺市教育委員会

堺 市1雛 地域名
1.推 進地域の概要

(1)地 域の概要

堺市では,平 成10年 度か ら14年 度にわたっ

て 「特色ある学校園づ くり推進事業」を実施 し,

「学校図書館教育」推進学校を設定 し,学 校図

書館教育を進めてきた。また,6支 所13の 堺

市立の図書館(分 館含む)が あり,連 絡会や団

体貸出,「 子ども読書の 日」のおでかけお話し

会な どを通して連携を深めてきている。初等教

育研究会 ・中等教育研究会には,学 校図書館部

会があり,授業研究や講演を中心として各校の

読書教育の推進を図っている。また,司 書教諭

講座 や 「読書フォーラム」を開き,学 校と市立

図書館や地域 との連携を示してきた。

平成16年3月 には 「堺市子 ども読書推進計

画～夢をはぐくむ ・堺っ子読書活動～」が策

定された。

(2)推 進協力校の概要

学級数児童 ・生徒数学校名

7143堺市立湊小学校1

13361堺市立津久野小学校2

20634堺市立大浜中学校3

① 湊小学校

明治18年 に創設され,100年 以上の伝統を

もち,学 校教育に対する地域の期待 も大きい。

湊小では,「 総合的な学習の時間」の試行時期

か ら 「読書力」の定着を学校 目標に設定 し,

本格的に読書教育に力を注いできた。

② 津久野小学校

津久野小は,平 成10年 度か ら12年 度まで

堺市教育委員会の 「特色ある学校園推進モデ

ル事業」の指定を受 け,新 図書館の設立や玄

関のオープンスペース化(読 書のコーナー設

置),デ ータベースによる蔵書管理,移 動図書



④1学 校図書館ボランティアの活瑠

(平 成15年 度 ・湊 小)⑤ その他

3.実 践研究の内容及び成果

① 主な成果 読書調査結果から

一2年 間の比較一(小 学校)

平成15年 度平成14年 度項 目

50.0%47.1読書が好き

いつ読むか

89.260.8%
学校の 「朝の読

書タイム」

42.2%36.7%休みの日

49.148.5%感助した勧物る

③ 学校と市立図書館との連携



・静 かな1日 のス ター トが切 れ ,学 習への心

構えがで きる。

・読書習慣が身 に付 き,読 書量 が増えた。

④ 読書量 の増加

5,300冊 か ら11,000冊 に増加

(津久 野小)

⑤ 大浜 中学校 一 生徒 の意見一

「読書について感 じていること ・思っているこ

と ・読書によって自分が変わったと思うこと」

本を読んでいるとリラックスできる。

人とのかかわ り方など色々なことを学べる。

いっぱい読んだら,続 けて読むようになった。

他のことにも目が向き,集 中できるようになる。

本 を読むことによって考えが変わった。

自分と同じ立場の本があるとうれ しい。

書いた作家の考えが出るのが本だか ら,新 しい考えを

得ることができる。

想像力がついた。

学校の読書タイムが始 まったことで,回 数が増えた。

本 と友達になれる。

読みたい本をもっと増やしてほしい。

〈平成15年12月 調べ1学 年の調査結果〉

4.今 後の課題等

① 本事業の実践校をモデル として,全 校が

学校図書館教育推進の取組を行 うこと。

② 「読書フォー ラム」の継続。

③ 「堺市子 ども読書推進計画～夢をはぐくむ

堺っ子読書活動～」 にのっとった,学 校図書

館教育の推進。

④ 家庭教育における読書活動の推進。

⑤ 市立図書館 ・ボランティアとの更なる連携。

96.579.6%
読み 聞 かせ を

してもらった

57.7%49.5
公駆 摺飽 こ1か月

1匝以七行く

83.3%76.3
学1姻 書館に1か 月

1[JJ,t行く

95.3%82.2%
月1冊 以上本

を読む

堺 っ子 読書 フ ォー ラム」② 「夢 をはぐくむ

の開催

当日は,湊 小学校の実践発表,大 谷女子大

学の塩見昇教授をコーディネーターにしたパ

ネルディスカ ッション,堺 市の学校における

現状と課題な ど,読 書教育 について盛んに発

表がなされた。参加者は約150人 。教職員や

学校図書館関係者,図 書館職員,読 み聞かせ

ボランティアなどが参加 した。

③ 「朝の読書」の成果

・心を落ち着かせて学習に臨む ことができ,

特に雨の日などはその効果が見られる。



した読書教育 ・学校図書館教育 をすすめるため

の 石耳空 汐4午 〔 テ←

3.実 践研究の内容及び成果

① 具体的な取組

(1)小 中学校の読書教育,図 書館教育担当者交

流

(2}中 学校での 「朝の読書タイム」の導入

(3)ア ンケー トによる中学生の読書状況の調査

(4)生 涯学習 としての地域の 「読み聞かせサー

クル」と学校 との連携

⑤ 地域図書館の 「にじのとしょかん」の貸出

データ分析による地域の読書状況の把握

(6)学 校図書館を支えている和泉市独自の 「有

償司書ボランティア」の交流会や研修会の実

施

(7)司 書教諭配置及び運営に関する意見交換

(8)「いずみブックフェスティバル」への協力

(9)「学校図書館活用 フォーラム」で実践報告

大阪府教育委員会

i擁 繊 名i和 泉 司
1.推 進地域の概要

(1)地 域の概要

本地域では様々な面で子どもたちの非常に

厳 しい生活実態がある。一方,そ のような厳

しい状況を乗 り越えるためにも以前から地域

と連携 した教育活動が盛んで,そ こから幸小

学校発の読書教育運動が始 まり,保 育園,幼

稚園,さ らには保護者や地域 と連携 した読書

活動へと広がった。

(2)推 進協力校の概要

学級数懸 ・生徒数学校名

12321和泉市立富秋中学校1

14300和泉市立幸小学校2

15336和泉市立池上小学校3

① 富秋中学校

地域や小学校の読書教育を引き継ぎ,1年

を通 じた 「朝の読書」に取 り組んでいる。

② 幸小学校

よ り子 どもたちが使いやすい図書館運営の

研修。また,オ ープンスペースに学年 ごとの

図書コーナーを設け,親 子家庭読書期間も年

一回設定 し
,地域の読書運動 を推進してきた。

③ 池上小学校

小学校6年 生による1年 生への読み聞かせ

などを積極的に行い,今 年度は 「いずみブッ

クフェスティバルjの 会場として,保 護者に

よる読み聞かせなどが行われた。

(3)協 力機関等

和泉市立人権文化セ ンター ・「にじのとし

ょかん」

2.実 践研究の概要

地域や保育園,幼 稚園,小 学校の連携でおこ

なってきた読書教育運動のスター トか ら10年以

上がたち,そ の中で育ってきた中学生のアンケ

ー ト結果などをもとに新たなる学校現場が連携



(3)「 朝 の読 書」実施後 のア ンケー ト結果 か ら

(平成13年 度 と平成14年 度 のア ンケー トの比較)

(平成19年 度 に 「朝 の読書 タイ ム」 スター ト)

結果 と して読 書量な どの増加 があ った。

・図書室 の利 用

「しな い」21.1%→7.1%(一14.0%)

「時 々」65.3%→80.8%(+15.5%)

「よ く行 く」13 .7%→12.1%(一1.6%)

・図書室で借 りた本の冊数

43.2%一 一>14.1%(一29.0%)

24.2%→64.6%(十40。4%)

6.3%→18.2%(十ll.9%)

1,1%→1,0%(一 〇.1%)

0.0%→3.0%(十3.0%)

「0冊 」

「1～10冊 」

rll～50冊 」

「51～100冊 」

「100冊 以 上 」

・1日 の読書 時間

47.4%→18.2%(一29.2%)

24,2%→64.6%(十40.4%)

15.8%一>12.1%(一3.7%)

4.2%→4.0%(一 〇.2%)

6.3%→1.0%(一5.3%)

「0分 」

「約10分 」

「約30分 」

「約1時 間」

「1時 間以上 」

(4)富 秋 中学校 図書 室の貸 出冊数 の変化

平成13年 度 ・年間貸出冊数

1665冊

平成14年 度 ・年 間貸出冊数

2476冊(前 年度比+811冊)

平成15年 度 ・年 間貸出冊数

2270冊(前 年度比一206冊)

② 成果

(1)子 どもたちの 「読書力 ・読書環境」及び 「学

力」についてデーターをとり,そ れを分析す

ることか ら課題が見えてきて,そ の課題 に対

する取組を構築できるのではないかと考え,

アンケー トを実施し,学 力診断テス トとの相

関などを分析 してきた。

分析した結果、予想 どおり「ニコブラクダ」

の状態であることが分かった。上位のコブの

層の子どもにはどのような取組をして も伸び

ていく要素があり、下位のコプの層の子 ども

に対 しては、よ り丁寧なかかわ りやアプロー

チが必要であることが分かった。

(2)「朝の読書」実施前のアンケー トの結果か

ら

・厳 しい家庭の読書環境

地域の子どもの家庭での 「新聞購読率」は低

く、かな りの家庭では新聞などで社会のニュー

スに触れることなく日常生活を過ごしていると

いうことになる。 これは社会の情報がな くても

生活できる狭い範囲で暮 らしているといえる。

・1日 の読書時間が0分 が半数以上

小学校1年 か ら地 域読 書運動 の中で育 ってき

た はず の子 どもの読 書 量 の現状 に驚 き,「 小学

校で の読 書状況」で は,71.1%が 「図書の時 間」

が好 きであ った と答 え たのだが,残 念なが らそ

の内容 として は 「読書 が好 き」という答 えは18.

5%と 少な く,「 そ の他」 が74.1%で あった。

そ れで も 「図書 の時 間が好 きで はな い」 の う

ち,「 読 書が嫌 い」 は0%で あ り,「 本が ない」

という解 答が90.0%で あった。 これ は子 どもが

読み た くな る本や環 境 を整え るな どの取組 を行

えば 「読 書 を好 き」 になる可能性 は多 いにある

ので は と考 え られた。



・小学校では児童会活動,中 学校では生徒会

活動 と連携しての読書教育や学校図書館運

営についての研究実践することも重要。

(7)学 校現場での読書教育や学校図書館教育を

理解 し,協 力していただ くための保護者への

アプローチが必要。

具体的には保護者 自身が読書を楽 しむよう

な取組か ら子どもと一緒 に読書を楽 しめるよ

うな雰囲気づくりを行い,保 護者が学校図書

館運営などを手伝って もらえるような仕組み

づ くりが必要。

(8)学 校図書館を学校だけのものにするのでは

なく,地 域に開かれた もの(地 域の方々の図

書の貸し出し利用な ど)に するための工夫が

必要であり,そ の ことが最終的は学校教育 と

しての読書教育への理解や協力につながる。

(9)図 書館 を読書や本 とつなが る場だけでな

く,情 報発信や学校 としては調べ学習の場な

どとしても利用 しようとするな らば1コ ンピ

ューターの設置やインターネッ トへの接続な

どのハー ド面での更なる充実が必要。

qO)上 記の課題を克服するスター トとして,

現状の読書教育や読書状況,学 校図書館を

巡る問題点などをきちん と把握 し,分 析 し

たうえで具体的方策 を示 し,実 践していく

ための組織づくりが最重要課題。

<「 朝の読書」に向けた本の粕分♪

研究指定後 も上記の課題を継続 して克服

していくことを関係者の間で確認できたこ

とが大きな成果であ り,そ の中で読書から

一番遠い子どもたちに読書の楽しさを知 ら

せていきたい。

㈲ 富秋中学校 ・幸小学校 ・池上小学校の読書

教育担当教諭と司書ボランティアによる学期

に1回 の交流会の実施

⑥ 「朝の読書」の和泉市への広が り

4.今 後の課題等

(1)地 域でつ くってきた読書教育運動を活性化

させるための工夫と各学校現場での読書教育

や図書館教育の更なる充実が必要。

② 学校図書館教育の広が りからか ら生まれた

「いずみブックフェスティバル」は地域の読

書運動として発展 してきた。それを引き継ぎ

なが ら,よ り地域 に根ざす とともに,市 内全

体に広がりを持つ読書活動の一つとして育て

ていきたい。

(3)小 中の違いを明らかにしたうえで,ど のよ

うにしたら小中が連携 した読書教育や図書館

教育ができるかを話 し合う場が必要。

(4)地 域図書館 としての 「にじのとしょかん」

の積極的な利用を進めていきたい。

(5)中 学校の読書離れを食い止め,朝 の静かな

始 まりを目指す意味でスター トした 「朝の読

書」は,そ の意味では2年 を経過 し,一 定の

成果を上げたが,読 まない子に対する指導方

法など,更 なる充実のためには新しい工夫や

今一度,職 員の共通理解が必要。

⑥ 学校現場での読書教育や学校図書館教育の

充実のためには

・校務分掌での読書教育担当者や司書教諭の

きちんとした位置付けや仕事内容の確認が

必要。

・和泉市独自の 「有償司書ボランティア」が

存在することで各学校図書館運営を支えて

くれていることとその仕事内容についても

教職員全員で共通理解することが必要。

・小学校での 「図書の時間」や中学校での各

教科にかかわる読書教育の在 り方な どの研

究実践することも重要。



2.実 践研 究の概要

(1)研 究の内容

協力校(2校),地 域,家 庭 の三者が連携 ・

協 力 して,取 り組んで いる。

(2)成 果

読書好きの児童が増え,自 主的に図書室を

利用し,本 をリクエス トするようになった。

また,家 庭では本の話題が多 くな り,休 日に

保護者 と図書館や公民館等に行 く児童が増え

て,,地 域との連携が深まった。

㈲ 今後の課題

家庭や地域 と更に連携して地域全体で読書

活動をますます盛 り上げ,一 人でも多くの児

童を読書好きに育てていきたい。

兵庫県教育委員会

三 木 市推進地域名

1.推 進地域の概要

(1)地 域の概要

兵庫県南東部 にある三木市細川町は,農 村

部に位置 し,三世代同居で教育熱心な家庭が多

い。大半の児童は,落 ち着いた環境で暮 らして

お り素直で純朴である。2校 とも郊外にある小

規模校で家庭の協力がないと図書館や書店に

行きにくい。そのため,児 童にとって学校や公

民館の図書室が本 と触れ合 う大切な場所 とな

っている。

(2)推 進協力校の概要

学級数児童・生徒数学 校 名

798三木市立豊地小学校1

548三木市立瑞穂小学校2

とよ ち

① 三木市立豊地小学校

児童は,全 校縦割 り班で高学年が中心にな

って植物の栽培や掃除など授業以外のほとん

どの活動を行っている。図書室の平成14年 度

末蔵書数は4,225冊 である。昨年度か ら近隣

公立図書館か ら団体貸出制度を利用 し,延 べ

千冊以上の本を毎年借 りている。
み ず ほ

② 三木市立瑞穂小学校

吹抜けの図書

室兼ホールは集

会等にもよく利

用 している。

群読タイム等

では縦割 り班の

高学年が中心と

なって詩を決め,

練習をしている。一年間で各班2～3編 の詩

を暗記,発 表する。低学年児童 も家庭でも詩を

唱え,暗 諦 している。

(3)協 力機関等

三木市立図書館,三 木市立細川町公民館,

各小学校PTA,ボ ランティアグループ等 と

連携 ・協力して事業をすすめている。



どんな感想が出てくるか楽 しみにし,聞 き

手 も問題意識 を持 って聞くという相互作用

の中で伝え合 う力も高められてきた。

2年 前か ら通信等で保護者の参観を依頼

し,意 見交換 もでき児童の励み となってい

る。朗読のプロによる直接指導 もあ り児童

は創意工夫 して朗読す るようになってきた。

② 専門家によるお話会

ア 紙芝居

身振り手

振 りを交え

絶妙な話術

とベテラン

の裏現:力や

伝達力に,児 童は引き込 まれ熱中した。

読み手と聞き手のや り取 りの面白さや楽

しさを味わうことができた。それ以来,「紙

芝居をやってみたい。」と言う児童がたくさ

ん出てきた。

イ ス トーリーテリング

児童は声

と身振 り手

振 り,時 に

はパペッ ト

という人形

を使っての

話や詩の語 りに,目 を輝 かせて 聞き入 った。

また 「ことばあそ び」 では,語 り手 と一緒

に声 を出す ことよって ス トー リーの世界に

引き込 まれた。

ウ 絵本原 画ス ライ ドと生語 りの会

効果音を

交えた,役

にな りきっ

た楽 しい語

りであった。

表現の面白

さや絵の素

晴らしさを感じ,幼 稚園児と保護者,推 進

協力校2校 の全校生が画面と話に食い入る

3.実 践研究の内容及び成果

(1)具 体的な取組

① 家庭や地域 との連携強化

家庭や地域が大変協力的である。家庭では,

音読練習や朗読タイムや群読タイムの発表前

の練習時に,音 読カー ドに一言 を記入 し児童

を励ましている。 また,発 表会 には,家 庭や

地域の人々の参加があり,児 童にとって大き

な励みとなっている。

読んだ本をもとに紙芝居を作 り,地 域の幼

稚園や保育園,デ イサービスセンター等に行

き地域 とも交流することができた。

ア 親子読書

「親子ふれあい読書マラソン」では親子

で本を読んで語 り合った り,互 いに一 口感

想を書いたりした。そして読んだ本の冊数

やページ数を記録していった結果,家 庭で

の読書に関する話題が増えた。

イ 朝の読書

朝の15分 間,各 学年の年間計画を基に実

施。自分で選んだ本を読む以外に,担 任や

担 当教諭による読み聞かせやブックトーク

(本の紹介)

を行 った。

また,年 に

数 回地域 ボ ラ

ンティアによ

る読 み聞かせ,

ス トー リ ー テ

リングやブック トークを実施した。自分で

本を読み始めるのが苦手な児童も本に親 し

むきっかけづくりとな り,児 童の読書の幅

がより広がった。

ウ 朗読タイム

(年間5回)

学年ごとに,

詩などの朗読

発表を行 った。

その感想 を伝

え合う中で学ぶ ものは大きい。発表学年は



③ 読書の時間を継続的に確保することによ り,

静かに本を読む習慣が身に付き,毎 日の記

録用紙に一 口感想をすすんで書く児童が増

えてきた。

④ 学校図書館利用度の増加

⑤ 児童が自主的に紙芝居や本の読み聞かせを

行うようになった。

⑥ 読書によって,読 む力や集中力が身に付き,

授業以外での読書時間が増え,本 を媒介にし

て友だちや親 と話す機会も増えてきた。

4.今 後の課題等

取組によ り読書好きの児童は増えたが,読 書

があまり好きでない児童もいる。彼 らに読書の

楽 しみをもっと知 らせ,読 書が好きな児童に育

てたい。

また,学 校図書館の更なる充実を図り,家 庭

との連携をより強化 して読書習慣を確立 してい

きたい。さらに,市 内学校間の読書に関する情

報交換及び共有化 を図り,読 書活動を充実させ

ていきたい。

よ うに して 聞 くこ とがで きた。

③ 雨だれ紙芝居

雨の昼休みに

学校図書館で児

童会が中心にな

り「雨だれ紙芝居」

を行 っている。

聞いてもらった く児童による雨だれ紙芝居〉

成就感とほめてもらった満足感か らやる気が

増 し,ま すます練習 して,読 むのが更に上手

にな ってきた。

④ 推薦図書や読後の本の紹介

どんな本を読

んだか,何 が面

白かったかを伝

え合 うことによ

り,表 現力が高

まり,一 人一人

の読書の幅が広が り,本 に対する興味がより

深まった。

(2)成 果

① 読書が好きという児童の増加

読書が好きな児童が増え,去 年度と今年度

の10月 に実施 した,読 書マラソン(一 か月

間)の 結果では,全 学年における一人あたり

の読書平均は10冊 から15冊 に増えた。

② 家庭と地域の連携の強化

本の話題が多 くなり,親 子のふれあいが増

えた。また,休 日に保護者と図書館や公民館

等に行く児童が増え,家 庭と地域との連携が

深まった。



・木造校舎,木 造体育館,木 製児童用机 ・イ

ス(潤 いのある木の教育環境部門賞施設)

・多 目的ホールが図書館

⑥ 清川中学校

・生徒図書選定委員が教員 と共に大型書店を

訪問して選書し購入

・大型絵本 「スイミー」の英語での読み聞かせ

(3)協 力機関等

中央公民館:村 民の生涯学習,図 書活動

地区公民館2館:地 区住民の生涯学習,図

書活動

保育所3か 所:幼 児の教育,絵 本の読み聞

かせ

私立幼稚園1園:児 童の教育,絵 本の読み

聞かせ

2.実 践研究の概要

(11読 書に関する調査

ア 図書アンケー ト調査

・推進協力校全小中学校6校 で
,平 成14年 度に

おいては児童生徒及び保護者 を対象に,平

成工5年度は児童生徒を対象に読書 に関する

アンケー ト調査を実施 した。

・その結果,本 を読むのが好きと答えた児童

生徒は約70%,あ まり好きでない,き らい

と答えた児童生徒は約30%な ど,児 童生徒

の読書に関す る現状把握ができた。又,保

護者による子 どもの家庭での読書状況の把

握や保護者の読書に関する意識調査ができ

た。又,2年 間の取組の成果が分かった。

◎2年 間の取組後でも,本 の嫌いな子ども,

家庭において1冊 も読まない子ども,学 校で

の読書の時間が楽 しくないと答えて いる子

和歌山県教育委員会
み な べ が わ む ら

南 部 川 村推進地域名

1.推 進地域の概要

(1)地 域の概要

人 口6,729人,日 本一の南高梅 と日本一の

備長炭の村,梅 と健康の村づくりを推進して

いる。

平成16年10月1日 付けで,隣 接の南部町と

合併し新町 「みなべ町」 となる。

本村 には公立図書館はないが,中 央公民館

図書室に平成8年 度か ら図書館 司書 を設置

し,村 民の読書活動の推進を展開している。

(2)推 進協力校の概要

学級数児童・生徒数学校名

14323南部川村立上南部小学校1

8172南部川村立上南部中学校2

785南部川村立高城小学校3

358南部川村立高城中学校4

782南部川村立清川小学校5

348南部川村立清川中学校s

① 上南部小学校

・エコースクール(太 陽光発電装置)

・イングリッシュパワーアップ事業県指定校

・6年生が1年 生に紙芝居の読み聞かせ

② 上南部中学校

・学力向上フロンティア事業指定校

・イングリッシュパワーアップ事業県指定校

・生徒会図書委員が蔵書データー入力に貢献

③ 高城小学校

・学力向上フロンティア事業指定校

・中央公民館図書の各学級文庫への定期的な

集団貸出を実施

④ 高城中学校

・平成12年 度読書活動優秀実践校

・学校推薦図書50冊 の選定

・ブック トークで読書の楽 しみ を広 げよう

(生徒班別 トーク)

⑤ 清川小学校



どもたちに,読 書の喜びや楽 しさをどう植

え付けるか,生 きていく上で読書がいかに

大切か をどのよ うに分か らせるか,学 校で

の読書環境の整備,家 庭での保護者と共 に

行 う読書活動 をいかにすべきか等,今 後の

取組方法が課題である。

イ 学校図書館等の活用

・全学校 の学校図書館を利用 した授業を促進

した。

・全校一斉の読書活動(10分 間読書)は 毎 日

行っているのは中学校の3校,ほ とんど毎日

が小学校 の2校,週1回 が1校 となってい

る。 また,学 校図書館 を利用した授業は,

平成14年 度では少なかったが,15年 度では

大幅に増えた。

◎ 学校図書館を利用 しやすい環境に改善す

ることや,「10分 間読書」の取組での本の提

供の仕方,「 調べ学習」等での資料の充実,

司書教諭や学校図書館司書などの人的配置

が課題である。

② 学校 ・家庭 ・地域社会,関 係協力機関団体

が連携 した取組

ア 読書活動の推進

・図書サポーターの活用授業実践,小 さな手

づ くり絵本の募集 と,絵 本作家の寸評を添

付 した展示会,絵 本づ くり講習会,大 型手

づ くり絵本の製作 と展示会,絵 本の読み聞

かせ の実施,ブ ック トークモデル授業の実

施,国 語の教科書 にある本の蔵書 リス ト表

の作成と配布,読 書講演会などを実施した。

・読書に対す る関心を高め,落 ち着いた学校

生活や学習習慣を定着させることができた。

◎ 図書サポーターの学校でのボランティア

活動 をいかに生かすか,そ のための時間を

生み出すための工夫,ブ ック トークの実践

法を,教 職員にマスター してもらうための

手 立てが課題である。

イ 梅の里9館 ネッ トワー ク図書館

・情報ネッ トワークシステム整備事業により,

全小中学校の図書館(6校)と 公民館図書

室(3室)と をイ ンターネ ットで結び,相

互に情報交換が出来るよ うに した。

◎ 公民館図書室,学 校図書館の9館 の中で,

お互 いに蔵書の検索,貸 出予約等が行える

予定であるが,各 公民館 図書室,各 学校図

書館での蔵書データの登録 に時間を要する

ことが課題である。

3.実 践研究の内容及び成果

(1)読 書に関す る調査

・平成14年10月 に全小中学校 の全児童(491

人)生 徒(272人)及 びそ の児童,生 徒の

保護者(小389人,中220人,回 収率約80%)

を対象に読書に関す る現状 を把握するた

め,読 書アンケー ト調査 を実施 した。

・さらに,15年7月 と16年2月 にブックトー

ク授業や読書活動の2年 間の取組の成果を

検証するため,読 書アンケー ト調査を実施

した。

◎ 児童,生 徒の読書に関す るアンケー ト

ア 本の好き嫌いについて

たいへん好き

どち らかいうと好き

あまり好き出ない

きらい

小学校

14/10

26%

41%

25%

8%

16/2

35%

38%

23%

4%

中学校
14/10

zap

44

23%

5%

16/2

32%

45%

19%

4%

イ 読書量について(マ ンガを除く)

1か 月 に10冊 以上

〃5～9冊

〃1～4冊

〃 0冊

小学校

14/10

22%

25%

43%

10%

16/2

21%

22%

43%

14%

中学校

14/10

14%

24%

51%

11%

16/2

7%

15%

70%

8%

ウ 学校での読書時間(10分 間読書等)に ついて

楽しい

楽しくない

小学校

14/10

82%

18%

16/2

76%

24%

中学校

14/10

87%

13%

16/2

73%

27%



工 学校図書館での借 り出し利用 について

毎月10冊 以上
Il 5～9冊

〃 1～4冊

n 0冊

小学生

14/10

3%

8%

53%

36%

16/2

10%

13%

47%

30%

中学校

14/10

3%

8%

56%

32%

16/2

6%

8%

62%

24%

オ 学校外での読書

ほとんど毎 日読む

ときどき読む

ほとん ど読 まない

ぜんぜん読 まない

小学校

14/10

17%

41%

29%

13%

16/2

23%

50%

19%

8%

中学校

14/10

13%

33%

31%

24

16/2

19%

49%

22%

10%

◎ ブ ックク トー クモ デル授業 の効果(15年7月)

ア ブ ック トー クは楽 しか ったか

とて も楽 しかった

楽 しかった

つまらなかった

小学校

47%

46%

7%

中学校

14%

70%

16%

イ 読んでみたい本はあったか

何冊もあった

1冊は あった

なかった

小学校

37%

47%

16%

中学校

13%

49%

38%

ウ 今までよ り本を読むようになったか。

なった

変わらない

小学校

44

56%

中学校

22%

78%

工 本を読んだり読んでもらった り,お 話を聞

くのが好きか

大好き

好き

好 きでない

小学校

45

41%

14%

中学校

18%

54%

28%

・以上の調査か ら学校別 の取組状況,担 任教

員の取組姿勢 によって児童,生 徒に与える

影響が端的に現れていると感 じた。

・2年 間の取組 により,本 が好 きになった子

どもや学校外で読書する子 どもが増えた こ

と,ブ ック トークモデル授業 によ り,今 ま

でより本を読むようになった子 どもが多数

お り,読 書に対する興味関心が少 しずつで

あるが,高 まった ことは大変 うれ しい。

・1か月に10冊 以上読んでいる子 どもが
,小 学

校では約20%,中 学校では約10%あ るが,

手軽に読めて内容的 にもあえて読むに足 り

ない本を10冊 読むのか,手 軽 に読める絵本

だが,内 容的には非常 に深 いものを10冊 読

むのか,古 典を何度 も貸出更新手続 きをし

て,1か 月も2か 月もかけて1冊 読むのかな

どの諸条件 による質の違 いがあり,冊 数に

あまりこだわ らない方がよいかもしれない。

◎ 学校の読書の時間が楽しいという比率が70

%か ら80%あ ることは,「 自分 の好きな本を

読む。感想を強制されない」 という条件があ

るか らだ と考えられる。

・しかし,楽 しくないという子 どもが20%近

くいるし,本 があまり好 きでない,嫌 いと

いう子が約30%い る。また,学 校以外で1

か月に1冊 も読まない,ほ とんど読 まない

子 どもがかな り多い。 これ らは今後の課題

としなければな らない。

② 学校,家 庭,地 域社会,関 係協力機関団体

が連携 した取組(読 書活動の推進)

ア 図書サポーターの活用授業実践

・各小学校や保育所からの要請によ り
,大 型

絵本や絵本の読み聞かせを実施 した。又,

各公民館でも 「えほんの じかん」や 「おは

なしで遊ぼう(物 語体験 ワークショップ)」

「利用者のみなさんが選んだおすすめの本」

「この本おもしろいよ～ヤングアダル トの

本」の紹介や展示な どを行 った。

イ 手づ くり絵本の募集と講習会,展 示の実施

・小さな手づ くり絵本の募集 と,作 品個々に

絵本作家の寸評を加え,各 学校,各 公民館

での展示会を実施 した。



●

テーマ 「物語という別世界」の講演会を実施

した。

・平成15年 度は,ノ ンフィクション作家の澤地

久枝さん,テ ーマ 「昭和 ・歴史 の子の証言」

の講演会 を実施 した。

キ 読書フェスターの実施

・読書に関心を持って もらうため,広 く学校,

家庭,地 域,周 辺市町村にも知 らせ 「国際ア

ンデルセ ン賞,オ ナー リス ト受賞図書展」と

「童謡とわらべうた」の会を実施 した。

4.今 後の課題等

・本が好 きでない子ども,1か 月に1冊 も読ま

ない子どもたちをいかに読書に関心をもたせ

るかが重要課題である。

・生きる力 をは ぐくむ読書活動推進 のために

は,家 庭での読書習慣化,親 子読書活動をい

かに普及するかが課題である。

・子 どもたちに本に興味をもたせるには,子 ど

もの多様な レファレンスに対応できるよう学

校図書館 にやさしく適切な読書指導をしてく

れる司書が必要で ある。「人のいる学校図書

館」の早期実現を図 りたいと思うが,財 政難

の時代,非 常に困難である。保護者の協力や

読書ボランティアの支援な どが図れればと考

えている。

・本好きの子 どもを育て るためには,小 さいこ

ろか ら本に親しませることが大切である。村

内の保育所で中央公民館の司書が毎週 「巡回

絵本の読み聞かせ」に取 り組み,成 果を上げ

ている。今後はさらに,乳 幼児の時か ら 「言
きずな

葉の獲得」や 「親子の 絆 」を深めるために

も,絵 本の楽しさや,大 切さを普及させる 「ブ

ックスター ト事業」 を充実させていくことが

大切と考えている。

・2年 間の研究成果を踏 まえ,平 成16年 度以降

において も学校 図書館 を利用 した授業研究

や,子 どもの読書活動の推進を図っていきた

いと考えている。

・手づくり絵本製作の講習会を実施した。

ウ 大型手づ くり絵本の製作とオジリナル絵本

の募集

・子 どもと本の会(ス イミーの会,プ レッシェ

ルの会,ぐ りとぐらの会)で は,大 型手づ く

り絵本を製作 しお話の会を行った。

・「貸 し出 し用のオ リジナルの絵本 を図書室で

貸 し出します」 を募集中で,小 学校高学年以

上,中 学生にチャレンジを呼びかけている。

現在6点 保管 し,利 用 している。

エ ブック トークモデル授業の実施

・大阪府熊取町で20年 以上ブック トーク活動を

続けている,ひ つじ文庫の森崎シズ子さんや

秋本美津さんを招いて,平 成14年 度は全小中

学校の小学校3年 生以上を対象に15講座,平

成15年 度は,全 学年,全 クラスで36講 座実施

した。又,各 学校で講師を囲んでの懇談会を

行った。

・ブ ック トーク授業 を終わって1か 月後 ,児 童

生徒,教 員へのアンケー ト調査を実施した。

オ 国語の教科書にある本の蔵書リス ト表の作

成配布

・平成14年 度か ら,新 しく採用された国語の教

科書に出てくる,推 薦図書のリス ト表を作成

し,各 学校に配布し活用をはかった。

力 著名講師による読書講演会の実施

・平成14年 度は,芥 川賞作家の池澤夏樹さん,



アンケー トを実施し,読 書活動の実態を把握

し,課 題及び改善点を明確にするとともに,

実践の成果をとらえるようにした。同時に,

アンケー トを実施することによ り,児 童生徒

自身が 自らの生活 を振 り返 り,少 しでも読書

への関心が高まるようにした。

(2)ブ ックガイ ド 「おすすめの本ベス ト100」

推進委員会が独 自に本を選定 し,ブ ックガ

イ ド 「おすすめの本ベス ト100」を作成 した。

「見せ語 り編(幼 稚園児が対象)・ 小学校低

学年編」 「小学校中 ・高学年編」 「中学校編」

に分けて作成 し,全戸に配布することによ り,

特に小学校低学年の児童の本を読むきっかけ

づくりにっながった。,
しらべ たい

(3)「加茂川町読書環境子 ども調査隊」の派遣

小学校5年 生～中学校2年 生を対象に,田]

内及び近隣の町立図書館等を訪問した。そネ

それの図書館の特徴や魅力を紹介する記事を

作成し,各 学校で巡回展示 した り,読 書まコ

りでも掲示 した りす ることにより,利 用すそ

施設の幅が広がってきた。

(4)読 書まつ りの開催

学校 ・家庭 ・地域が連携 して,で きるだけ

多くの親と子が楽 しく読書に親 しむことがで

きるように町総合福祉セ ンター全館を活用

し,読 書まつ りを開催 した。2年 連続で開催

し,他 機関と連携 しなが ら様々な企画を入れ

て実施したことにより,2年 次は町としての

盛 り上が りを見せ,親 子ともに読書への関心

が高まった。

3.実 践研究の内容及び成果

(1)ブ ックガイ ド 「おすすめの本ベス ト100」

◇ 平成15年7月15日 配布

◇ 成果と課題

① ブックガイ ドを参考 に授業の中で児童生徒

に紹介することで,本 への関心が高まってい

る。ブックガイ ドの活用状況は,「活用する,

あるいは活用したい」割合が,幼 ・小学校低

学年55%,中 ・高学年27%,中 学生19%で あ

岡山県教育委員会

御津郡加茂川町推進地域名1

1.推 進地域の概要

(1)加 茂川町は,岡 山県の真ん中に位置する農

業 を中心 とした中山間地域であ り,「ハー ト

オプおかやま」をキャッチフレーズとして,

まこころあふれる町づくりを展開している。

人口6,100人 で3小 学校 と1中 学校がある。

町立図書館はない。少子高齢化の渦中にある

が,地 域で子どもを育てていこうとする意識

が極めて高 く,学 校教育への理解 と協力が得

やすい。県の3大 祭 「加茂大祭」は特に有名

である。

(2)推 進協力校

① 津賀小学校:平 成2年 に統合。学区は備前

・備中文化の交流地域である。

② 円城小学校:昭 和55年 に統合。風光明媚な

円城ふるさと村の一角に位置する。

③ 御北小学校:平 成元年に統合。山間の田園

地帯にある。

④ 加茂川中学校:昭 和61年 に統合。加茂大祭

が行われる加茂総社宮に隣接する。

※ 加茂川町には吉備高原都市学校組合立吉備

高原小学校 も所在するため,研 究の一部 に

かかわっている。

(3)協 力機関等

加茂川町子 ども読書推進委員会,加 茂川町

PTA連 合会,総 合福祉センター及び講座生

とボランティア,お はな しや,町 栄養改善協

議会

2.実 践研究の概要

(1)読 書アンケー トの実施

幼稚園の保護者,小 学校の児童 と保護者,

中学校1・2年 生と教員,地 域の人を対象に



(3)読 書 まつ りの開催

◇ 平成16年2月21日(土)13:00～16:30

◇ 内容

ブラ ックシアター,影 絵 本 の紹介,講 話,

影絵 と人形 を使 った語 り,大 型紙 芝居,中 学

生 による絵 本の見せ語 り,ブ ック リサイ クル,

おすす め の本 「ベ ス ト100」 の紹 介,本 の貸

し出しと販 売,福 祉セ ンター講座 生によ る手

作 りお もちゃ とおやつ のサー ビス,お 茶席ほ

か

◇ 成果 と課題

①PRが 浸透 し,各 種 団体 の協 力 もあ り,予

想 を上 回る参加 者が あった(H14:390人,H

15:420人)。 プ ログ ラム 内容 を増や し,体 験

型 の ものを取 り入 れた こと,中 学生 の見せ語

りを した ことで,保 護者 の56%が 次 回も是非

参加 した いと希望 した。 また,こ の取組 を通

して,読 書へ の関心 が高 まった と考 える保護

者が53%で,意 識 に変化な しの32%を 大 きく

上 回ってお り,親 と子 の意識 を高め る上で有

効で あった。

② タイ ムスケ ジュール を再考 し,園 児や下学

年 の児 童 と保 護者 に飽 きない よ うなプ ログラ

ム 内容 にす る。小学校 上学年 と中学 生が興味

を持 ち,積 極 的に参加 できる よ う工 夫す る。

り,年 齢が小さいほど,本 を選ぶ参考にし,

読書へのきっかけ作 りにつながっているが,

学年が上がるにつれて,活 用 されにくい状況

にある。機会あるごとに意識付け,日 常生活

の中で も利用 し,本 を紹介 していくことが大

切である。また,リ ス トだけではイメージが

わかないので,図 書だよりで表紙,ス トー リ

ーを掲載するなどの工夫が必要である。

② 児童生徒が リス トを見なが ら本を選び,読

んだら○を付けることで,読 書への関心が高

まりつつある。

しらぺ たい

(2)「 加茂川町読書環境子 ども調査隊」の派遣

◇ 平成15年8月6日 実施

◇ 成果 と課題

① 児童生徒が近隣の町立図書館等について自

主的に調査をし,取 りまとめた結果 を各学校

に巡回し,読 書 まつ りで掲示 した。 「調べ る

～まとめる～発表する」 といった一連の学習

活動を行 うことにより,「学習」 「読書」「情

報」の各スペースをもつ図書館の機能が理解

できた。
しらべたい

② 小学校での聞き取 り調査によると,調 査隊

に参加 したことで,本 やCDを 積極的に借 り

に行 くようになった り,他 の友達を誘った り

するな ど,利 用の輪が広がってきている。



と,学 年が上がるほどよく読むグループと読

まないグループとに二分化されていることが

指摘 されている。 「朝読書」や学習との関連

を図 りなが ら読書環境の充実 を図るととも

に,生 活習慣 との相関を明 らかにした実践を

継続していくことが今後の課題である。

(グラフ2)

(グラフ3)

(3)以 前か ら活動 していたボランティア団体

「おはな しや」との連携 を図 りながら,伝 統

的に地域 ぐるみで取 り組 もうとする町のよさ

を生か した実践は,地 域住民の共感を呼んだ。

「町村合併後 も,ぜ ひこの地域で同じ取組を

継続 して欲しい」という要望も高い。今後 も

地域の教育力を生か した取組を継続し,児 童

生徒の生きる力をは ぐくんでいきたい。

(4)町 立の図書館が無 く不便さを感じている

が,現 在ある各施設の図書機能の充実を図る

とともに出来るだけ広く町民に周知を図 り,

周辺施設の良さを伝え,利 用促進につなげる

必要がある。

4.今 後の課題等

取組についてのアンケー ト結果から次のよう

な成果 と課題が考えられる。

(1)グ ラフか ら,ど の学年とも,今 後 もっと

いろいろな種類の本を多 く読みたいと考えて

いることが分かる。 これは,ブ ック リス ト,

読書まつり等で多彩なジャンルの本を様々な

方法でふれあう機会を多 く設定 した成果であ

ると考える。本町のような過疎地域にあって

は,豊 かな読書生活を構築する上で,多 くの

本 にふれあ う機会を継続 して実施す ること

が,特 に大切である。

(グラフ1)

(2)取 組の成果 をグラフ1・2の 児童生徒 の

読書量と読書への関心でみると,あ る程度の

成果があった と考えられる。学年別に見ると,

下学年ほどその効果が認められ,内 容的に楽

しそうな ことに興味を示すという低学年児童

の発達段階の特徴 に合致した取組であったと

いえる。しか し,イ ベン ト的な取組だけでは,

中学生の読書離れを改善することは難 しい。

本町の読書アンケー ト結果 によると,読 書離

れ.の要因 としてテ レビ視聴の時間 との関連



2.実 践研究の概要

哲西町では,中 心テーマを 「読書好きの子ど

もを育てよう」 とし,各 学校 ・園を中心に,家

庭や地域,町 立図書館などの公共施設との連携

を図りなが ら実践を進めてきた。特に,次 の3

点について,重 点的に取 り組んだ。

◎読書交流を通 した各学校 ・園の連携

◎民話を通した取組

◎家庭,地 域との連携

アンケー トによる実態調査 を行い,そ の都度

検討を重ね,実 態に即 した実践を行った。

3.実 践研究の内容及び成果

《読書交流を通した各学校 ・園の連携》

(1)具 体的な取組及び取組の留意点

○ 中学生による読み聞かせ

・幼児学園を訪問 し,園 児が興味をもつよう

な手作 りの紙芝居やパネルシアターを工夫

した。

・母校 の小学校 を訪問して,読 み聞かせや 自

分が小学生だったころの 「おすすめの本」

を紹介する活動を通して交流を図った。

〇 二つの小学校での読書交流

・『心 の虹カー ド』でお薦めの本 を紹介 しあう

活動を通 して交流を深めた。

○ 小学生と園児 との読書交流

・生活科と関連させ,楽 しい活動 となるよう

に留意して読み聞かせを行った。

(2)成 果

・中学校の読み聞かせの実践では,園 児や児

童が,目 を輝かせ,食 い入るように聞いて

いる姿が印象的だった。要望にこたえて何

度も読み返す場面も見 られ,生 徒自身が読

書の楽 しさを学ぶ体験となった

岡山県教育委員会

1推進繊 矧 阿哲郡哲西町

1.推 進 地域 の概要

(1)地 域 の概 要

岡山県哲西町は,県 の北西部に位置し,広

島県東城町と接している。人 口は,3,250人 。

主な産業は農林業で,県 内でも有数の米どこ

ろとして知 られている。町内には,P西 の尾

瀬』 と呼ばれ,湿 性植物の宝庫である 「鯉が

窪湿原」があり,自 然環境にも恵まれている。

また,明 治40年,歌 人若山牧水が訪れ,そ の

ときに詠んだ有名な 「幾山河 こえさ りゆかば

…」の歌は,今 も哲西町に歌碑として残 り,

人々に親 しまれているだけでな く,100年 と

いう年月を経て,町 の文化 として根付いてい

る。

(2)推 進協力校の概要

① 哲西中学校

ボランティア活動を通 した読書交流

② 矢神小学校

家庭,地 域との連携を通 した読書活動

③ 野馳小学校

民話を中心 とした読書の取組

④ 哲西幼児学園

民話劇の発表や親子の読み聞かせ

(3)協 力機関等

○ 哲西町立図書館

図書館は,開 放的な雰囲気のオープンスペ

ースで,映 画会やお話 し会 ・図書館まつ りの

行事や 「おすすめの本」の紹介を行っている。

また,学 校でインターネッ トを使って図書

の検索ができる。



話劇や民話のアニメに取 り組んでいる。そ

れぞれの作品は,と ても温かみがある,ほ

のぼのとした ものであ り,見 ている人 もお

話の世界に浸ることができる作品である。

このように,民 話を地域の財産 として,町

全体で民話に関する活動を行 い,「 民話の集

い」などで発表 し,交 流す ることによ り,

子 どもたちの中にも地域の民話を語 り継 こ

うとする意識が生まれてきて いる。

・民話に親 しむ活動を通 して,お 話の楽 しさ

を感じ取 り,読 書への意欲へとつなが った。

《家庭,地 域 との連携》

(5)具 体的な取組及び取組の留意点

○ 家庭読書一ほのぼのタイムー

・学期 に1回(6月 ,10月,2月)と 夏期

休業中に親子読書を行い,読 書 を通 したふ

れあいを深めた。

・PTA広 報紙や学級便 りを通 して,情 報交

流を図った。

○ 図書館開放一親子読書会一

・読書ボランティアや読書コーデ ィネーター

の効果的な活用を行った。

・保護者との連携 を図りなが ら,活 動 を工夫

した。

○ 町立図書館 との連携

・各学年の学習内容や児童の読書傾向に沿っ

た図書の選択,貸 出(き らめき文庫)を 行

った。

⑥ 成果

・家庭読書では,時 間や回数などの取組方法

を各家庭で話 し合 い継続 して取組 を行 った

結果,次 表のように読書意欲の高まりがみ

られた。また,家 庭読書 を通 して 「親子 の

ふれ合いをもつ ことがで きた。」「子 どもと

一緒 に読書 の楽 しさを味わ うことがで き

た。」 「ゆっくり本を読む機会ができた。」な

ど,読 書生活の広が りがみられた。

・町立図書館の司書の助言 をもとに,交 流す

る学年 にふ さわしい図書を選択 し,読 書を

通しての温かい交流ができた。

・『心の虹カー ド』の取組は,他 校の児童か

らの返事が もらえるということで,と て も

喜んで取 り組んだ。紹介 してもらった本へ

の興味が高まった。

《民話を通 した取組》

(3)具 体的な取組及び取組の留意点

哲西町が生んだ 「日本一の民話の語 り部」
か し ま ひ さ

賀島飛左さんは,哲 西町に伝わる600話 以上 も

の民話を覚え,子 どもたちに語 り継いできた。

77歳 の時には,町 の無形文化財にも選ばれた。

哲西町では,民 話を伝承し,地 域文化や郷土

愛 をはぐくんでいくために,毎 年 「民話の集

い」を開催 している。各小学校,幼 児学園で

は,「 民話の集い」に参加 し,発 表の場 として

いる。

○ 賀島クラブの活動

・賀島飛左さんの民話の楽 しさを伝 えるため

に,登 場人物の動きや音声を工夫 した紙芝

居風アニメを作成して,ビ デオに収録 した。

・1小 学校では,民 話集会を開き,ア ニメの

上映や民話の本の紹介な どを通 して,民 話

に親しむ活動を行った。

○ 民話劇の取組

・児童,園 児が,お 話の楽 しさが伝わ るよう

な民話劇に取 り組んだ。

(4)成 果

・各学校 ・園がそれぞれの特徴を生か して民



4.今 後の課題等

・児童,生 徒の読書傾向を把握 した り,学 習に

必要な図書の選択を行った りして計画的な図

書の購入に努め,学 校図書館や学級文庫等身

近な読書環境を更に整備充実 させる。

・児童,生徒の読書意欲 には個人差があるため,

機会を捉えた支援の工夫を図る。

・家庭読書の充実,読 書ボランティアや町立図

書館との連携を更に工夫しなが ら,様 々な読

書体験の充実を図る。

・日常的に読書の時間が確保できるよう,活 動

の在 り方や読書方法を検討 していく。

・民話等,地 域文化のよさにふれる機会を更に

増やし,民 話を通 した読書活動を活発化させ

る。

・図書館開放 日の読書会では,PTA愛 育会

と連携を図 り,地 域ボランティアや読書コ

ーデ ィネーターの読み聞かせ,大型紙芝居,

ブック トーク,工 作などの活動を工夫して

行った。その結果,関 心が高まり,初 回は

13名の参加だったものが,第5回 目には35

名の参加となった。

・毎月,町 立図書館 より各学級に10冊 ずつ貸

出を行った。図書館司書の的確な助言 もあ

り,様 々な分野の本を読む機会が増えた。

《実態調査から》

・昨年度から,小 学校,中 学校で統一 した実

態調査 を行い同じ児童生徒の2年 間の変容

をまとめた。特にここでは低学年から2年

生,高 学年か ら5年 生,中 学校3年 生の結

果をあげた。 どち らの学年も読書好きな児

童が増え,読 書量も5冊 以上読んでいる児

童が増えた。中学校3年 生については,読

書が好きという生徒が増えたにもかかわら

ず,多 読の生徒は減っている。それは,部

活動,受 験等様々な理 由により,読 書の時

間が確保 しに くいためであると考 え られ

る。

★小学校2年 生 ・5年 生



広島県教育委員会

1雛 地域名1福 山 市
1.推 進地域の概要

(1)地 域の概要

福 山市新市町は,市 の北西部に位置 し,面

積53.1krri,人 口約22,000人 である。昭和

34年 町村合併促進法によ り,新 市町,戸 手村,

網引村,常 金丸村,藤 尾村が合併 して新市町

として発足 し,平 成15年2月3日 に福山市 と

合併 し,福 山市新市町となった。

現在,新 市町内には小学校が4校,中 学校

が2校,県 立高等学校が2校,生 涯学習の場

として市公民館が4館 ある。

本事業の推進協力校は,新 市中央中学校を

はじめこの中学校 を学区とする戸手小学校,

新市小学校,網 引小学校である。学校におい

ては,昨 年度か ら図書の整備に一層力を入れ,

これに伴い学校及び地域における図書館教育

の推進 を図ってきた。学校では,子 どもの読

書量が増え,読 書 に対する関心 と意欲が高ま

ってお り,地 域では,本 を媒体 とした活動が

行われ るとともに読み聞かせの会等のボラン

ティア活動団体が生まれ,そ れぞれに活動 し

ている。

② 推進協力校の概要

1

2

3

4

学校名

福山市立新市中央中学校

福山市立網引小学校

福山市立新市小学校

福山市立戸手小学校

児童・生徽

497

358

320

358

学級数

13

12

12

13

① 福 山市立新市中央 中学校

・PTA役 員を中心 として土曜 日の午前中,

図書室 を開放し,本 に親 しめる体制をとっ

てきた。また,地 域の小学生に対 して,中

学生が読み聞かせ をする機会をもつことを

実践 した。

・読み聞かせ グループを導入 した。

・学級文庫をローテーションした。

・図書だよりを発行 した。

② 福山市立網引小学校

・読書感想文の呼びかけ,標語づくりに参加した。

・課題図書を中心に購入 した り,各 学年の教

科に関連のある本,総 合学習の本などを取

り入れた。

・図書委員会の活動 として,本 の整理,分 類

な どみんなが読みやすい図書室を工夫 した。

③ 福山市立新市小学校

・地域の 「読み聞かせボランティア」の方が,

毎週火曜 日と金曜 日に担当を決めて来校さ

れ,各 学年 とも,月1回 の割合で 「朝 の読

書タイム」の時に読み聞かせを行って いる。

・新市町読書感想文,標 語コンクールに取 り

組み,応 募 した。

・コミュニティールームでの 「本の読み聞か

せサークル」の活動を行った。

④ 福山市立戸手小学校

・読書活動推進会議による読書感想文,標 語

コンクールに全校児童が出品 した。

・ボランティアによる読み聞かせ を行った。

・保護者による読み聞かせ を行った。

・保育所との交流を1年 生が行い,保 育所の

子へ読み聞かせを行った。

(3)協 力機関等

青少年の健全育成を願い,青 少年育成の推

進を図る 「地域で子 どもを見守るネッ トワー

ク」,児童の読書に関する推進 を図る 「読み聞

かせグループ」,図書館教育を推進 し,新 市町

民の文化と教育の向上及び生涯学習の推進に

寄与す る施設 として図書館が充実 され,よ り

多 くの方が利用 し,特 に児童生徒の読書 に関

する推進を図る 「図書ボランティア」の協力

を得なが ら推進 してきた。

2.実 践研究の概要

① 読書環境の整備 ・充実。図書室の活性化。

② 読書意欲の高揚,読 書の習慣化などが図ら

れる読書活動の推進。

③ 自主的 ・自発的な学習や課題追求学習を支

える読書教育の推進。



・ミニコミ紙に図書ボランティア養成講座等の

記事を掲載し,読 書活動の啓発を支援した。

工 研究 ・研修会の開催

・「読書講演会」を開催 した。

・「図書ボランティア養成講座」を開催 した。

・「新市町読書活動推進会議」を開催 した。

② 成果

・「読み聞かせ」でお話を聞くことを楽 しみに

し,児 童生徒の本に対する興味が高まった。

・「朝読」を定期的に設定することにより,学 習

態度等に落ち着きが感じられるようになった。

・「新市町図書室だよ り」を発行することによ

り,保 護者の読書活動への関心が高まり,

家庭での読書や読み聞かせ を実践する人が

増え,読 書ボ ランティアも誕生し,学 校で

の 「読み聞かせ」ができた。また,地 域の

小学生に対 して中学生が 「読み聞かせ」を

することもできた。

・町内の児童生徒 を対象に開催 した 「新市町

読書感想文,標 語 コンクール」の作品募集

をした ことにより,本 を読む刺激にな り,

読書 に対する興味,関 心が高 まった。また,

作品 を 「新市町図書室だより」に掲載する

ことにより,友 だちの作品を知ることがで

きた。

・おすすめの本コーナー を設置 した り,本 の

貸し出し等について図書委員会活動が活発

になってきた。

4.今 後の課題等

① アンケー ト結果か ら

ア どの くらい本を読んでいるか

次のグラフのとお り,「一か月に読む冊数」

が 「1冊 ～3冊 」の小学生は56%(前 年度

54%),中 学生は55%(前 年度54%)で ある。

また,「 一か月に読む冊数」が 「4冊 以上」

の小学生は35%(前 年度34%),中 学生は

6%(前 年度6%)で あることか ら,学 年が

進むにつれて 「本を読まなくなる」者 と 「本

を読む」者とに分かれていくようである。

④ 関係学校,関 係公民館図書室及び家庭,地

域との連携。

⑤ 「朝読書」等読書をする時間の確保。

⑥ 保護者の読書への意識の向上及び読書ボラ

ンティアの育成。

3.実 践研究の内容及び成果

〈読み 聞かせの会〉

① 具体的な取組及び取組の留意点

ア 読書環境の整備

・学級文庫等を設置 し,い つでも本を手にする

ことができる読書環境づくりに取 り組んだ。

・学校図書館 において本の配置などを考慮 し

楽 しく,利 用 しやすい雰囲気づくりになる

よ うに工夫 した。

・学校図書館の整備,充 実を図った。

・関係学校,関 係公民館図書室 との連携 を図

った。

イ 読書意欲の高揚

・図書委員会による読書活動の充実,促 進 を

図った。

・「読み聞かせ」を推進 した。

・「新市町読書感想文,標 語コンクール」の実

施及び入賞作品の発表をした。

ウ 読書活動の支援,啓 発

・学校図書館 を開放 した。

・読書ボランティアを発掘,育 成した。

・「図書室だより」を児童生徒等に配布すると

ともに,町 内各公民館にも設置した。

・PTAや 読書 グループによ り読書活動を支

援 した。



のである。そうすることで,読 む時間や冊数

が増加し,本 の内容な ども選択できるように

なるだろうと考えられる。

② 全体 を通 して

・子どもの読みたい本や調べ学習 に必要な本

を増や し,購 入希望 を取 りまとめ,学 校図

書室や学級文庫等身近な読書環境 を更に整

備,充 実させる必要がある。

・図書館教育を推進 していく上で
,学 校での

系統だった読書指導,す なわち系統性をも

った細かい年間計画が必要である。

・子 ども一人一人の読書意欲 に個人差がある

ため,読 書に消極的な子 どもへの働きかけ

の工夫,方 策を考 える必要がある。

・読書による人間形成 を促すためには,家 庭

での読書の習慣化,活 性化 を図ることが必

要である。本を通 して親子の心の交流やよ

り深い感動体験 をさせる取組を継続 してい

く必要がある。

・子 どもが本に親 しみ,読 書意欲を更 に向上

させるために,保 護者や図書ボランティア

の協力や支援な ど学校,家 庭,地 域が一体

となった指導や活動を継続的に展開し,さ

らに強化する必要がある。

イ どこで本 を読んでいるか

次 のグラフのとお り,「 本を読む場所」が

「学校の教室」の小学生は25%(昨 年度25%),

中学生は22%(前 年度27%)で あ り,「学校の

図書室」の小学生12%(前 年度8%),中 学生

1%(前 年度6%)を 大きく上回っている。 こ

のことは,朝 読等で身近に学級文庫等があり,

わざわざ図書室に行かなくて も本を読む こと

ができるということが予想される。 しか し,

小学生において 「本を読む場所」としてr学 校

の図書室」を挙げる者が前年度8%か ら今年

度12%と 増えていることか ら,魅 力ある図書

室づ くりが着実にできているということが言

える。

また,「 本を読 む場所」が 「家」の小学生は

55%(前 年度61%),中 学生は66%(前 年度

58%)で あり,家 庭での読書環境づ くりの大

切 さ,す なわち意識的な家庭での働きかけの

重要性が分かる。家族での読書タイム,読 み

聞かせ等読書環境づくりをすることで,少 し

で も読書 をする時 間をもつ ようにしたい も



広島県教育委員会

推進地域名 甲 山 町

1.推 進 地 域 の概 要

(1)地 域 の概 要

甲山町は,広 島県中部の丘隆性台地の東部

に位置 し,総 面積99.79k㎡,人 口約7,100人

の町である。本町のまちづくりは,「 住んで

良かった」 「住み続けたい」と思える町,そ

して 「ふるさと」として愛着をもつことがで

きる,誇 れる町を創造することを目指してい

る。また,人 がいきいきと輝 くまちづくりを

教育 ・文化における基本 目標に掲げている。

中山間地域である甲山町には甲山,宇 津戸,

中央,伊 尾,東 の5つ の小学校があり,町 の

西部に中学校1校,生 涯学習の場 として町内

に5地 区の公民館がある。また,教 育委員会

事務所に隣接 して図書館と史跡今高野山境内

に大田庄歴史館もある。

本事業の該当区域は世帯数2,371世 帯,人 口

7,031人,児 童数258人 である。平成2年 度に

町立図書館を設置した。学校 においては,平

成5年 度か ら 「学校図書館図書標準」 により

図書の整備を行い,学 校及び地域における図

書館教育の推進 を図ってきた。それ と相伴っ

て,平 成2年 度以降,子 どもの読書量も増え,

読書習慣が身に付き,読 書に対する関心 と意

欲が高まってきた。また,地 域では,本 を媒

体 としたコミュニティ活動が盛んに行われる

とともに,読 書会や読み聞かせの会等の自主

的なグループやボランティア活動団体が生ま

れ,そ れぞれに活動が活性化 している。

(2)推 進 協 力 校 の概 要

1

2

学校名

甲山町立東小学校

甲山町立甲山中学校

児童 ・生徒数

41

206

学級数

5

6

① 東小学校

「確かな学力と豊かな心をそなえた活気のあ

る子どもの育成」を教育目標に掲げ,求 める学

校像の一つの柱 として 「朝の読書タイムをはじ

め読書活動を推進する」ことを設定し,(1)読

書環境の整備(2)保 護者 ・地域及び関係機関と

の連携を柱に,読 書量の向上等に成果を上げて

いる。本事業2年 次は,子 どもが読書 しやすい

家庭環境づ くりに努め,甲 山中学校 とともに親

子読書の推進を重点的に進めている。

② 甲山中学校

事業1年 次は,生 徒の読書意欲の向上を主目

標に掲げ,毎 朝の読書活動の推進,読 書地域ボ

ランティアとの連携,図 書の配架等の図書室環

境整備に主に取 り組んできた。

2年 次は,教 育補助員の採用によ り図書室の

整備 ・充実を一層進めることができ,成 果 とし

て,図 書室の学習センターとしての機能化を図

ることができ,多 様な学習活動を実現 している。

(3)協 力 機 関等

市町村名

推進協力校

協力機関名

甲山町 地域の範囲 甲山町全域

甲山町立東小学校 甲山町立甲山中学校

東小学校PTA甲 山中学校PTA

読み聞かせの会 図書館協議会

2.実 践研究の概要

児童 ・生徒の読書意欲の向上と読書習慣の形成

のために,学 校,家 庭 ・地域の充実 した取組及び

連携の在 り方を研究する。

○ 研究の内容

・児童 ・生徒の読書意欲向上のための学校の読

書環境整備の在 り方について

・児童 ・生徒の読書習慣形成のための学校 と家

庭 ・地域との連携の在り方について

○ 成果

・小学生においては,学 校の充実した取組が,

児童の読書意欲の向上及び保護者の意識改革

(親子読書の実施)へ と直結 した。



実施つながった。読書朝会に保護者グルー

プが読み聞かせをする時もあり,子 どもた

ちはその日を楽 しみにしている。保護者が

行 うことで連携もとれ,家 庭での話題の一

つになった。

・読書参観 日では児童が読んだ本を基に,個 々

の担当の絵を作成し発表 した。参観 日という

こともあり,保 護者も読書にふれる機会とな

った。

→保護者へのアンケー ト調査 「読書参観 日に

ついて」

「読書参観 日についてどう思いますか。」

・これまでにないよい取組である。(85%)

【中学校】

・学校図書館運営が活発かつ機能的になった。

→毎 日,昼 休憩に学校図書館を開館し,本 の

貸し出し等が実施できた。夏季休業中は,

日時を決めて貸し出し業務が実施できた。

→アンケー ト調査 「読む本を手に入れる先」

によると,学 校図書館 ・公立図書館が平成

14年 度12%→ 平成15年 度27%に 増加。

・教科 ・総合的な学習の時間等での学校図書館

の活用が位置付き,本 の帯づ くり,献 立づく

り,歴 史新聞づくり等,多 様な学習活動を実

施 した。

→学校図書館の活用状況は,国 語6学 年,社

会1学 年,美 術1学 年,家 庭科2学 年,総

合的な学習の時間7学 年の実績 となった

(数字は年間の延べ学年数)。

・推進協力校の成果を,甲 山町内の小 ・中学校

へ還元することができた。

○ 課題

・中学校の2年 次の取組が生徒の読書意欲の喚

起につながらなかったこと。

・個に応じた読書指導を実施すること。

3.実 践 研 究 の 内容 及 び成 果

【小 ・中学校共通】

・朝の読書タイムを設置し,年 間を通じて実施

した。

【東小学校】

・公立図書館との連携による,全 児童の貸出カ

ー ドの作成の結果,公 立図書館の活用状況数

が増加 した。

→アンケー ト調査 「読む本を手に入れる先」

によると,「 図書室 ・公立図書館」が平成

14年 度21%→ 平成15年 度51%に 増加。

・保護者による読み聞かせグループの発足と学

校での読み聞かせ及び教職員による本の読

み聞かせの実施を通じて,読 み聞かせを楽 し

みにす る児童が増加 した。

→アンケー ト調査 「本 の読み聞かせは好き

か」 によると,「大好き」が平成14年 度

30%→70%に 増力口。

・読書参観 日等 を通して,保 護者に学校の取組

を広報 した。



一 ト結果か ら
,「 あまり好きではない」が平

成14年 度21%→ 平成15年 度34%に 増加 した。

→希望図書の購入等,個 に応 じた読書指導の

充実が必要である。

(学校図書館図書標準の達成状況151%

平成15年9月 時)

【地域住民の要望】

○ 行政に対 して

・保育所から小 ・中学校,高 校と一貫 した取組

を実施すること。

・開設時間を延長する等,地 域住民の利用を考

えた公立図書館を運営すること。

・学級文庫を設置した。→学級文庫200冊,図

書室400冊 の増加。

・地域読書ボランティアと連携した。

→継続的に読み聞かせを実施することができ

た。

・読書講演会の実施

保護者,教 職員,地 域住民を対象とした読書

講演会を開催 した。講演後の質疑応答では,作

家からのお勧め本や本の読み方など,読 み聞か

せや読書を進める上での活発な意見交流がなさ

れた。

4今 後の課題等

【小学校】

○ 個に応じた指導 ・助言の実施

・学校図書館の利用状況調査によると
,学 校図

書館を利用する児童の傾向が,よ く利用する

児童とそうでない児童 と二層化 しているので,

個に応じた指導の工夫が必要となっている。

○ 読書環境整備の推進

・計画的な図書購入を進めること。

(学校図書館図書標準の達成状況78.4%

平成15年9月 時)

【中学校】

○ 個に応 じた指導 ・助言の充実

・ 「学校図書館の利用状況」について
,ア ンケ

ー ト結果から
,学 校図書館をほとんど利用し

ない生徒が半数近くみられた。

・ 「本を読むことが好きか」について,ア ンケ



山口県教育委員会

i進 地域名[大 島 町

1.推 進地域の概要

q)地 域の概要

本町は,山 口県東南部,瀬 戸内海3番 目の

大きさをもつ屋代島西部に位置し,昭 和51年

に開通 した 「大島大橋」により本州 とつなが

っている。

町立の小中学校は小学校4校,中 学校3校

であるが,い ずれも小規模校で読書を柱に子

どもの生きる力を育成しようと,本 事業に取

り組んできた。

(2)推 進協力校の概要

1

2

3

4

5

6

7

学 校 名

大島町立三蒲小学校

大島町立屋代小学校

大島町立明新小学校

大島町立沖浦小学校

大島町立蒲野中学校

大島町立大島中学校

大島町立沖浦中学校

児童・生徒数

47

30

124

28

23

81

28

学級数

6

4

6

3

3

3

3

① 大島町立三蒲小学校

「読書を楽しむ子どもを目指して」のテーマ

で,全 学年の朝の読書,高 学年による低学年へ

の読み聞かせ,週 一回全校読書に取り組んだ。

読書環境の整備に努め,保 護者に向けた啓

発活動を月一回の割合で継続 している。児童

の貸出総数は,2年 間で727冊 から1,202冊 に

増加 した。

② 大島町立屋代小学校

「出会いの場の設定を仕組む」をテーマに

朝の読書の取 り組みや全教員による読み聞か

せを続けた。特に低学年では 「読み聞かせ100

冊」を目標 にしていたが,読 み聞かせた本は

195冊 となった。

また,上 級生か ら下級生への 「お話し宅急

便」や絵本づくり,保 育園訪問にも取 り組む

とともに,図 書室の雰囲気づ くり,本 の紹介

方法を工夫 し,教 科との関連を図った図書館

運営に努力した。学校便 りにおいて 「読書コ

ーナー」を設け
,読 書活動情報の提供を続け

ている。

③ 大島町立明新小学校

「広げよう読書の輪 と人の輪」をテーマに, ,

週3回 全校で朝の読書を実施した。その内,

週2回 は高学年児童が2名 交替で1年 生に読

み聞かせをしている。

また,委 員会による 「お薦めの本コーナー」

や 「図書新聞」の発行を行 った。校舎が2棟 あ

ることか ら学校図書館を2か 所に設け,夏 期

休業 中も平 日はすべて学校図書館 を開放 し

た。PTA集 会では,親 子読書の勧めに取 り

組んだ。読後の読書カー ドや読書記録をつけ

る児童も増えた。

④ 大島町立沖浦小学校

「子 どもたちに読書の楽しさを」ということ

をテーマに週2回 「読書タイム」を設定 した。

また,子 ども読書まつりを行い,公 立図書

館長を招き読み聞かせを行 うとともに,家 族

や友だちに向けた読書郵便,上 級生か ら下級

生ヘエプロンシアターも行 った。

児童のカルチャー委員会では雨天の昼休み

に読み聞かせを実施した。教科の発展として

の読み物教材の開発にも取 り組んだ。

⑤ 大島町立蒲野中学校

「豊かな心をはぐくむ読書活動の推進」を

テーマに平成7年 度か ら朝の読書に取 り組

み,現 在では毎朝20分 間行っている。本の紹

介活動として,ブ ック トーク,ス トー リーテ

リング,生 徒同士の本の紹介,放 送での広報

活動な どを行った。

平成6年 から地域全体へ図書の貸出,図 書館

便りの配布,平 成12年からはPTA図 書を設け

各家庭を巡回させ親子読書を進めている。敬老

の日には高齢者に読書郵便も届けている。

なお,平 成13年 度に読書活動優秀実践校文

部科学大臣賞を受賞している。

⑥ 大島町立大島中学校



「本との出会いを意図的に仕組む」をテーマ

に朝の読書や読書マラソンの実施,授 業におけ

るアニマシオンなどの読書指導,町 立図書館と

の連携による総合的な学習の時間での利用指導

に取 り組んだ。読書ノー トの指導では,2年 連

続で山口県優秀校賞を受賞している。

月ごとに図書室運営のテーマを決め,本 の

展示や紹介を委員会活動で取 り組み,購 入希

望図書の集約や年間多読の生徒の表彰などを

意欲的に行っている。また,町 立図書館 に全

員が登録し利用方法,レ ファレンスサービス

の学習をした。

さらに,畳 敷きの第二図書室を設け読書環

境の整備にも取 り組んだ。

⑦ 大島町立沖浦中学校

「感動を共有することで知る読書の楽 しさ」

をテーマに,毎 日の給食待ち時間を読書タイ

ムにしている。個別の読書ファイルを持たせ

意欲付けを図っている。また,町 立図書館か

ら2か 月に一度生徒の希望テーマによ り団体

貸出を続けている。

さ らに,家 庭での親子共通の読書体験の充

実を求め,家 庭に本の回覧を開始 した。国語

科では,ブ ック トークや私の薦める一冊の本

の紹介 に取 り組んでいる。学校便 りでの啓発

活動推進や,他 教科での読書指導も意欲的に

進めた。

(3)協 力機関等

① 大島町立大島図書館

日常の業務と主催行事を通して子どもたちの

読書活動の推進に取 り組んでいる。小学生対象

では,館 内見学,カ ウンター業務体験,紙 芝居

鑑賞などを,中 学生には,教 科や総合的な学習

の時間での貸出,レ ファレンスサービスを行い,

職場体験学習にも協力をしている。

図書館行事 としては,エ プロンシアターの

会,お はなし会,図 書館まつりを行っている。

また,町 内全保護者から求めた 「親が子ど

もに薦める一冊の本」のアンケー ト中で,図

書館 にある本をリス トアップし,展 示紹介を

した。各学校の求めに応じた団体貸出も,2

か月に一度行っている。

本年度,す べての小中学校 との連携を組み

込んだ年間計画表を作成 した。それによ り,

平素の読書活動や利用指導,出 前読み聞かせ

な どが充実した。

② 保護者地域の取組

保護者や地域との連携は,基 本的に各学校

で取 り組んだ。小学校では読み聞かせのボラ

ンティアを行 う保護者も増えた。

全町的には「親が子 どもに薦める一冊の本」

の集約や配布の協力,町PTA研 修会で 「本

を通してふれあう家族」をテーマに児童作家

の講演や,家 庭の親子読書体験を話し合った

り 「読書フェスタin大 島」に参加した。

③ 学校週5日 制対応事業 「読書のすすめの会」

町内の小学生40数 名が参加 している。その

指導者は,学 校の教員やボランティアの方々

が,月2回 の土曜 日に協力している。

④ 児童クラブ(学 童保育)に おける取組

放課後に,児 童クラブの指導員が当番制で

読み聞かせや本の貸し出しを行った。また,

参観 日には本の展示,親 子読書の読書相談を

するな ど積極的に活動をしている。

⑤ 町青少年育成町民会議の協力

町青少年健全育成大会アピ「ル文の中で読

書の必要性を町民に訴えるとともに,子 ども

の読書活動推進法に基づいた記念イベントで

ある 「読書フェスタin大 島」を財政的にバッ

クアップした。

⑥ 町行政

町広報誌の紙面に,読 書活動推進委員会の

取組,関 係機関の取組,各 学校の取組,保 護

者の家庭での取組の記事を,1年 半にわたり

掲載し続けた。

また,町 の教育方針の柱の一つとして読書

活動を位置付けリー ドした。



(2)家 庭,地 域 を含 めた啓発活動 について

各学校 における学校便 り,学 級便 り,図 書

館便 り,町 広報紙,読 書 の勧 め リー フレッ ト,

PTA研 修会な ど,様 々な啓発活動 を行 った。

ア 保護者 の読書情報 への関心 も増 した。

2.実 践研究の概要

本事業の推進にかかわって,「 大島町子 ども

の読書推進委員会」を教員 ・保護者 ・有識者 ・

町教委の19名 で立ち上げた。

その会の構成を,① 読書指導部会,② 読書啓

発部会,③ 学校 ・公立図書館連携部会,④ 施設・

設備検討部会の4部 会構成とし,事 務局を町教委

とした。

活動方針 を次の4項 目とし,実践研究 をした。

① 学校における読書活動の推進

② 家庭,地 域を含めた啓発活動の推進

③ 公立図書館,学 校図書館,関 係団体 との連

携推進

④ 図書館運営の諸条件の整備 ・充実

推進委員会を毎月開催 し,4部 会の情報交換

や 目標の進捗状況の確認,調 査,委 員の研修,

学校 と他機関の連絡調整等を行 った。

3.実 践研究の内容及び成果

(1)学 校における読書活動について

上述のような取組の結果,子 どもの読書へ

の意欲 ・態度の変化が何点かみ られた。

ア 子 どもの読書行動に変化が生まれた。



(3)公 立図書館,学 校図書館,関 係団体との連

携 について

双方の連携強化により,小 中学生の個人 ・

団体の貸出冊数が大幅に増加 した。

4.今 後の課題等

学校では,読 書への意欲が平素の学習の態度

の向上に波及 した。公立図書館では,館 内の態

度や貸出冊数の向上と大きな成果 を上げた。

町教委は,平 成16年 度における本事業推進の

予算化を図ったが,こ の推進活動 を定着させる

ため以下のような課題が挙げられる。

① 地域指定終了後 の事業推進の組織化

② 読書活動推進 リーダーの確保 と育成

③ 読書ボランティア育成等の推進体制

④ 図書館相互のネッ トワーク化 と施設充実



朝の読書 を継続的に行 うことにより本を読

む楽 しみを知ることができる児童生徒が増え

た。中学校は,「 みんなで ・毎 日 ・好 きな本

を ・ただ読むだけ」を原則 に,小 学校では,

適宜読み聞かせの日も設定 して行 ってきた。

② 読書活動推進活動

図書館祭 り,町 立図書館 の見学,読 書ア

ンケー ト等様々な読書活動推進 のための活

動 を行 っている。

定期的 に図書館だよ りを発行 し,新 刊 図

書の紹介や読書案内,情 報提供 を行 う。

(3)読 み聞かせ,お はなし会

地域のボンティアグループの協力によ り行

っている。更 に充実 した活動 にな るよう環

境 を整える必要を考えている。

(4)町 立図書館 との連携

調べ学習やその他の活動に町立図書館を利

用 し,連 携 している。総合的な学習の時間な

どには,学 校図書館にはない本を利用 しての

学習が行われる。

徳島県教育委員会

推進地域名1三 加 茂 町

1推 進地域の概要

(1)地 域の概要

三加茂町は,人 口約10,100人 で町内には中

学校が1校 と小学校が4校 ある。各校 とも図

書館整備 されている。おはな しボランティア

グループ 「どんぐりの会」が活発 に活動 して

お り,各 学校 との連携がとれている。15年 度

か らはブックスター トも実施 している。

(2)推 進協力校の概要

学級数児童生徒数学校名

6198三加茂町立三庄小学校1

317三加茂町立西庄小学校2

13366三加茂町立三加茂中学校3

① 三加茂中学校

平成14年 に移転新設された町立図書館が学

校図書館 と同じ場所 にある。1階 が町立図書

館で2階 が学校図書館 となってお り,お 互 い

に連携 を深めた活動を行っている。

② 三庄小学校

保護者の読み聞かせグループの活動が活発

で児童に読み聞かせを行っている。町立図書

館に近く利用者も多い。

③ 西庄小学校

小規模校であるが,読 書活動に関 しては,

学校 と して まとま りがある活動 がで きてお

り,町 立図書館での団体貸出も多 く利用 して

いる。

(3)協 力機関等

三加茂町立図書館は,学 校図書館に多 くの

団体貸出をしてお り,総 合的な学習の時間等

の資料についても,蔵 書数の少ない学校にと

っては欠かせない協力機関となっている。

三加茂町読書振興協議会

2実 践研究の概要

(1)朝 の読書時間の充実



開催 し,好 評であった。

④ 町立図書館では,子 どもたちに手づくりの

絵本を作 って もらい図書館に展示 した。中学

校の学校図書館の一階が町立図書館になって

いることもあり昼休みや放課後や総合学習に

活用されている。小学校も少 し距離はあるが

総合的な学習の時間や団体貸出で利用してい

る。授業で利用することで親 しみ,休 日に個

人や家族で町立図書館の利用が多 くなった。

⑤ 三加茂 町教 育委員会 のブックスター トに

伴い,町 立図書館に赤ちゃん本のコーナーを

作った。0歳 の時か ら本に親 しむ ことの大切

さが図書館を利用する人に伝わ りつつある。

(2)実 践研 究の成果

① アンケー トよ り(朝 の読書)

※朝 の読書 によ って,生 活 に落ち着きが見

られ,学 習面 において も集 中力が増 し,

自 ら学ぶ姿 が見 られ るよ うになった。

・「1学 期 まではあま り本を読 まなかったけ

れ ど,朝 読の時間のおかげでよく本 を読ん

だ り買った りしている。本を読むようにな

ってか らいろいろなことを知 ることができ

る。朝読の時間はかな りサイコーです。」

(中学1年 女子)

・「私 は朝読が始 まるまでは,本 を読む こと

が面倒で,大 嫌いでした。けれど朝の読書

の時間が始まって,最 初はいやだったけれ

ど,日 を重ねて読んでい くうちにとても本

を読むことが好きになりました。」

(中学2年 女子)

・「朝 の読書の時間が あったか ら本を読むよ

うになった。」(中 学2年 男子)

・「朝 の読書があっていいと思います。部活

な どで読書する時間がないので朝な ら集中

して読めます。それに朝読でいろいろ読む

ともっと読んでみようと思えてきます。」

(中学2年 男子)

② 各校が実施 したアンケー トの結果よ り,一

部抜粋したものが次のグラフである。研 究成

(5)家 庭読書活動の推進

児童生徒の保護者が学校でボランティアの

読み聞かせをす るなど,家 庭で本のことを話

す機会が増えた。学校図書館だよ りを出す こ

とで,家 庭へ子 どもた ちが好んで読んでい

る本等が伝わ り,家 庭読書活動が活性化さ

れている。

(6)学 校図書館,町 立図書館の長期休業 中の

積極的開放 を行 う。

3実 践研究の内容及び成果

(1)具 体的な取組の留意点

① 朝の読書は各学校すべて実施 している。朝

の読書 にともない,学 級文庫の充実を図った

り生徒 の興味関心に応じた図書の購入を行っ

た り図書館の環境整備 に取 り組んでいる。

② 三加茂中学校では

夏休みに図書委員を

中心に本に関す るア

ンケー トを実施 し,

その結果を大判の画

用紙にまとめて生徒

廊下に掲示 した。生

徒の関心意欲が高ま

り,立 ち止まって見

}り 一}、s

③ 三庄小学校では,保 護者で結成 しているボ

ランティアグループによる読み聞かせを実施

している。最初は低学年 と中学年の実施だっ

た高学年にも実施した。 自分で読むだけでな

く,先 生が読むのでもな く,保 護者が読み聞

かせる ことにより,家 庭で読んでもらってい

る感 じが して楽 しく喜んで読み聞かせを聞く

ことができるようになった。西庄小学校では,

児童 と児童の保護者を対象におはなしポラン

ティアグループの 「どん ぐりの会」に読み聞

かせ会 を開催 してもらった。子どもたちも食

い入るよ うに聞き入っていた。三加茂中学校

では,お はなしボランティアグループの代表

者を招き,生 徒に読書に関す る講演会を2回



左下のグラフか ら,学 校で本を読む割合が

大 きく増加 していることが分かる。それに比

べ家庭や図書館で本を読む児童が,や や減っ

ているが,町 立 図書館 で借 りて学校で読む

という生活が,定 着 してきた と言 える。

③ 今年度か ら,三 加茂 町が始 めた ブックス

ター トの取組は,町 立 図書館 と連携する こ

とで効果 を上げた。 この活動 は,来 館する

子 ど もた ちや地 域 の人 た ちへ の啓 発 とな

り,赤 ちゃんの本のコーナーで立 ち止まる

姿 も見 られた。生まれ たときか ら生涯 を通

じて の読 書 の大切 さを伝 え る ことがで き

た。

4.今 後の課題等

(1)読 書活動の更なる推進

・朝の読書の効果 は大きいが,読 書をまだ好

きになれない子 どもたちのためにも,朝 の

読書や全校一斉読書を継続させる。

・各学校 におけ る読書活動行事 ,図 書委員

会の活動 を更 に充実 させ る。

・学校教職員の読書活動や ,図 書館の活用

方法などに関す る研修 を行 う。

(2)学 校 ・地域 ・図書館 の連携の強化

・保護者や,地 域ボ ランティアグループ と

の連携の方法 を今の読 み聞かせ以外 にも

工夫 し,様 々なかたちで連携する。

(3)学 校,町 立図書館 の充実

・蔵書の量的,質 的な充実 に努める。

・本 の紹介 ,ポ ス ターの掲示な ど,読 書 に

対す る関心が高 まる環境 整備 に努め る。

・デー タベース化 された図書を更 に有効活

用できるよう工夫す る。

(4)家 庭読書への移行

・学校で,時 間を設 けて本を読 んだ り,調

べ学習の習慣化 は図れつつあるが,さ ら

に読書 を家庭 生活の 中に位置付 け,生 涯

学習 の視点か らの読書習慣 を身に付 ける

ような取組を,地 域全体で進 めて いきた

い。

果が如実に表れるものもあった。

※読書が好きですか?(三 加茂中学校調べ)

このグラフか らも分かるように読書が好きとい

う生徒が徐々に増加 し,嫌 いな生徒が減少 してい
あいまい

る。普通と答えていた曖 昧な生徒も減少してお り,

何よ りの効果である。

※朝の読み聞かせが好きですか?

(三庄小学校調べ)

(平成14年 度)(平 成15年 度)

地域 ・家庭 ・学校がボ ランティア活動を通 じ

て連携され,子 どもたちの本に対する興味が

増 している。また,保 護者による読み聞かせ

によって保護者の方にも本を読む楽しさや大

切 さが伝わ り,家 庭で本の話を親子でするよ

うになった。

※本 はどこで読みますか?(西 庄小学校調べ)



(3)春 日市民図書館の概要

平成7年4

月,複 合文化

施設 「春日市

ふれあい文化

センター」が

設立された。

その中核 となる図書館部門として,春 日市民

図書館が開館 した。旧図書室蔵書を基礎 とし

て,開 館時は,蔵 書数約15万 冊,雑 誌タイ ト

ル数約400タ イ トル,視 聴覚資料約5000点 で

スター トし,そ の後,年 々所蔵資料も質 ・量

ともに充実 し(現 在では約26万 冊 の蔵書を有

する),利 用者も増加している。

2.実 践研究の概要

読書活動推進の取組を通して,児 童の読書力

の高ま りと読書量の増加に関する調査研究を行

うとともに,読 書活動が児童に与える影響につ

いて明らかにする。

3.実 践研究の内容及び成果

(1)教 育課程における読書活動の設定

① 朝の読書

毎朝15分

間,全 学年

の児童 を対

象 と して,

児童が 興味

・関心 を も

つ本を選んで,朝 の読書を行う。

② 本の読み聞かせ

毎月1回,

朝の読書 の

時間や昼休

みの時 間を

活 用 して,

全 学級 にお

いて,PTA役 員や保護者をはじめとするは

ボランティアの方々,近 隣の中学生,高 学年

児童による読み聞かせを行う。

福岡県教育委員会

福岡県春日市i地 域名1

1.推 進地域の概要

(1)地 域の概要

本市は,福 岡都市圏の中央部に位置 し,福

岡市の南側 に隣接 している。福岡県内で一番
　

面積 の小さな市(14.15㎞)で あるが,福 岡

都市 圏の住 宅地 と して の性格 が強 く,現 在 は

108,649人(H15・5・1)で,県 下 市町村で5番

目に人 口が 多 い市で ある。 また,西 日本 にお

いて,2番 目に人 口密度が 高い市 であ る。現

在,市 内にお ける学校数 は,小 学校11校,中

学校6校,計17校 で ある。

(2)推 進協力校 の概 要

学級数児童数学校名

12362春日市立 日の出小学校1

20580春日市立春日北小学校2

20603春日市立須玖小学校3

371,212春 日市立春 日西小学校4

① 春 日市立 日の出小学校

「地域を愛 し,た くましく生きる子どもの

育成」を教育 目標として,市 内で最も児童数

の少ない学校で,1自 治区1小 学校の利点を

生かした地域コミュニティーづくりを推進 し

ている。

② 春 日市立春 日北小学校

「生きる力にあふれ,夢 に向かってチャレ

ンジし続ける子どもを育てる」を教育目標と

して,生 徒指導の機能を生かした教育活動を

展開している。

③ 春 日市立須玖小学校

「思いや りの心をもち,物 事を進んで行う

子どもの育成」を教育 目標 として,道 徳教育

を中心とした心の教育を推進 している。

④ 春 日市立春日西小学校

「地域のよさを学び,文 化創造の担い手と

して生きる力を身につけた子 どもを育てる」

ことを教育 目標 として,県 下で最 も児童数の

多い学校であるという実態を踏まえて,地 域

との連携 ・協力を推進 している。



る。

(3}春 日市民図書館 との連携

① 児童への本の貸 し出し

毎 週1回,

移動 図書館た

ん ぽぽ号 を活

用 して,児 童

の リクエス ト

図書 の貸 し出

しを行う。

② 学校への団体貸し出し

学年 ごとの年間計画を市民図書館へ提 出

し,各 教科 ・道徳 ・特別活動 ・総合的な学習

の時間における学習内容に沿った本をまとめ

て借用する。また,大 型絵本,パ ネル シアタ

ー,エ プロンシアター,て ぶくろ人形,布 絵

本など借用する。

(4)家 庭や地域との連携

① 読み聞かせボランティアの活動

保護者や地

域住民に対 し

て,読 み聞か

せボランティ

アへの参加を

広く募集する。

また,ボ ラン

ティアを各学級に割 り当て,年 間の活動計画

を立てて読み聞かせを実践する。読み聞かせ

実施後には,記 録簿へ記載を行い,お 互 いの

情報交換を行 う。さらに,読 み聞かせの学習

会として,読 み聞かせの様子 をお互いに参観

した り,読 み聞かせ方法や本の選択方法につ

いて協議 した りする。

② 図書室の地域開放

毎週1回,放 課後1時 間程度,地 域住民に

図書室を開放する。ボランティアが推進員 と

して運営し,幼 児 ・小中学生 ・保護者をはじ

め地域住民へ本の貸し出しを行 う。また,ボ

(2)児 童会活動における読書活動の推進

① 日常的な取組

図書委員会

によって,各

クラスでなる

べ く多 くの読

書を行うよう

に呼びかける

(「100冊読書」の取組など)。 また,校 内の

テ レビ放送や図書室の各コーナーを利用 し

て,新 刊図書やおすすめ本の紹介を行 う。さ

らに,図 書室だよりの配布や図書室の環境づ

くりを行 う。

② 読書月間における取組

高学年児童による読み聞かせの実施や,本

に関するクイズ(間 違い探し ・クロスワー ド

パズル等)の 作成,本 のしおり作成,図 書新

聞の作成などを行 う。

③ 児童集会における取組

図書委員会

が,図 書館利

用の状況や貸

し出しベス ト

テンなどの発

表を行う。ま

た,図 書委員

会が中心 とな

って,10～15

人程度の縦割

りグループをつくらせ,高 学年児童による読み

聞かせを実施する異年齢交流を行う。

(3)校 務分掌における組織の設置

教務主任,学 校司書,司 書教諭,各 学年の

教職員1名 等で構成する読書活動推進委員会

を設置 し,毎学期1～2回 程度開催している。

具体的な協議内容は,図 書室活用の年間計画

の作成,児 童への読書活動アンケー トの作成,

地域のボランティアの募集,図 書購入 リス ト

の作成など読書活動の計画 ・実践 ・評価であ



た。そ の結果,グ ラフ3が 示す よ うに,月 別

にみれ ば若干 の増減 がみ られ るものの,す べ

て の協 力校 で年間 を通 して1.2～1。8倍 の読書

量の増加 が見 られ る。

(3)そ の他

読書活動の影響について,全 学年を対象に

して,児 童へのアンケー トを実施 した。その

結果,グ ラフ4が 示すように,児 童は読書が

自分の役に立っていると感 じていることや,

家庭における過ごし方が変容していることが

明 らかになった。

4.今 後の課題等

・読書活動を更に充実させるために,年 間計

画の内容を充実 させること。

・市民図書館を活用する児童が比較的少ない

ため,活 用を促進すること。

・家庭での親子読書が少ないことから,保 護

者への働きかけを行 うこと。

・読書量を更に増やすために,児 童にとって

魅力のある本の選定 ・購入を行 うこと。

・司書教諭 と学校司書の役割の明確化
,連 携

の強化を行うこと。

ランティアが,幼 児や小学生に対 して読み聞

かせ を行 う。

〈実践研 究 の成果 〉

(1)読 書力 の高 ま り

読 書 力 の高 ま りにつ いて,初 年 度(H14)

に1・3・5年 生 を対 象 に,次 年度(H15)に

2・4・6年 生 を対象 に調査 を行 った。そ の結

果,す べての協 力校で,2・4・6年 の いず れ

の学年 にお いて も読書 力の伸 びが見 られた 。

特 に,グ ラフ1が 示す よ うに,小 学校4年 生

の読書 力の伸びが顕著 だった。グ ラフ2は,

読書 力の下位 能力であ る読字 力,語 彙 力,文

法力,読 解 ・鑑賞力の4項 目にお ける伸び を

示す。

(2)読 書量の増加

読書量の増加について,全 学年の児童を対

象として,初 年度(H14)と 次年度(H15)の

図書室の本の貸 し出 し冊数 を月別に調査 し



熊本県教育委員会

1雛 地域名1大 津 町1
1.推 進地域の概要

(1)地 域の概要

熊本県菊池郡大津町は,熊 本市の北東部に

位置 し,阿 蘇への入 り口の宿場町として発展

してきた町である。ッッジと唐芋を特色に本

田技研の進出で自動車関連の町 としても発展

している。

読書活動推進地域として大津中学校区にあ

る大津幼稚園,陣 内幼稚園,大 津小学校,大 津

南小学校,大 津中学校の2園 ・3校 を推進協

力校に指定した。

読書に関す る活動の現状としては,町 内の

室小学校が平成14年 度,大 津中学校が平成15

年度 「読書活動優秀実践校」として文部科学

大臣表彰を 「読書の日」に受賞した。町全体

としては,小学校の段階から,読書グループ等

による読み聞かせやファミリー読書等の取組

も盛んに行われてお り,本 に親 しむ子 どもた

ちが育っている。特に,今 回の協力校である

2園 ・3校 においては,朝 の一斉読書や保護

者や読書ボランティアによる読み聞かせ等が

活発に行われている。

(2)推 進協力校の概要

1

2

3

4

5

学校名

大津町立大津小学校

大津町立大津南小学校

大津町立大津中学校

大津町立大津幼稚園

大津町立陣内幼稚園

児童 ・生徒数

839

269

539

175

69

学級数

28

11

19

6

3

① 大津 小学校

蔵書 数8,941冊 ・司書教諭1名 ・司書補1名

② 大津 南小学校

蔵書数5,606冊 ・図書主任 ・司書補1名

③ 大津 中学校

蔵書数15,622冊 ・司書教諭1名 ・司書1名

(3)協 力機 関等

・おおつ 図書館 ・県立 図書館 ・町内司書部 会

2.実 践研究の概要

(1)朝 の読書活動の推進 と充実

・朝の読書活動年間計画

・朝の読書活動に関する校内研修の実施

・読書ボランティア,担 任,副 担任による読

み聞かせ,PTA父 親委員会による読み聞かせ

・「こども読書の 日」 に担任及び副担任が読

み聞かせ

・おおつ図書館及び県立図書館子 ども文庫の

利用

② 読書活動の充実

① 授業や教育活動における読書ボランティア

やPTAの 導入による読み聞かせの実施

② 読書時間の確保

・国語の時間に 「図書の時間」を実施

・2 ,3年 生の選択国語に読書コース開設

③ 児童生徒図書委員活動の充実

・全校集会で読書発表会

・校内放送や学級で読書案内

・学級文庫の運営

㈲ 調べ学習の充実

・調べ学習年間計画の作成

・担任及び教科担任 と司書教諭,図書館主任,

司書 との連携

・公共図書館や町内司書部会との連携

(4)幼 ・学校 ・公共図書館 ・家庭等との連携

・読書活動推進発表会への参加

・読書ボランティアやPTAと の連携や交流会

・幼稚園訪問及び交流会,家 庭読書の実施

・PTA文庫の設置及び活用

・おおつ図書館移動図書館の利用

・保護者による図書の貸出

・学校図書館オリエンテーションへの参加

・家庭文庫との連携

⑤ 読書環境の整備

・実態調査と分析による図書館資料等の点検

・図書館の整備

3.実 践研究の内容及び成果

(1)朝 の読書について



① 校内研修会で年間を通して 「みんなでやる・

毎日やる ・好きな本でよい ・ただ読むだけ」

の朝の読書4原 則が実現出来るようにはどう

した らいいかを,十 分話し合った。その結果

次の3点 を実践事項 とした。

・教室で,ま ず教員 自身が子 どもたちに読書

する姿を見せともに読書をする。

・県立図書館やおおつ図書館の本を利用した

学級文庫を設置 し,子 どもたちの身近に本

を置き読書意欲の喚起を図る。

・図書委員や学級担任が,常 に読書が学級 の

話題にのぼるように配慮する。

(2)読 書活動の充実について

① 読書ボランティアや保護者の導入

ア 幼稚園では,降 園時や毎週水曜 日に保護

者による読み聞かせを実施。

イ 学校では,「朝の読書の時間」に年間を通

じ週に1,2回 全学年で読み聞かせを実施。

ウ 中学校では,

・6月 と10月の読書月間中の1週 間全学級

で読書ボランティアやPTA父 親委員によ

る読み聞かせやブック トークを実施。

・年間を通 して毎週水曜 日の給食時間に読

書ボランティアによる朗読を実施。

・国語の研究授業 に読書ボランティアがゲ

ス トティチャー としてして参加。

(3)読 書時間の確保

① 各小 ・中学校 においては,「 朝 の読書」の

時間を年間を通して10分 ないし15分確保。

② 各小学校では,国 語の時間を 「図書の時間」

とし司書や担任による読み聞かせを実施。

③ 大津南小学校では潮 の読書の時間に,高学

年が低学年に読み聞かせを実施。

④ 中学校では,総 合的な時間に 「朝の読書」

や 「ブラックシアターコース」 を解 した り,

選択国語 に読書コースを開設 した りして,全

教職員の共通理解のもと読書する時間と場所

の確保を行う。

(4)児 童 ・生徒図書委員活動の充実

・自主的な図書の整理や選書活動を行 う。

・給食時間に校内放送で朗読や読書クイズ読

書案内などを行 う。

・学級文庫の運営を行 う。

・各小学校では,全校集会で読書発表会を行う。

・陣内幼稚園と大津南小学校,大 津中学校と

大津幼稚園との読書交流会で定期的に読み

聞かせや紙芝居を行 う。

㈲ 調べ学習の充実

① 各幼稚園においては,園 児の 「これなあに?」

を大切にして絵本や図鑑の整備に努める。

② 各小 ・中学校で調べ学習年間計画を作成

③ 担任や教科担任 と司書及び司書教諭 図書

主任との十分な打ち合わせをを大切にしなが

ら公共図書館や町内司書部会 との連携を深

め,必 要で役 に立つ資料提供を行 う。

④ 教科担任等は,授 業に必要な資料を事前に

チェックし,児 童 ・生徒がよ りよい情報に接

しやす いように資料提示の工夫を司書 ととも

に行 う。

(6)幼 ・学校 ・公共図書館 ・家庭等 との連携

① 読書活動推進会p等 による協力体制づ く

り。

② 読書ボランティアや各学校の図書館関係者

との合同研修会の実施。

・元RKKア ナウンサーの斉藤誠一氏を講師 に,

発音や朗読の合同研修会を行 い,よ りよい

読み聞かせについて研修 を行う。

・各園 ・各小 ・中学校では,読 書ボランティ

アとの交流会を学期 に1回 ほど行い,読 書

活動に対する共通理解を図る。

・各学校での読書ボランティアとの読み聞か

せ反省会では,読 み聞かせ用の選書や児童

生徒についての情報交換を行 う。

③ 家庭読書の実施。

・大津南小学校 においては,年 に4回 家庭読

書週間を設 け,家 庭読書カー ドを作成 し,

そのカー ドに読んだ本や感想を家族で書き

込んでもらい,家庭読書の推進を行っている。



・選書できる場を広げている。学校図書館(約

95%),町 図書館(約30%),書 店(約60%),友

達(10%)と 借 りた り購入 したりして読んで

いる

・読書活動推進の連携が更に強化された。

大津町には家庭文庫や読書グループがあ

る。それを土台としなが ら,校 区を越えた

交流が生まれ,人 のネッ トワークが広がっ

てきた。

各組織,施 設等 との連携により,図 書館

経営や読書実態等の情報交換もスムーズに

行われ,各 学校等での環境整備や読書推進

の研修,共 通理解に役立てることができた。

調べ学習に必要な資料の情報交換や相互

貸借がよ り円滑に行われるようになったた
そろ

め,よ い資料を揃えて提供でき,児童 ・生徒

の学習 を的確なものにすることができた。

4.今 後の課題等

① 教職員が一人一人の子 どもたちの個性を知

り,一 人一人の心を動かし,感 性を育てるよ

うな本を手渡す人になるよう努力すること。

② 読書活動に対する教職員の共通理解の徹底

③ 担任や教科担任と司書及び司書教諭等 との

連携による学び方を学ぶ時間の設定。

④ 各図書館等との更なる連 携の強化。

⑤ 今後施設面でも学校図書館を情報総合セン

ターとして整備していくことが大切。

・大津 中学校においては,年2回 家庭読書を

実施 している。

・大津幼稚園においては,毎 週水曜 日に保護

者の図書係による絵本の貸出を行い,親 子

で選書する喜びか ら家庭読書へと展開して

いる。

・陣内幼稚園では,お おつ図書館の移動図書

館車による貸出事務を保護者が手伝ってい

る。図書館への親 しみと選書する喜びか ら,

本への関心も高まり,家庭読書への広ま り

が出てきつつある。

④ 読書環境の整備

・各小 ・中学校 においては,読 書ボランティ

アや各園,学 校担当者の交流会における情

報交換で得た ことをもとに,個 性豊かな工

夫によ り,親 しみやすい読書案内板の作成

や子どもがゆっくりくつろげる空間作り及

び調べ学習 コーナーの設置な どを図った。

・小 ・中学校においては,季 節に応 じた掲示

物の作成や,本 のテーマ展示を行っている。

・大津中学校 においては,公共図書館 との連

携によるブック トラックを活用 した調べ学

習用図書の出前活用を実施している。

⑤ 成果

・全国平均読書冊数より,毎 月小学校で5冊

中学校で3.5冊 多 く読んでいる。小中学校

とも朝読書の肯定派が圧倒的に多い。本を

集中 して読む ことができ,落 ち着いた生活

態度や授業態度の児童生徒が多 くなった。

・本への関心が高まった。大津中学校の場合

を例にあげる と,1日 平均の入館者数が平

成12年 度は全校生の約30%だ ったが,平 成

15年度は約55%に 増加 している。

・読書の質的向上が見られるようになった。

5月 と10月 の読書調査によると,読 む本の

種類 として,特 に中学校 において は,小

説やノンフィクション等が大きく増加 して

いる



熊本県教育委員会

推進地域名 芦 北 町

1.推 進地域の概要

(1)地 域の概要

芦北町は,熊本県の南部に位置し,面積200.71

平方キロメー トル,人 口約17,000人,南 部に日

本三大急流の球磨川,西 部に天草諸島を望む芦

北海岸は八代海(不 知火海)に 面し,連 なる山々

の間を幾筋もの河川が流れ,豊 かな水と緑 そ

して美しい海が自然の幸とやす らぎを与えてく

れている。また,う たせ網による漁業,柑 橘類

の栽培などが盛んで,「観光うたせ船」や 「デコ

ポン」などは全国ブランドである。

現在,本 町には,小 学校12校,中 学校4校,

県立高等学校,養 護学校があるが,高 齢化 ・少

子化が進展し毎年児童生徒の減少する中,学 校

再編に取 り組んでいる。

(2)推 進協力校の概要

1

2

学校名

芦北町立佐敷小学校

芦北町立吉尾中学校

児童・生徒数

338

27

学級数

14

3

① 佐敷小学校

本町は,国 際交流の盛んな町で,佐 敷小学校

は,本 町が取 り組む 「カンボジアに学校を贈る

運動」の募金活動の中で,子 どもたちの 「自分

たちにもできる国際貢献を」を町民に呼びかけ,

この学校を贈る運動の原点となる活動を行い,

昨年の3月 には,「にしぎん国際財団アジア貢献

賞」を受賞することができた。

② 吉尾中学校

山間部にある一番規模の小さい中学校で,ホ

タルの飼育 ・放流等の環境学習に取 り組み,「肥

後の水資源愛護賞」を受賞するなど,地 域の特

色を生かした活動を展開しているほか,少 人数

なが ら部活動等にも活躍を見せている。平成16

年度には一番大きい中学校と統合する。

㈲ 協力機関等

・芦北町立図書館

・芦北町立社会教育センター

・芦北町立中央公民館

2.実 践研究の概要

生きる力をはぐくむ読書活動推進事業(読 書活

動推進地域事業)実 施への取組について,読 書の

持つ計り知れない価値を再認識する中,児 童生徒

の読書活動に関し,学 校図書館を含めた学校にお

ける学習活動,公 共図書館の活用,家 庭での働き

かけなどを相互に連携させなが ら学校 ・家庭 ・地

域社会が一体となった効果的な取組方法について

実践的な研究を行い,生 きる力をはぐくむ読書活

動の一層の推進に資することを方針とする。

計画については,子 どもが自主的に読書活動が

できるよう,環 境の整備を行う計画を広範囲の中

で推進するために,読 書がのびのびとできる環境

づくり,子 どもたちが進んで本を読みやすい環境

づくり,読 書しようという運動の推進に関する基

本的な計画で基本計画策定の根拠である 「子ども

の読書活動の推進に関する法律」に基づき,施 策

の総合的かつ計画的な推進を図る。

3.実 践研究の内容及び成果

(1)授 業における取組

ア 〈佐敷小〉一国語科における読書活動を取 り

入れた授業実践

各学年2単 元ずつ登場する読書に関する単元

の進め方を研究し,児 童の読書への興味 ・関心

を深め,読 書活動が日常生活へも広がっていく

ことを期待して以下のような実践をしている。

一学期の読書に関する単一

学年

1年

2年

3年

4年

5年

6年

内 容

こんな本みつけたよ

好きなお話を読もう

集まれ,世 界のお話

本の世界を広げよう

読書の楽しさを伝え合おう

作品と出会う,作者と出会う

活 動 目 標

楽しんで読書をしよう

とする態度の育成

幅広く読書しようと

する態度の育成

読書を通して考えを広
げたり深めたりしよう
とする態度の育成



(イ)「読み聞かせ」を取 り入れた授業の実施

匿尾保育園の協力1

選択国語や家庭科の授業では,保 育園児へ

の 「読み聞かせ」を実施した。(思いや りの心)

② 「朝の読書」の推進

ア 〈佐敷小〉一 「朝の読書」の原則を確認しな

がら,次 の点に気を付けている。

(ア)前日に読む本を決めておき,「朝の読書」で

は,時 間いっぱい読む。(児童)

(イ)学級文庫に読みたいと思 う本があるよう配

慮する。(教師)

(ウ)国語科等の授業で紹介した本を学級文庫に

置いておく。(教 師)

イ 〈吉尾中〉一 「朝の読書」や 「読書週間」の

実施

1年 生は毎日,2年 生は新聞,本 いずれかに

ついて毎日,3年 生は読書週間の際に 「朝の読

書」を実施した。「朝の読書4原 則」に近いかた

ちで行っている。(主体的に学ぶ)

一 」■■■■眠顯■暉

(3)町 立図書館 との連携

ア 〈佐敷 小〉一町立図書館 との連携

(ア)団 体借入 ・・1学 級 に30冊(朝 の読書 に活

用)

(イ)授 業での連携 ・・国語科や総合的な学習 の時

間,理 科,社 会 の 「調べ学習」等

(ア)第1・2学 年

a単 元で必要とされる本を学校図書館で準備。

b学 校図書館の使い方や本の並べ方について

の指導。

c読 書発表会や友だちへの紹介文による感想

交流。

(イ)第3・4学 年

a確 保できない図書について町立図書館から

借 り入れ。

b目 的の本の探し方についての指導。

c友 達に紹介するためのおびやポスターづく

り。

(ウ)第5・6学 年

a目 的にあった本を選ぶ際のポイントの指導。

b児 童が意欲を持って読むための学習シー ト

の工夫。

c読 書発表会や展示物発表による感想交流。

イ 〈吉尾中〉一主体的に学ぶ力の育成

(ア)各教科や総合的な学習の時間における 「調

べ学習」「問題解決学習」の工夫

調べたい内容を追究する学習とともに,調

べ方を学ぶ学習として位置付けた。特に3年

生においては,町 立図書館司書を招き,課 題

設定の仕方や図書館を使った学習の仕方につ

いて話をしてもらった。



(5)PTA・ 保護者 ・地域 との連携

ア 〈佐敷小〉一PTAと の連携

・母親部及び図書館ボランティア(読 み聞かせ)

の活動

・「佐小おや じの会」の活動 ・・学級の本棚つ くり

イ 〈吉尾中〉

(ア)地域 との連 読み 聞かせボランティアの協力

八代市の 「小羊文庫」にお願いしておはな

し会を開いていただいた。(思 いやりの心)

(イ)保護者との連携 匿璽

保護者,職 員に向けて,「読書だより」を発

行した。(思いや りの心)

(ウ)吉尾中学校PTAの 取組

子育てについて語 り合おうということで発

足した「なんさまかたろう会」を母体として,

PTAと しての読書活動推進を行った。保護

者に対してのアンケー ト調査,読 み聞かせの

講演会,親 子40人 ほど集まっての 「親子ふれ

あい読書」などを行った。そして,そ れらの

活動をもとに,「親子読書」を計画 した。絵本

でもいいということを呼びかけたため,本 を

読むことについて,ほ とんどの家庭で実施で

きた。

(ウ)学校図書館運営の助言一学校図書館 リニュ

ーアルに向けて

イ 〈吉尾中〉一町立図書館と連携 した資料の

充実

各教科における 「調べ学習」を一覧表にまと

め,年 間計画表を作成した。それをもとに,町

立図書館から借 りたり,新たに購入したりした。

(主体的に学ぶ)

(4)学 校図書館の整備及び児童会 ・生徒会 ・図書委

員会の活動

ア 〈佐敷小〉一環境整備部では,子 どもたちが

「本を借りたくなる学校図書館」「調べ学習がス

ムーズにできる学校図書館」を目指し,以 下の

ような取組をした。

① 購入本の選定

② 学校図書館のリニューアル

(ア}学校図書館を区分けする

・読み物コーナー(畳 じき)

・調べ学習コーナー

(イ)蔵書を分類しなおし利用しやすいよう配慮

(ウ)学校図書館全体を明るく

イ 〈吉尾中〉学校図書館における資料の整備

① 新聞や中学生新聞は,廊 下におき,い つでも

見 られるようにした。パンフレットは内容ごと

に分類し,図 書館においた。百科事典はポプラ

ディアを購入し,調 べたいことの概要を知るこ

とに役立てた。(主体的に学ぶ)

② 生徒会文化部 ・執行部の活動

生徒文化部は,「図書だより」の発行,「読書

週間」の企画,運 営などを行った。執行部は,

「朝のさわやかタイム」を利用 して,全 校生徒

に読み聞かせを行った。また,公 民館の朗読教

室の講師 を招いて,朗 読の指導を受けたことで,

いろいろな場面で発表する生徒もいた。

(思いや りの心)



4.今 後の課題等

ア 〈佐敷小〉

(ア)子どもたちの読書意欲は高まってきている

が,一 人一人の読書の質が向上していくよう

な支援が十分とは言えなかったので,今 後の

課題としたい。

(イ)「調べ学習」の場 として学校図書館が機能

し始めたので,今後は,「調べ学習」の進め方,

本の活用法,目 的にあったまとめ方等,学 習

内容が充実していくような方向を目指したい。

(ウ)学級担任を兼ねた教師だけでの図書館運営

には限界があるので,専 門の司書が配置され

れば,図 書環境面だけでなく,児 童の読書推

進へ大きく働きかけることができると思う。

イ 〈吉尾中〉

(ア)「調べ学習」「問題解決学習」の進め方につ

いて,更 に研究を深める必要がある。

(イ)教科,道 徳,学 活などの授業の中で,本 を

生かしていくための手だてを探 りたい。

(ウ)学校図書館が十分に機能するためには,専

任の司書がいることが望まれる。

(エ)読書に慣れ親しむには,幼 いときからの環

境が重要である。いっそうの幼,保,小,中

の連携,家 庭や地域との連携が重要である。

⑥ その他の取組

ア 〈佐敷小〉一職員組織 「資料部」の取組

資料部では,本 校の読書活動を取り巻く実態

を明確にし,そ の問題点を探り,そ の改善へ向

けて児童 ・保護者 ・教師へのアンケートを実施 ・

分析し,各 専門部の研究に生かしていった。

イ 〈吉尾中〉一読書にもとついた語 り合いの重

視 町立図書館との連翻

「朝の読書4原 則」が生かされるためには,

語り合いが重要となる。心のふれあいを大切に

し,生 徒,職 員,保 護者が互いに語り合える雰

囲気づくりに努力した。(思 いやりの心)

(7)研 究の成果

ア 〈佐敷小〉

(ア)子どもの実態をとらえ,指 導計画の工夫を

することにより,こ れまで関心のなかった分

野へも幅が広がった。

(イ)「調べ学習」の際,自 分の探している本が

見付けやすくなり,学 校図書館でまとめる活

動も行えるようになった。

(ウ)夏休みの職員作業で学校図書館を整備 した

ことで,職 員一人一人が本校の学校図書館の

現状を把握でき,自 分の授業に生かしやすく

なった。

イ 〈吉尾中〉

(ア)幅広い資料を使って学習を行おうとする態

度を育てることができつつある。

(イ)社会的な内容に興味を持ち,視 野を広げよ

うとする場面が増えてきた。

(ウ)「朝の読書」の実施により,読 書に慣れ親し

む生徒が増えた。

(エ)学校全体が,互 いに認め合う雰囲気に変わ

りつつあり,和 やかになった。



鹿児島県教育委員会

1雛 地鵬 姶 良 町

1.推 進地域の概要

(1)地 域の概要,

姶良町では,特 色ある学校 ・特色ある教育

の推進のために,各 学校が 「一校一自慢」に取

り組んでいる。とりわけ,読 書を中心に据え

た学校が多く,読 書による心豊かな児童生徒

の育成を目指している。学校での読書活動を

広 げ,家 庭地域での読書活動をとお して人と

人との交流 を広め,思 いや りのある町づくり

を推進している。

(2)推 進協力校の概要

1

2

3

4

学校名

帖佐小学校

北山小学校

西姶良小学校

帖佐中学校

児童 ・生徒数

386

4?

388

729

学級数

13

5

13

20

① 帖佐小学校

年3回 の読書旬間や毎週1回 の読書タイム

を設定するとともに,PTAの お話会や教職員

による読み聞かせ等の活動が活発に行われて

いる。

② 北山小学校

子どもが本に親 しむ学校図書館運営を主軸

に学校 ・家庭 ・地域が連携した読書活動を推

進 している。

③ 西姶良小学校

全校読書タイムを位置付け,計 画的 ・継続

的に取 り組んでいる。保護者や地域の読み聞

かせボランティアと連携を図り,指 導体制を

確立する中で,よ り開かれた学校づくりを目

指 している。

④ 帖佐中学校

全校生徒 と職員が一緒に朝読書を実施 して

いる。学校全体が落ち着いた雰囲気の中で学

習活動に入れるようにな り,読 書活動で培っ

た読みの力が各教科によい影響を与えている。

(3)協 力機関等

姶良町立図書館(平 成14年 度蔵書冊数;

128,718冊,年 間貸 し出し冊数;353,770冊)

《事業例》

・読み聞かせや紙芝居,小 中学校への出前講

座の実施

・図書館探検隊の活動の充実(小 学校5年 生)

児童生徒が図書館を訪問して,施 設設備や

利用法について理解を深める ことができた。

・研修の充実発展

教員による 「地域貢献体験活動」(初任者研

修等)

2.実 践研究の概要

(1)学 校における子 どもの読書活動の推進

(2)学 校,家 庭,地 域 との連携による子どもの

読書活動の推進

(3)町 立図書館 との連携による子 どもの読書

活動の推進

3.実 践研究の成果

(1)学 校における子どもの読書活動の推進につ

いて

① 読書量の増加への取組

朝や業間の読書活動をすべての学校(町 内

11校)で 実施 している。児童生徒の読書意欲

が高まるとともに貸出冊数も伸びた。

・始業前の読書活動(小 学校8校 中5校 ,中

学校3校 中2校)

・業間の読書活動(小 学校3校)

・放課後の読書活動(中 学校1校)

・一人当た りの図書貸出冊数

(平成14年 度;38,6冊 →平成15年 度;45.0

冊)



・図書館便 りの発行(全 校)

・「読書 の木 」「読 書登山表」の表示(北 山小 ,

西姶 良小)

・「親子読書カー ド」の発行(北 山小,西 姶良小)

③ 授業を通した研修(H15.11.26西1合 良4㈱

平成15年 度から国語科の研究に取 り組ん

でいる西姶良小学校で,読 書活動を取 り入れ

た授業の研究を行った。授業の中にボランテ

ィアによる読み聞かせや紙芝居な ども取 り

入れ,学 校全体として子どもたちの本への関

心が高まっている様子も伺われた。推進協力

校以外の職員(小 ・中学校の読書指導担当や

司書補)も18名 参加 し,授 業研究会では活

発な意見交換ができた。

(2)学 校,家 庭,地 域との連携による子どもの

読書活動の推進

① 読み聞かせの広が り

教師や図書委員会の児童生徒による読み聞

かせやPTAに よる読み聞かせが充実してき

た。帖佐小,北 山小では,校 長 ・教頭も含め

た全職員が子どもによる読み聞かせを実施 し,

子 どもたちの本への関心が高まっている。北

山小,西 姶良小では,親 子による読書会,家

族読書会,緑 陰読書を実施している。

本を読んでもらうことを楽しみにする子 ど

もが増え,読 書に対する子どもの興味を喚起

することができた。

② 環境整備の取組

学習情報センターとしての学校図書館が,

子 どもたちにとって,利 用 しやすい快適なス

ペースであるよう環境整備に努めた。蔵書の

整備,充 実を図った。

総合的な学習の時間や各教科等の時間に活

用する資料 も充実してきた。また,全 校で図

書委員会の子 どもたちの活動が活発に行われ

てお り,各 学校の特性を生か したユニークな

取組が行われている。各学校の図書館 を明る

く楽 しい雰囲気にする環境づ くりのため,司

書補や読書指導担当教諭を中心とした全職員

による取組が工夫され,図 書館に対する職員

の意識が高くな り,運 営にも積極的に参加 し

ている。



蔵書も充実 してきている。図書館利用の推進

とそのための広報活動も盛んに行われている。

学校以外でも読書に親しみ,自 ら情報を収集

活用できる子どもが増えてきている。

① 移動図書館による読書活動の推進

移動図書館 「あいあい号」が,各 学校 ・幼

稚園はもとよ り,町 内各地域を巡回し(町内

35か 所を月2回 巡回),子 どもたちや家庭 ・

地域の方に図書の提供をしている。子 どもた

ちの本を読む機会が増え,町 立図書館の本の

学校図書館へ の貸出は全校 に対 して行われ

た。(「あいあい号」のH16.2月 現在の貸出人

数7,861人,貸 出冊数19,958冊)

② こころを育てる読書研修会の実施(Hl6.2.21)

推進校4校 の活動発表 とかごしま県民大学

中央セ ンター所長(現:文 部科学省初等中等

教育局視学官)の 田中孝一先生を交えてのシ

ンポジウム(テ ーマ 「広げようこころを育て

る読書の輪」)を行った。町内外か ら多くの参

加者(149名 参加)が あ り,親 子読書やお話

ボランティアの活動の在 り方について,パ ネ

リス ト以外か らも建設的な意見が出されてい

た。

4.今 後の課題

(1)司 書教諭相互の連携 と研修の充実を図る。

・町内の司書教諭の研修会の実施

・町立図書館の司書と学校図書館の司書補 と

の合同研修会等の実施

(2)幼,小,中 の連携を深める。

・小中学生が
,幼 児に読み聞かせを行 う等。

(異年齢集団による読み聞かせの取組)

(3)学 校と保護者,地 域との連携を更に強める。

・読み聞かせ等のボランティアグループの活用

の促進(特 に中学校)

・緑陰読書会等の工夫(例:ラ ジオ体操後)

(4)地 域に開かれた学校図書館を目指す。

・学校図書館の開放(保 護者 ・地域の方々へ

の貸出)

② 保護者の読書量の増加

家庭教育学級における読書に関する研修会

の実施や親子読書会の促進 ・充実,さ らに学

校か らの図書館便り等の文書を通した読書に

関する啓発活動によ り,保 護者の読書時間も

増加 した。

(3)町 立図書館との連携について

町立図書館は,読 書センターや学習情報セ

ンターとしての機能を果たすための重要な役

割を担っているが,子 どもたちの知的好奇心

にこたえるための読書環境の整備 とともに,



沖縄県教育委員会

i雛 地域名1具 志 川 市

1.推 進地域 の概要

(1)地 域 の概 要

沖縄本島 中部,勝 連半 島の基部 に位置 する。

か つては純農村 として栄 えたが戦後 は沖縄経

済,教 育の 中心地 として発展 し,昭 和43年 具

志 川市 とな り現在 人 口64,000人 児 童生徒数約

7,700人 。 平成17年 には1市2町 と合併 し人 口

114,000人,児 童生徒 数13,600人 となる。

(2)推 進協力校 の概 要

1

2

3

学校名

具志川市立川崎小学校

具志川市立天願小学校

具志ll市立あげな中学校

児童・生緻

416

838

734

学級数

13

25

21

① 川崎小学校

昭和20年12月22日 開校。木造建築をイメー

ジした新校舎の図書室は落ち着いた雰囲気を

かもしだし,そ こで取 り組まれた図書館活動

も高 く評価 され平成15年 度全国図書館協議会

会長賞を受賞。充実した読書活動が行われて

いる。

② 天願小学校

明治39年 創立で平成18年 に100周 年 を迎え

る長い歴史と伝統 に輝く学校である。生徒数

は898人 と大規模であるが習熟度別授業 を基

本にきめ細かな教育活動を行っている。

③ あげな中学校

昭和37年 開校。生徒数734人 の大規模校だ

が 「いいこといっぱいあげな中」を合い言葉

に生徒,教 員が積極的に諸活動に取 り組んで

いる。保護者,地 域 との連携もよい。特に合

唱,陸 上競技のレベルは高い。図書館は学校

規模か らすると小さめである。

㈲ 協力機関等

具志川市立図書館

2.実 践研究の概要

(1)読 書活動推進会議

① 家庭 ・地域における親子読書活動の実態調

査。

② 読書サークル との協力,連 携の在り方。

③ 本 に親しむ子どもを育てる家庭 ・地域 の読

書活動の在 り方。

(2)推 進協力校における実践

① 朝の読書活動

年間を通して始業前の15～25分 間自主読書

と教師,読 書サークルによる読み聞かせを行う

② 読書活動の取 り組み

目標冊数の設定,推 薦図書の紹介,読 書旬

間,読 書月間の充実,読 書活動の環境づ くり

(3)本 事業実施期間の生徒の変容

① 質問紙による調査

② 観察法による調査

③ 読書冊数による変化

3.実 践研究の内容及び成果

(1)読 書活動推進協議会

① 家庭・地域における親子読書活動の実態調査

(市内小中学校保護者向けの実態調査のまとめ)

○ あなたは毎 日本を読みますか

毎日読む

よく読む

時々読む

読 まない

小学校

5

13

56

26

中学校

5

18

66

11

H15年6月 実施

回答1,785世 帯

単位%

市内児童生徒の読書冊数は順調に伸びてい

るが保護者のほうは 「よく読む」を含めても2

割程度である。 この保護者を読書活動の在 り

方で4グ ループに分けその保護者の読書活動が

子 どもに及ぼす影響についてまとめてみた。

○ あなたの子は本を読みますか。

毎 日読む親の子

よく読む

時々読む

読まない

小学校

61

26

13

中学校

50

43

7 単位%

よく読む親の子

よく読む

時々読む

読まない

小学校

52

45

3

中学校

41

52

7 単位%



の生徒が本を読むことは好きと答えている。

この気持ちを読書活動へ結び付けたい。 この

調査の結果と考察は市の平成15年 度学力向上

対策推進協議会家庭 ・地域部会実践発表会で

公表 し家庭 ・地域 ぐるみの読書活動の必要性

を訴えた。

② 講演会及びワークショップ

これまで主に学校職員向けに行われていた

が,父 母,読 み聞かせサークル,公 民館など

広 く参加を呼びかけた。

二回の講演会,ワ ークシヨツフはすべて満

席で,特 に個人で子 どもを抱いてワークショ

ップに参加する熱心な母親の姿 も多く見 られ

読書活動への関心の高まりを示 した。

〈終了後のアンケー トから〉

・時間がたつのも忘れるような読み聞かせでした。

とても勉強にな りました。

・読み聞かせの計画は 「サークル任せではな く学級

任が学級の子どもたちにあった計画を立てるべき」

というのはとても納得できました。

③ 市内ブックフェアの開催'

学校図書館司書の活動の紹介,読 み聞かせ

サークルの紹介と実演,絵 本 ・児童文学書の

紹介など家庭 ・地域 ぐるみで読書の楽 しさを

共有,実 感する場所としてブックフェアを開

催 した。幸い市内ブックフェア開催の12月21

日は 「絵本ワール ドinおきなわ2003」 の一週

間後であったため特別予算を組んで もらい

「絵本ワール ド」で展示販売された絵本 ・児

童書一万冊をそのまま市内ブックフェアで紹

介を兼ねて展示販売した。

一 日限 りの開催であったが入館者は1
,000

人を超えた。それも生徒,保 護者はもちろん,

ときどき読む親の子

単位%

中学校小学校

3937よく読む

5058あまり読まない

115読まない

読まない親の子

単位%

中学校小学校

2929よく読む

5353あまり読まない

1818読 まない

小中学校 ともよく本を読む家庭の子は親と

同じようによく本を読み,親 が本を読まない

家庭の子どもはこれもまた本を読む割合が低

くなっている。 この ことから,親 の家庭での

読書活動への姿勢が子 どもに影響しているこ

とが示唆された。

○ 子 どもに読書を勧めていますか

単位%

中学校小学校

3851よく勧めている

4642時々勧めている

167勧めていない

子 どもに対 して 「時々」を含めると9割 前

後の親が読書を勧めている。 しかし一方で親

自身の読書活動は 「よく読む」を含めても2

割程度である。保護者自身が本を読む楽 しさ

を子 どもと共感できる場を設定 したい。

○ あなたは本を読むことが好きですか

単位%

平成15年昭和59年「は い 」

7262男子
8083女子

7673全体

小 学 生

4,5,6年

7153男子

8158女子

7655全体

中学生

全生徒

本市では昭和59年 にも読書実態調査が行わ

れているがそれ と比較すると小学校の女子が

3ポ イン ト減少しているものの他は順調に伸

びている。学校の地道な読書活動の取組の成

果 と考える。

特 に中学校は男女とも20ポイント以上伸び

ている。よ く高学年になるにつれ読書冊数が

減少していくことが指摘されるが,8割 近く



子 どもの心が落ち着き,聞 く態度にもい

い影響を及ぼしている。

保護者や地域の方々の協力が得やす くな

った。職員の外部人材 との連携が積極的

になった。

② あげな中学校

○朝の読書活動:毎 朝25分 間読書(毎 月1回

父母サークルによる読み聞かせ)の 実施。

○読書旬間9月:読 書標語,お 気 に入 り文章

抜き書き,読 書感想文,図 書委員による推

薦図書。

○調べ学習のための図書館利用:主 に理科,

社会の調べ学習,総 合的な学習の時間に活

用された。

○図書館の環境づくり:館 内は狭く,図 書館

としては条件は悪い。観葉植物,絵 本のマ

スコッ ト等を配置 し館内の雰囲気が明るく

なるよう工夫した。

成果:朝 の読書で学校が落ち着いた雰囲気になっ

た。全校生徒が本に接する場が持てた。

保護者地域ボランティアの協力が得 られ

るようになった。

③ 読書冊数

平成15年平成14年平成13年

149118130川崎小学校

9210981天願小学校

263917あげな中学校

昨年度に比べると最終年度は川崎小学校の

みの増加だが本県の目標冊数(小70冊,中20

冊)に 関 しては3校 とも達成できた。

4.今 後の課題等

同じ取組をして も学校間で差がある。特に中

学校が全校を挙げての取組にはな らなかった。

係,担 任だけでな く全職員の読書に対する理解

が必要である。そのための教職員の読書実態調

査も実施したい。また学校 と地域が連携 した,

地域での読書活動推進事業の継続を図ること。

そして児童生徒だけではなく大人,教 職員 も一

緒の読書活動の定着を図っていきたい。

乳児 を連れたお母さん,幼 児からお年寄 りま

でそれ こそ家庭 ・地域 ぐるみでのブックフエ

アとなった。

〈会場でのアンケー トから〉

・子育てて忙 しくなかなか外出できないので

とて もあ りがたい。すばらしい企画です。

・学校関係だけでなくもっと家庭 ・地域への

アピールもほしい

・読み聞かせに興味を持っている人も多いの

で是非来年も続けてほしい。

・親子連れ も多 くこれを機会 に各家庭の読

書,読 み聞かせの場が増えるのだなあと思
うれ

うと嬉 しくな ります。

(2)推 進協力校にお ける実践

① 川崎小学校 ・天願小学校

○朝 の読書活動=週4日 の15分 間読書(毎 月

第1・ 弟3水 曜 日(川 崎),金 曜 日(天 願)

は父母による読み聞かせ)。

○読書週間6月:出 前読み聞かせ,読 書郵便

読み聞かせの実施。

読書月間10月 の実施:読 書感想文,感 想画,

図書委員会による読書集会,読 書アニマシ

オン,ブ ックトークの実施。

○調べ学習のための図書館利用:教 師と図書

館 司書 の連携による多種多様な資料の準

備。全学級週一時間 「読書の時間」の設置。

○図書館の環境づ くり:館 内は明るく,居 心

地のいい場所である。館内掲示物,展 示物

は諸行事や季節を感 じさせるよう工夫する。

○校内研修の実施:朝 の読書活動の成果と課

題,そ の課題解決について研修 した。

成果:多 種類の本に興味を持ち,長 編を読む子

が増えてきた。



平成14・15年 度生きるカをはぐくむ読書活動推進事業

(読書活動推進地域事業)の 取組の概要

この事業 は,児 童 生徒 の読書活動 に 関 し,学 校 図書館 を含 め た学校 にお け る学 習活動,

公 共 図書館 の活 用,家 庭 での働 きか けな どを相 互に連携 させ な が ら,学 校 ・家庭 ・地域社

会 が一 体 とな った効 果的 な取組 方法 につ いて 実践的 な研 究 を行 い,生 き るカ をは ぐ くむ読

書 活動 の一層 の推 進 に資す るこ とを 目的 と して,平 成14・15年 度 の2年 間 にわた り,全 国

17府 県30市 町 村 にお いて取 り組 まれ た もので ある。

推 進 地域 におい て は,「 生 き るカ」 をは ぐくむ読 書活 動 を推 進 す る観 点 か ら,学 校,家

庭,地 域 社会 が相 互 に連携 し,児 童 生徒 の読書 を進 め るた めの様 々な取 組 が行 われ,成 果

を上 げた。 こ こではそ の概 要 を示 す。

なお,本 事 例集 自体 が極 めて限 られ た紙 幅 の中でま とめ られ て お り,な お かつ記 述 の粗

密 の関係 で取組 内容 の細部 を読 み取れ な い もの もあ る ことか ら,実 践 の全 て をカバ ー して

い ない 可能性 は あ るが,各 地域 の重 要な取組 は記載 され,お お よその傾 向 は把 握 で き ると

考 え,こ の概 要 を作成 した。

(1)読 書 活動 推進会 議の取組

各 地域 で は この研 究の推 進 に 当た り 「読 書活動推 進会 議」 が設 置 された。 推進 会議 で

は,読 書活動 推進 の各種 事業 が効果 的 に行 われ るよ う,事 業 の全 体計 画 の作成,推 進 協

力校 にお け る読 書 に関す る現状 調査 の実施 と結果 分析,読 書 活動推 進 の成果 につ い ての

評価,推 進 協力校や 研 究協力機 関 に対 す る助言及 び指 導,研 究成 果 の普 及 ・啓発 な どの

取組 が行 われ た。

この推 進 会議 の も とに,「 地域読 書活 動推 進部 会 」 「学校 読 書推進 部 会 」 「家 庭読 書活

動推進 部 会」 な どを置 き,地 域,学 校,家 庭それ ぞれ の読書活 動 を推 進 す ると ともに,

相互 の連携 を有機 的 に図 ってい る地域 もみ られ た。

また,こ の推 進会議 が,地 域 の読 書活 動 の推進 を積極 的 に進 め るた め,

・地域 の読 書活動推 進計 画 の策 定

・地域独 自の 「読 書 の 日」 の制 定

・ブ ックガ イ ド等 の推薦 図書 リス ト作成

・読 書活 動標 語 ,読 書 ポス ター コン クール,読 書感想 文 コン クール 等 の実施

・読 書推進 を 目指 した フォー ラム,フ ェステ ィバル,講 演会等 の 開催

・「読 み 聞かせ 」 の研修 会等 の実施

・読 書 ボ ラ ンテ ィア等の支 援

・古 本市 な ど書籍 の リサイ クル事 業



・地域独 自の読書活動推 進員 ,図 書 サ ポー ター等 の配 置

・広 報誌 へ の掲載や啓発 資料 の発行

な ど,様 々 な事業 を直接行 ってい る例 も多 い。

また,ブ ックス ター ト事業 に加 えて,乳 幼児 向 けのブ ック リス トや 幼 稚園 児対 象 のブ

ックガイ ドを作成 してい る地域 もみ られ,乳 幼児 期 か らの読 書環境 の整備 が着 実 に進 ん

で きてい るこ とを うかがわせ る。

取 組 の成果 は,国 立教 育政策研 究 所 主催 の 「平 成15年 度 学校 図書 館 フォー ラム」(全

国3か 所 で開催)に おい てパネ ル展 示 され た のをは じめ,各 地 域 にお いて も,ケ ー ブル

TVの 活 用,教 育 フ ェステ ィバル での発表 な どを通 して,積 極 的 な普 及 ・啓発 が図 られ

て い る。

(2)推 進協力校の取組

各地域 には,そ れぞれ数校程度の推進協力校が置かれた。協力校では各学校の 「読書

活動推進の年間指導計画」に基づき,

・各教科,総 合的な学習の時間等の学習活動を通 じた読書活動の推進

・「朝の読書」をは じめ とす る全校一斉読書の推進や,読 書 目標 を設定す ること等 に

による読書習慣の確立

・学校図書館の蔵書や資料の充実 とその活用の推進

・児童生徒図書委員会活動の活性化

・「子 ども読書の 日」を中心 とした読書推進啓発行事の実施

など,学 校 の教育活動全般にわたって読書活動推進を意識 した取組がなされた。その際,

家庭,地 域,学 校 を通 じた,子 どもが読書に親 しむ環境の整備や機会の提供に努 め,

・親子読書の推進

・学校図書館の休 日や休業 日の開館

・学校図書館の地域への開放

・公立図書館司書等との連携

・公立図書館の移動図書館や団体貸出の活用

・保護者やボランティアグループによる学校図書館の補助や読み聞かせ等の実施

・保護者 を対象 とした読み聞かせ講習会等 の実施

な ど,家 庭や本事業の研究協力機関をは じめとした地域 との連携 も有機的に図 られてい

る。

また,各 学校では,地 域に伝承 されている民話 を取 り上げ,語 り部 を招いた 「民話の

集い」や児童による 「民話劇」上演 を行 うなどの地域の特色を生か した取組,さ らには,

中学生が幼稚園で読み聞かせ を行った り,地 域の学校ネッ トワークを活用 して図書資料
しらぺ

の検索や相互貸借を行 った り,児 童生徒が 「読書環境 こども調査隊」 と称 して公 立図書



館を調査 しその結果 を各学校 を巡回 して報告 した りな ど,学 校間の連携の取組 も進んで

きてい る。

さらに,各 学校での取組 の成果 を教員用の手引きにま とめて配布す るな ど,成 果の普

及 ・啓発 とともに,教 員の指導力向上にもカを入れている。

(3)読 書 に関す る現 状調査

この事 業 の特色の一つ は,読 書 に関す る現状 調査 を行 い,読 書活 動推進 の取組 が,児

童生徒 の読 書 冊数や読 書意識 等 に どの よ うな影響 を与 えたか な どの具体 的な効果 の把握

を行 った こ とにあ る。

各 地域 で は,児 童生徒 の読 書冊 数,読 書時 間,読 書 をす る時 間 帯,学 校 図書館 の利用

頻度,公 立図 書館 の利用頻 度,読 書 につい ての意識 な どを,質 問紙 に よる調査 と学校 図

書館利 用 デ ー タ等 を も とに把握 し分 析 してい る。 中 には,ブ ック トー クの後 で,「 楽 し

か っ たか 」 「読 ん でみ た い本 はあ った か」 「今 ま で よ り本 を読 む よ うにな っ たか」 な ど

と尋 ね,個 別 の取 組 につ い て の成 果 を検 証 して い るもの,「 語 彙 力 」 「読解 ・鑑 賞 力」

な どとの 関連 をみ てい るもの もみ られ た。

また,「 家族 で本 を読 んで い るか 」 「本や 読書 が家 庭で 話題 に な るか」 「学校 か らの家

庭へ の図 書館情報 が増 えた か」 な ど,家 庭 にお け る読 書 につ いて の調 査 を,保 護 者 を対

象 に行 ってい る地域 も多い。

数値 に よる結果 をみ る と,明 らか に読 書活動推進 の成果 がみ られ る。 また,自 由記述

をみ て も,

(児 童)

・知 らな か った こ とがわ か り,言 葉 を覚 え,読 め る漢 字 が増 えた。

・本 の世 界で想像す るのが楽 しくな り,想 像力 がア ップ した。

・み んな にお も しろい本 につ い て話 をで きるよ うに な った。友達 と話す こ とが増 えた。

・ぼ一 っ とす る ことがな くな り,早 く本 が読み たい か ら家 で の行動 が早 くな った。

・人 々 の暮 らしや 苦 しみ や がん ば りな どにつ いて よ くわか り,悲 しい ことな どがわ か

るよ うにな った。

(保護 者)

・普段 は忙 しくて親 子 でふれ あ うこ とが ないのです が,最 近 は毎週 日曜 日に 「図書館

に連れ て行 って」 と言 われ ます 。連れ て行 くと,何 冊 か の本 を宝 物 のよ うに して持

って帰 って きます 。

な どの よ うに,読 書推進 の た めの取組 の成果 が顕著 に現れ て い る。

この よ うな調査 では,ど の時 期 の,ど の取組 が読 書 量の増 加 に影響 した のか,読 書へ

の意識 高揚 に役立 ったの かま で詳 しく分析 す る ことが求 め られ るが,こ の報告 書 では紙

幅 の 関係 で そ こまでは詳述 され て いな い。 詳 しくは,各 地域 に問い合 わせ ていた だきた



い 。

以 上,本 事業 の成果 をみて きた が,各 地 区の報 告書 に もあ る よ うに課題 も残 され て い る。

事業 の成果 を共 有す るこ とは もちろんで あ るが,明 らかに なった課題 もまた,こ れ か ら読

書活動 を一 層推進 しよ うとす る地域 に共通す るもので もあ る。 これ らの課題 を乗 り越 え る

こ とで,子 どもた ちに よ りよい読書 環境 を提 供す るこ とがで き,読 書力 を付 け る ことにな

る。 時代 の変化 は、子 どもの興味 ・関心 のあ りよ うを変 え、 高度情報 化 と国際 化 の波 は子

どもた ちの足元 を洗 ってい る。この よ うな状 況 の も と、読書 活動 関係者 の担 うべ き役割 は,

ます ます大 き くな ってい る。子 どもの読書活 動 の活 性化 に 向 けて更 なる努 力 を期待 したい。
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